昭和57年度 川渡農場運営概況 by 東北大学農学部附属農場 et al.
昭和57年度 川渡農場運営概況
著者 東北大学農学部附属農場, 東北大学農学部附属演習
林, 東北大学農学部附属草地研究施設
雑誌名 川渡農場運営概況
号 7
URL http://hdl.handle.net/10097/56539
昭和57年度
川渡農場運営概況
昭和59年3月
東北大学農学部　附属農　場
東北大学農学部附属演習林
東北大学農学部附属草地研究施設
＿」
次I　農　産　関　係
Ⅱ　畜　産　関　係
Ⅲ　演　習　林　関　係
Ⅳ　機　械　関　係
Ⅴ　経　営　　関　係
Ⅵ　事　務　　関　係
Ⅶ　学生実　習　関　係
Ⅶ　研　　究　実　績 104
I　農　産　関　係
昭和57年度の作目別栽培面積は，水稲6．0万0（6，9hoのうち0，9hOを減反し，大豆，牧草を
転作），大豆0．3ha，小豆2．6ha，馬鈴薯0．4ho，根菜類0．3庇，果樹43万0（粟2，3庇，梅2．Oho），
青刈類8．24庇（トウモロコシ5．34庇，ソルガム2．9万0），飼料カブ1．45庇，飼料用大麦‘1．45ho
牧草48．92hO（採草地31．88，放牧地17．04厄），北山草地109．3haである。これらの栽培実績
と生産費の概要は表1－1－13，図1－1に示したとおりであり，主要作物について概説して
みると次のようである。なお，当農場における昭和56年度の気象の経過を平年と比較し，図I
－2，表I－14に示した。
1水　　　稲
播種は4月6日，9日および12日の3回にわたって行った。育苗期間はやや低温，寡照と
なったが，苗の生育は順調であった。
田植は5月8日から12日までの期間に行った。田植期間は好天に恵まれ，苗の活着も良く，
初期生育は順絹であった。分けつ期の5月中旬から6月中旬にかけてはやや低温気味に経過し
たため，分げっの時期がおくれた。更に6月下旬から9月中旬にかけての異常低温，暴風によ
り，不稔障害が発生し，登熟歩合が低下した。特に，7月下旬から8月初めにかけての異常低
温により，減数分裂期にあたる早生種（アキヒカリ，ササミノリ）で不稔障害が多く出た。
出穂期は8月14－16日で　8月中，下旬は日照不足ながぢも高温の日がみられたが，9月
に入ってからは再び低温寡照となり，登熟が悪く，玄米千粒重は極めて軽くなった（詳細は研
究実績I－6「水稲品種展示画の生育収量比較」参照）。
結局，当農場における平均玄米収量は，学生実習用の極早生種（フジミノリ30a）および試
験展示圃（20a）などの収量が少なかったため，10a当り340的（1号水田・ササミノリ
398kg，3号水田・トヨニシキ412．5細，4号水田・ササミノ÷リ，フジヒカリ272kg，4号
開田・サトボナミ，トヨニシキ340bg）に止まった。そのため，玄米1如当りの生産費は283
円となった。
費用構成をみると，労働費が38．4形で最も多く，ついで大農具費が30．2％，肥料費が10．6
形の順となっている。
10a当り所要労働力は8．5人で，過去5年間の平均（11．0人）に比べて1．5人ほど少な
くなっている。作業別では，播種，育苗管理2．7人，田植0．3人，桶植0．6人，除草0．8人，
農薬散布0．3人，水管理0．5人，刈取・脱穀調製1．4人，わら処理0．9人であり，播種・育苗
管理と，刈取・脱穀調製に多くの労力を要している。
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2　畑作物
大豆：水田転作畑に5月18日に播種したが，6月下旬から7月の低温・寡雨により生育が
抑制され，茎長が短かく；分枝数，節数が少なかった。その後は，日照が少なく，雨の多い気
象が続いたため急に茎が伸び，蔓化の傾向と車った。開花期は7月下旬の低温の度合が大きか
ったため，平年より10日前後遅れた。更に登熟後期の9月下旬の低温・乾燥により登熟期間が
短かくなったため，粒重が軽くなった。10a当りの子実収量は，分枝数，節数，英数および
粒重が少なかったため，163kgとなり，平年より劣った。
小豆：6月15日に播種を行い，播種後高温，多照の日が多く，発芽は良好であった。しか
し，6月下旬以降の低温，寡雨により，大豆と同じような生育経過を辿り減収した。
10a当りの子実収量は78．5細で，平年より劣ったが，台風10号（8月1－2日）の影響
による倒伏も減収の原因となっている。
馬鈴薯：春の融雪が遅れたため，植付時期は4月28日となったが，植付後裔温多照により
萌芽は順調であった。生育期はやや低温の日が多く，生育は劣ったが，i6月下旬以降の低温で
塊茎が著しく肥大した。しかし，7月下旬の多雨により収穫目前にして％程度が軟腐病に罷っ
たため，販売数量は10a当り1，280kgに止まった。
：青刈トウモロコシ：適期の5月10日に播種を行い，播種後の高温多照により，生育は順詞
であった。7月下旬は低温寡照多雨となったため，軟弱徒長し，台風10号の襲来によって大
半が倒伏してしまった。そのため，適期を待たず収穫せざるを得なくなり，8月10日から刈
一取り，サイロに詰込んだ。そのため，10a当り収量は3，920勘こ止まった。その1細当り生
産費は12円60銭となった。
ツルガム：5月10日に播種したが，播種後の好天で霜害もなく，青刈トウモロコシと同様
′な生育経過を辿り，軟弱徒長気味となった。しかし，台風による倒伏の程度は軽微であった。
そのため，・収穫期を延ばし10月13日以降に刈取った。10a当り収量は3号圃場が6，000
地位であったが，18号の2圃場の収量が劣ったため全面積当りの平均では3，520砧となり，
膏刈トウモロコシより10％低くなった。－その生産賞は1細当り12円で，青刈トウモロコシ
よりもやや低くなった。
飼料カブ：小岩井カブを8月7日に播種した。初期生育は低温の影響でやや不良であったが
8月下旬の高温で回復した。しかし，9月上，中旬の低温に加え，台風18号（9月1・2日夜
～13日朝）の直撃をうげ，生育が阻害された。しかし，その後の晴天続きでカブの肥大は順
調に進んだものの，前期の生育の遅れをとり戻すに至らず，10a当り収量は葉部を含め
6，930的となり，平年より15豹まと減収した。その1砧当り生産費は7円弱となった。
大麦：56年10月2日に播種し，越冬前は低温寡照の日が多かったため，初期生育は不良
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であった。また，越冬中は積雪量が多く，根雪期間が長かったため，春の生育が遅れた。融雪
時の3月上，中旬は高温に経過したが，3月下旬以降は再び低温となったため，草丈が低く，
分げっ数も少なくなった。利用は一部種子用として調製したほかはホールクロップサイレージ
とした。その収晶は10a当り1，320bg弱で，1地当り生産費は24円となった。
3　牧　　草
春の融雪が遅く，また，3月下旬から4月にかけて低温が続き，牧草の初期生育は平年より
も遅れた。しかし，5月上，中旬の高温で生育が回復した。
1番刈りは5月19日から6月9日の期間に行ったが，比較的好天に恵まれ，良質・多収の
へ－レージおよび乾草が調製できた。
2番刈りは6月25日から7月17の期間に行ったが，梅雨が陽性（からつゆ）であったた
め，良質なものが調製できた。しかし，2番刈直後は土嶺が乾燥しすぎて再生不良となったが
MHコリンのスポット散布によってキンギシの発生が抑えられたため，3番刈収量（8月24
日から9月9日に刈取る）も，あまり減収しなかった。
総面積当りの生産量はへ－レージ4345トン，乾草169．3トン，サイレージ50トン，耕作
地における放牧生草429．1トンで，10a当り生草換算収量は，採草地が4019的，放牧草地
が3，557kgで，1細当り生産賞は，それぞれ6円89銭および2円86銭となった。
佐　藤　徳　雄・高　橋　　　透・遠　藤　熊　二
鈴　木　　　栄・遊　佐　良　一・遊　佐　健　司
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Ⅱ　　畜　　産　　関　　係
1．概　　　況
家畜生産部門は，これまで，家畜管理の合理化，省力化に努め，逐次，生産性を向上，安定
化しつつあるが，家畜衛生面では多くの難問を抱えている。特にBLV，牛肺虫の清浄化を図
ることは急務であると考えられる。そこで，今年度の家畜管理は衛生対策に重点をおいた。そ
のために，従前と比べると，頭数規模の縮少，放牧地における管理法，授精時期の変更等があ
った。
2．家畜頭数の異動（表Ⅱ－1）
乳用種は経産牛が増えたが，総数では年度始の頭数を維挿した。
肉用種は，BLV対策の一環として，BLV抗体陽性のうち年令の古い牛を淘汰したので，
黒毛和種，日本短角種とも経産牛が大幅に減った。
3．乳　用　牛
l）産乳成績（表Ⅱ一2）
月平均経産牛頭数は24頭，同搾乳頭数は18頭であった。総産乳量は102，988bgで，前
年より約8，000切増加したが，搾乳牛1頭当り産乳量は4，780細（305日換算）で前年より
やゝ減少した。その原因は，産次構成で初産牛が占める割合が多くなったためである。
2）繁殖成績（表Ⅱ－3）
57年1月から12月の間に20頭が分娩した。それらの初回発情までの日数は53±30日，
分娩後受胎までの日数は113±63日であった。平均授精回数も2．0±1回で良好な成績で
あった。
4．肉　用　牛
l）繁殖成績（表Ⅱ－4）
受胎成績は56年6月から57年2月までの成績である。56年の種付はマキ牛を始めて間
もなく雄牛の事故で，中途から人工授精に切替えた。山での自然発情を待っての人工授精で
あったため，発情発見も十分でなく．多労の割には例年になく低い受胎成績となった。
子牛生産率は受胎頭数に対する6ケ月子牛頭数の比で示した。相変らず子牛の損耗が多い
が，その内訳をみると死流産9，下痢・肺炎12，放牧地での行方不明3となっている。
57年の種付は全て人工授精で，BLV対策の一環として，一部，秋分娩となるように授
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精時期を12月にずらした。
2）肥育成績（表Ⅱ－5）
今年度は，黒毛和種9，日本短角種23，ホルスタイン種（F2）2，合計34頭を肥育し
た。
平均日増体量は，黒毛和種0．74，日本短角種0．72－0．78でいずれも前年のそれより良
好であった。
今回は肥育開始から約4ケ月，大麦ホールタロップサイレージとテントコーンサイレージ
を給与した。そのためか，前年多発した尿石症は皆無であった。
5．飼　　　料（表Ⅱ－6）
放牧草を除く飼料給与の実績を表に示した。今年も粗飼料の不足を補うためにへイキェーブ
を54t購入した。
6．放牧実績（表Ⅱ－7・a，b）
放牧期間は，耕作地区の乳用牛は4月23日から11月30日までの222日間と12月17　日
までのカブ畑放牧であった。
北山地区では，長原・大尺の試験牛津は5月8日から11月11日までの188日間，大尺・尚
武沢・六角・桂清水の一般牛群は5月7日から11月15日までの193日間であった。
7．畜産係稼働状況（表Ⅱ－8）
表は畜産係に配屈された職員7名（うち1名は非常勤職員）の作業別稼働時間である。
なお，これには超過勤務は含まれていない。今年目だった作業に，畜産係控窒・窒直室・家畜
診療室のプレハブ建設工事があり，その約100時間が10月の業務協力の項に含まれている。
放牧場の欽水場の工事は放牧の項に含まれている。その他の項は農場の行事（播種祭・収穫
祭・運動会），研修会，レクリエーション，会議等が含まれる。
8．生　産　費（表Ⅱ－9）
l）牛乳：100砧当り生産費は7，778円となり前年より大幅に低下した。販売価格は9，500
円であった。
2）肉用子牛：繁殖牛は同一畜舎で詳飼されているため，品種別に経費を分けることが難しい
ので，子牛生産費は黒毛和種，日本短角種こみで算出した。
子牛l頭当り190，141円となり前年よりやゝ低下した。
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3）肥育牛：約11ケ月肥育し，生産費と平均販売価格は次のとおりであった。
黒　　毛　　和　　種 ?ｨ?gｸ?%ｨ?ｧ??ﾒ?
生　産　費 鉄#(?c#???514，150　円 
販売価　格 鉄??3???ｨ??05，676（10頭） 478，301（13頭） 
9，衛　　生
乳房炎は前年からの予防対策が効を奏し，その発生は減少傾向にあり，さらに慢性化した牛
を淘汰したことで今年は治療頭数が大幅に減少した。そのことが牛乳生産費低減にも反映して
いる。
BLV清浄化については当面の対策として
1）生産を維持しながら，BLV抗体陽性牛の一部（古い順）を淘汰する。
2）抗体陽性牛と陰性牛の隔離放牧
3）BL Vを媒介する吸血昆虫の防除
4）分娩時期を一部春から秋へ変更
を試験的に実施することとした。
今年度は1）については白血球数増加傾向にあるものから約60頭淘汰した。2），3）について
は放牧草との関連も考慮しながら，陰性牛の一部を尚武沢に隔離し，その他は桂清水と六角に
分けて，六角辞の吸血昆虫を陳際してみた。その結果は，研究実績のところに別記してある。
牛肺虫については，放牧開始時に全牛に，また，毎月の糞便検査で仔虫が検出された個体に
はそのつど，レバミゾール7・5り100的BW投与し，駆虫したが，依然として放牧地での再感
染があり，一度汚染された牛辞と草地の清浄化が如何に困難であるかを思い知らされた。
なお，月例の衛生検査は家畜衛生学教室の協力を得て，体重測定，一般検査のほかBLV抗
体調査，牛肺虫検査を全牛について実施した。
10．そ　　の　　他
1）尚武沢に追込柵を新設し，薬液噴霧器を設置した。また飲水揚周辺をコンクリートタタ羊
にし，その近くにセルフフィーダーを置いて補助飼料を給与できるようにした。
2）桂清水に追込柵を新設した。
3）永年使用してきた牛舎控室，宿直室を，旧家畜診療室を取りこわした後にプレハブを建て
て移した。
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4）第2牛舎西側に年休洗い場を設けた。
5）農学祭（農学部創立35周年）に参加，肉用牛（黒毛和種1，日本短角種1）乳牛1，緬
羊（サホーク種l）を出品して農学部中庭に放し，搾乳のデモンストレーションと見学者に
搾りたての牛乳をサービスして好評を博した。
太田　　実・二瓶　　章・鎌田　弘大
高橋　　久・遠藤　忠雄・本郷　　至
遊佐　文博・中鉢　　広・小林茂太郎
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由一耳・由一由一 ?儷8耳鼈耳ﾇb?ﾃ く□ 
拙∴∴饉∴∴農 ???9;??育2?
拙純情叶I 冩I?>?x6r?
翠∴∴耳 ???YU8爾?
撞 由一 凾ｭす　く．○　○ヾ∴くす∴qO ?ｨ示ﾈ?6H??ﾈ??ﾘ??ﾒ?ヾ 
ed1寸1－　　　（X） ?X???????4?N T－1 
軸 束 凶 ?ﾒ?D∴」で）∴CQ ?H?*ﾈ??X??X耳??
▼一〇∴00　▼一〇 ?
丑 ?H?ﾆ????q∴富一一 
一〇∴　▼⊃　一一1 ?ｨ璽??X耳璽?
電 話 凵@（　　　　　　　　　　　　　（ ???CD 
N　　　　　　　l一〇 ??,"?
ii ii 又
隊∴∴∴際 俤ｲ?
小i∴∴∴小 ?ｸ??
▲ぐヽ　　　　　Irヽ ?8*ﾘ??
ヽ＿ノ　　　　　　　　　　　） ???ﾒ?
○つilくす　　　　∞　Lr） ?H???蜜??ﾘ+r?
寸　　　　　　　　　」で） ?ｨ璽?（．（⊃ 
週 刊 凵〟@∞ ?H*(???N 
1－－1　▼一〇 ??7?????｡1 
ロ ?? 
蛮 地 廿 凵≒｡しくつく．⊂〉ioつ くHeeく鴬〉∴∴くN 　　　▼i一〇 ?X?4H?8??*ﾘ+x??ﾒ???ｨ璽????D く岬 ▼一〇 
様 僂D　く」⊃1尋I　　　Cn ?????????X耳??⊃ 
飽 吋 僂q　　　　　　　　　　αつ 剞｡ 
駒 虫 凶 ?ﾒ?lつ∴Y⊃∴くす ▼一〇 ? 
丑 ????6ﾈ,(?*ﾘ+r?ｨ璽? 
÷日 詰 凵戟iヽi ?ﾈ??? N 
－ili ?h???
Ii 薄
隊 ??
＋∩ 免?
▲「ヽ 微(??
＼ヽ一ノ ?(??6ﾒ?
eQ　　　　　　　〔▼⊃　しく⊃ ??7???X*ﾘ??F?｢????ｨ??h??
馳 せ1 凾ｭ‘⊃　くo 犯??X??ｨ璽?(耳??－1 C＼ミ 
讃 廿 凵㎞⊃∴○つ∴○○∞ 「「▼－1　　CY⊃ 碑?耳示????ﾈ,"?h－1 ヽく富 
耳一旦一曲一百・ 俾?ｩU8耳鼈耳ﾇb?ﾙ l¢ 
髄∴∴饉∴∴産 ?僵ｹ?;??躋?
抱糠「細目＋ 况ｩ???ｩ?
善∴i耳 ???鼈??
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（???????????
（?）?????????
??????????
????
（?）???」?㌢????? ?
表Ⅱ－2　乳牛個
個　　体 伜倬?分娩月日 鉄x?B? 澱? 唐? 
200 途?2．15 鉄??21 田SB?66 ?Cb??）　71 
203 澱?2．8 田s?802 都#?592 ????）134 
227 迭?．11 塔s?927 塔??36 鉄釘?12 
228 釘????66 ???i13）　62 ?? 
241 ???澱?10 ?S?（13）　57 ? 
242 釘??s2?11 ????　126 ? 
243 ??鉄??53 田#R?02 鼎cr?43 
253 ??．17 ???44 ?8???? ?塗??#??72 
258 ??．4 ??x?3??49 都S2?23 鉄#?507 
259 ?????08 ?S2?31 ?コ?i9）　52 
283 釘?．1 ?? ??i22）673 田S"?73 
291 ??鼎Sr?14 鼎Cb?79 ???｣?b? 
292 ??0．21 ?澱?16 鼎??59 ?s?（27）．219 
296 ??0．2 鼎ィ?56 鼎唐?93 ??x??sb? 
297 ???sR?42 ???85 ???ｨ?s?0 
306 ??．23 都c?887 塔#?733 鼎sr?98 
310 ??．15 ?唐?29 ?S?憾；鵠 鉄cb?25 
326 ??2．1 ??????? ?? ?? 
329 ??．6 ? ?H?3??08 鉄??10 
334 ??0．1 ? ? ? 
344 ??．4 ???｣#??29 鉄3?540 鼎c?435 
350 ??．7 ?（1㊦　313 鉄??72 鉄sb?17 
351 ??．19 ?????3?509 田3?623 鼎c?464 
352 ??．21 ?????S"?49 田#?608 鉄#?472 
353 ??．13 ? ?祷??唐?40 鉄#B?79 
356 ? ? ? ? 
359 鳴?．6 ? ? ?（1㊦　235 
369 ? ? ? ? 
372 ? ? ? ? 
374 ? ? ? ? 
378 ? ? ? ? 
月　間搾乳量 ? 度?s??0，635 ??3#c2?0，622 嶋??"?，518 
月間経産牛頭数 ? ??22 ?B?4 ?"?3 
月間搾乳牛頭数 ? ?x??19．5 ??CR?9．1 ??CB?6．1 
注：（）内数字は，その月の搾乳日数
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体別月別産乳成績
10 ??12 鉄??? ??〟@　計 儖X???ﾖﾂ?
0 ??i3〉　117 都3R?13 田??，004 ?
0 ??i15）421 塔Cb?65 都C?6，081 ?
545 鼎S?356 ??｣?"? ??，910 ?
0 ?? ?祷??#C?678 都#b?，656 ?
614 度???ZR?
1，222 度?#H?ZR?
319 ????b? ?? ?????3，809 ?
870 都Sr?22 鼎#R?04 ?Sb?，865 ?
515 鼎C"?51 ?釘?77 ????B?，637 ?
0 ?? ??i2）　78 都S2?，142 ?
716 田C?552 ???44 ?嶋???，373 ?
0 ?? ?? ??，982 ?
（2〉　　42 鉄??74 ?sr?05 ???，075 ?
㈱　555 塔#?858 都??22 田ィ?，259 ?
0 ?? ?????sb?24 田SR?，437 ?
454 ?SR?72 ?塗???? ??，171 ?
514 鼎3R?94 ??x???0 ??，152 ?
0 ??燥?@502 田ヲ?99 鉄c?2，439 ?
541 鼎c2?46 ?#r?73 ?X??cB?，937 ?
¢9　366 鼎sR?23 ?c?207 ?ヲ?，021 ?
474 鼎SR?35 ?Cb?70 ?嶋??3b?，600 ?
573 鉄C?524 ???i17）115 ??，722 ?
505 鼎s?441 ???60 ?嶋??3?4，613 ?
527 鼎唐?99 ?ヲ?18 ???，253 ?
471 鼎3?380 ???i珂　　82 ??，305 ?
¢9　460 鉄S?1，019 ?
407 鼎??93 ?ﾈ?湯? ??，437 ?
（23）451 鼎S? 
（3〉　　53 鼎32?50 涛3b?
4）　　66 ?3R?31 都3"?
（2）　73 鉄3?523 ???B?
8，394 嶋?#S?8，260 度??b?，800 嶋?#s?102，988 兌ﾘｼ???S??
24 ?B?4 ?r?8 ??292 ?H?2?
15．5 ?h?b?7．4 ?x??19．9 ??C?215．8 ??C?
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表Ⅱ　－3　　乳牛繁殖成績
個　体 伜????分娩月日 傀弌?ﾘ??演??ｸ 假8?????ｸ回数 儖X????ﾖﾂ?
138 途?| ????｢?Q　日 ???｢?| ??9ZR??瓜R???ZR?
200 澱?．3 ??60 田?1 
200 途?2．15 ?r?8 ?#?2 
203 澱?2．8 ??50 鉄?l 
208 迭?| ?ﾂ?| ?ﾂ?| 
227 迭?．11 鉄R?5 ?cr? 
228 釘?| ?ﾂ?| ?ﾂ?| 
241 ??| ?ﾂ?| ?ﾂ?| 
242 釘?| ?ﾂ?| ?ﾂ?| 度?#H?ZR?
243 ??| ?ﾂ?| ?ﾂ?| 
253 ??．17 田B?4 ??? 
258 ??．4 鼎B?41 ?s"? 
259 ??| ?ﾂ?| ?ﾂ?| 
283 釘?．1 鉄B?4 鉄B? 
291 ??| ?ﾂ?| ?ﾂ?| 
292 ??0．21 鉄B?4 鉄B? 
296 ??0．2 鉄R?5 鉄R?釘? 
297 ??| ?ﾂ?| 凵| 
306 ??．23 ?B?9 ? 
310 ??．15 塔2?3 塔2? 
326 ??2．1 ??79 ??? 
329 鳴?．6 都?79 都?1 
334 ??0．1 ?b?3 ?S?3 
344 ??．4 ?#?121 ?#?1 
350 ??．7 鼎b?6 田"? 
351 ??．19 ?B?2 ?C?3 
352 ??．21 ?#B?24 ?ッ? 
353 ??．13 ?B?2‘ 都"? 
359 ??．6 鉄2?3 鉄2? 
M±SD ???ﾓ?C? 鉄8?3?72±28 ???c2?．0±1．1 ?
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表Ⅱ－4　肉用牛繁殖成績
区　　　　分 儉?(ｹ??:ｨ????@　　　　　胎 剴早@汰 妊・不妊 兒ｩ]?ｩ??竸ｨｸﾘ??q牛生産（6ケ月） 
頭　　数 凛h????頭　　数 凛h?????
黒毛和種 経　種 鉄?39 都?3　　　7 ?b?9 都B?
末　経　種 ?2?6 都??b?7 田R?
計 塔2?5 都?10 田"?6 都?
日本短角種 経　産 鼎B?2 都2?　10 ?b?0 田2?
未　経　産 ?R? 鼎r?r? 塔b?
計 鉄?39 田b?6 ?2?6 田r?
表Ⅱ一5　肉用牛肥育出荷成績
牛　　名 儂ﾈ支ｯｨｭH??ｩ???C肥育開始 時体重 偬?x鰾?ﾈ???咜?体重 亦?ｩ'??_ｹd?i 格付 ????価　　　　額 
B271（8Fl） 店ﾙH?X?册ﾂ?g 400 ?ﾂ????0．72 ?i???並 ???3c???#sR?@　円 500，000 
313（♀Fl） 添?#???c3ォ??20 鉄S?0．60 ?i??450，000 
315（SFl） 鉄ベ??靜｣???84 田3B?．80 ?ｩ??609，336 
316（6　） 天yx騙ｸ?3???02 鉄3r?．76 ?i??518，000 
322（8　） 天yxｸｬx?3S?｢?55 鉄3?0．50 ?i??518，000 
327（6Fl） 添?ﾗY|?s?｢?78 田S"?．73 ?ｩ??485，775 
328（6m） 天xｽ鞁??Cx??77 田S?6．79 ?ｩ??ﾀ ??3SR?27，927 
333（6Fl） 添?(?)??3?｢?12 田??．93 ?ｩ??ﾀ ??#??98，635 
342（6m） 店ﾗX??C?C33?｢?54 田3"?．83 ?i??512，000 
M±SD ?3?353±34 田??C?0．74 劔513，506±42778 
－22－
牛　　　名 儂ﾈ支ｯｨｭH??ｩ????迥J始 時体重 偬?x鰾?ﾈ???咜?体重 僣IZX.?_ｲ?i付 ????価　　　　額 
Nl27（6Fl） ???｢?鰻?c(ﾇc33x??ﾗ 僮?bg ?ｩ??ﾀ 並 並 並 ??円 425 田#b?．60 剴?33???3cB??3 ??3 ?16，421
129（6Fl） ?4ﾃ???S(??47 田C?0．77 ?i??550，000 
131（6Fl） 天yxｸｬx?3???39 田SB?．70 ?ｩ??553，061 
132（♀Fl） 天x???C33?｢?34 田??．80 ?i??509，000 
134（8　） 鉄8?xｮﾓY?3Sh??74 田C2?．76 ?i??518，080 
135（♀　） 添?)~ﾈ?3ォ??48 田#?0．71 ?i??450，000 
136（6Fl） 天yxｸｬx?3???42 田c2?．72 ?ｩ??561，111 
138（6　） 添?ﾙ?X?3S(??60 鉄??．65 ?i??440，000 
140（SFl） 店ﾇhｮﾘﾇc33x??26 田SR?．68 ?ｩ??526，090 
144（♀Fl） ?俚x??ﾈ?3S?｢?14 鉄コ?．76 ?i??433，000 
M±SD ?3"?91±50 田#?ﾓ#?0．72 劔505，676±47，92） 
N634（6　） 鉄或顋?????00 田s2?．93 ?i???501，000 
635（6Fl） 添???C?C33?｢?45 田??．75 ?i??450，000 
636（♀Fl） ?俚vﾉL??CX??20 田S"?．95 ?i??494，000 
637（6　） 鉄鰻?cXﾋ?Sh??80 田3r?．72 ?i??518，080 
639（♀Fl） 鉄鰻?h鹹3s8??44 鉄ビ?．65 ?i??410，000 
640（♀Fl） ?顋?~ﾈ?3S?｢?02 鉄釘?．82 ?i??482，000 
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牛　　　名 儂ﾈ支ｯｨｭH??ｩ????迥J始 時体重 偬?x鰾?ﾈ???咜?体重 僣IZX.?鮒i ????価　　　額 
N641（6　） ?｢?ﾗ ?睦?ｹg ?ｩ??ﾀ 並 ??円 
58謹告朝7） ?C?670 ??迭?1，369 1，255 鉄S(??"?
643（6　） 鉄ベ??v?????45 田??．53 ?i??380，000 
645　CSFl） 店ﾙ?ｽ鞁????00 田cR?．90 ?i??546，000 
648（♀Fl） 鉄鰻?C?C33?｢?48 田??．75 ?i??546，000 
649（♀Fl） 鉄飲8?)?3S?｢?45 鉄sb?．65 ?i??415，000 
652（♀Fl） 添?*I~ﾈ?3ォ??48 田??．66 ?i??450，000 
654（6　） 天x?5??3?｢?35 田??．85 ?ｩ??473，642 
M±SD ?3?366±40 田#?ﾓ3B?．78 劔478，301±55，蝕 
H363（6F2） 店ﾙ??vﾃ#???05 田C"?．81 ?i???470，000 
364（♀F2） ?俚x?ﾉ~ﾈ?3S?｢?46 田??．72 ?i??420，000 
M±SD ?#R?76±42 田#H?#b?．77 劔445，000±35，355 
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表Ⅱ　－6　家畜飼糧
区　　　　　分 ?ｸ????????ｸﾒ??x????????ｸﾒ?成　　　畜 ?x???'ｲ?ｬ　　　畜 x ??'ｲ?
数　　　量 ?H???|｢?煤@　　量 ?H???|｢?
乳　牛　用　15　号 ??##?2，029 鉄s?27，615 
乳牛用バラ フレッシュマッシュ 大麦圧ペン カーフA 幼牛用 子牛育成用 子牛ベビーS ベビーミルク モーレット特A ヘイキューブ ?h?csr???r?，251 42 621 157 404 151 31 2，970 10，350 300 鼎?33#??3#Sb?60 200 33，072 122，470 12，904 
へ　　イ　　レ　　ー　　ジ 涛s?鼎#8???
サイレージ グレンサイレージ ホールクロップサイレージ ?#X???3??(?S#?#??
牧　　　乾　　　草 鉄H??2??Cc?2，558 都??#?14，057 
野　　　　乾　　　　草 ?30 ?，520 
稲　　　　　ワ　　　　　ラ ?，294 ?0，332 
カブ 大麦 玄米 玉突 大豆稗 小豆群 大麦稗 玉梓 鉱塩 都x???Cc?(?S??sr?40 63 鉄S??2?，300 238 
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給餌量等調　年間計
単位：向
肥　育　牛 偃ﾘ?u??ﾒ?ﾉ　　　　　　　　羊 剞煤@　量　　計 
成　　　畜 ?ﾈ???'ｲ?ｬ　　　畜 ?x???ｸﾒ?
数　　　量 ?H???|｢?煤@　　量 ?H???|｢?
1，200 78，531 20，668 13．191 13，300 40，978 2，231 862 320 滴??B??s3b?????3???3c??c"???r?，355 39，885 1，490 30，365 15，193 110 950 4，210 213 塔??????3#sB??S???44，912 79，817 78，531 20，668 42 621 157 604 151 31 54151 424128 323，365 1．490 28，004 104，740 10，350 71．554 99，313 2，231 862 110 950 4，210 460 2，500 1．402 
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表Ⅱ－7－a　　放牧
放牧圃場 放牧月別 ?H??14　－2 ???)???
4月 ?x??????轣@　　　成 ?x??????
月　　　　　　日 悼?ｨ?????｢?日　　　　3日 
頭　　　　頭 ?C?ｨ???3?｢?1頭　　15頭 
5 塗??????b?2　　　　12 ???????"?
117　　　　　6 ????????8　　　　　　4 
6 澱? ???????2?
125 ?c 62　　　　　　6 
7 ??4 ??60 ?モ?2 
8 ??????2?1　　　　11 ???????2?
50　　　　　6 ???????#?59　　　　　　6 
9 ???????"?　　　　　　8 ???????
40　　　　　4 ?Sx??????9　　　　　　2 
10 嶋??????12　　　　12 ???????
160　　　　18 ?CH?????#?21　　　　　2 
11 12 塗??b?#h??S?3　　3 69　　33 
計 ?H?????#R?6　　　　　54 ?H??????
678　　　　　84 ??SC(????r?72　　　　　35 
Cow　Day 塔S?1，858 ?#?
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実績（耕作地区放牧地）
（ホルスタイン種）
20－1・2 ??ﾃ"?5（カブ畑） 俘x????ﾇb?
育　　　　成 ?x??????轣@　　　成 ?CI:｢?ッ?
日　　　　　　日 ?ｨ???????｢?冝@　　　　　日 
頭　頭 8　8 155　8 ?ｨ?:｢??2?x??頭頭 1717 425102 
8 163 迭???c#b?
9 197 釘?"?cC?
1111 218　　22 ???2?????cS?
16　16 288　　32 ???2?h??b?c#?
6　　6 120　13 滴??B?H???s??
4　　4 84　12 塗??b?#h??C"?SC"?#r?
62　　　　45 ???????17　　　　17 店?#Cb?
1，225　　　　87 鉄sH?????sR?25　　　　102 
1，455 都??06 店??2?
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表Ⅱ－7－b　放牧実績
離 別 放牧月 ?x??????ﾋB?大尺（第二研） 劔?愷????｢?尚　　武　　沢 劔??ｧ???ｾb?
B 披? ?? 狽? 披? ?? 狽? 披? 
5月 ?｢??24 ?｢??13 ?｢???｢?B??24 ?｢??3 ?｢???｢???6 ?｢??頭 ?｢???ｪ ?｢?C2?ｪ ?｢ ｪ 288 ｢?cB?ｪ ｢?r?ｪ ｢?ｪ 504 ｢?? ｪ 54 
6 ?0 390 ?0 330 剴3?3c?30 330 ?0 510 剴r?3R? 284 途?2?
7 ?1 403 ?1 341 剴3???1 124 ?1 ■527 劍???3??8 592 唐?"?
8 ?1 403 ?1 341 剴3???1 124 ?1 527 剴b?3"? 450 澱??
9 ?0 390 ?0 330 剴3???0 120 ?0 510 剴??#S?10 720 ????
10 11 ?1 403 11 143 ?0 220 剴#?c?20 60 ?1 527 14 238 剴b?S?B?モ? 432 4 232 澱??B??
計 ?188 2，444 ?155 1，705 ? ?cb?ィ?66 1，022 ?170 2，896 ? 鼎r???r?7 3，028 鼎r?3r?
成牛 育成牛 子牛 ?2，444 ?1，705 ? 涛ィ?，022 ?2，896 ? ????CcB??CS2?B04 25 968 ???#r?
Cow由y ?1，749 ?919 ? 鉄#?620 ?1，274 ? ???2?239 鼎#2?
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（北山地区放牧地）
六　角　2　区 劔??ｧ???ｾb?六　角　4　区 劍ﾆｨ???????合　　　計 
B 披? ?? 狽? 披? ?? 狽?
日 ?｢???｢???｢???｢???｢???｢?，568頭 
6 澱? 澱? 澱? 澱? 
頭 ?｢?ｪ ?｢?ｪ ?｢?ｪ ?｢?ｪ ?｢?ｪ ?｢??
504 ???4 鉄??18 鉄B?04 ???4 
7 途? 唐? 唐? 唐? ?B?4 ?，860 
535 ?ィ?3 田??25 都"?11 ?#R?2 ??3c?r?92 7 
8 唐? 唐? 唐? 途? 劔8，139 
1，048 鉄??2 ????592 都"?34 鉄??3 
6 澱? 澱? 澱? 澱? 劔7，905 
732 鼎S?60 都3"?50 田?732 鼎S?60 塔SB??25 9 都??
7 途? 途? 途? 澱? 劔7，650 
875 鉄??0 塔sR?04 都?750 鼎3"?0 
6 澱? 澱? 澱? 釘? 劔7，687 
750 鼎3"?0 都S?432 田?500 ?モ?0 ???R?48 涛?
4 釘? ?? ?? ?? ?? ??，436 
288 ?3"?8 ?CB?16 ?B?44 ???4 ???74 ??
44 鼎B?4 鼎2?3 鼎2?9 ??39 鼎2?3 ??46，245 
4，732 ???"?07 滴?ccB?，737 鼎??，175 ??CCr?63 ??Sc2?，139 ???
2，965 ??cSB?95 ???B?，649 ???，647 ??Cコ?72 ?#??，261 涛"?2，687 
422 ?3"?12 ???16 ???38 ?ッ?91 ?c?152 塔?12，908 
1，345 塔澱??333?872 ?，190 都sb??3?b?26 ?0，650 
2，080 ???"?95 ??イ?2，014 ?プ??c???3??352 ??3S2?，569 ?sR?9，527 
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表Ⅱ－8，a　　畜産
月 ? 途? 湯?
4 作業分類 店??*ﾒ? 
搾　乳・清　掃　1（7号） ?滴??sb?02 （4） ??????b?i13） 185 （3） ?嶋??s?3?
搾乳牛餌　付　　　82 ??
哺乳・育成牛 ????
分娩牛　飼　付　　　53 鼎"?8 ?4 
種　　雄　　　牛 ????i4） ?R?度??i8） ????
家　育成牛飼付　　41 ?B?2 ?2 （4） ?"????
肉牛会館　付　　　63 ?B? （5） 
肉　牛　含 蓄　分娩牛餌付　66 ??
肥育牛飼付　（講） ??8??46 鉄???61 87 都R?R?2 106 
飼　肉牛・育成牛飼付　（緯） ?嶋??B?
緬　羊　飼　付　　　41 湯?養j搾乳牛放牧12 北山牧場牛放牧 管緬羊放牧 韓 ?????
（11） ?都?｢?9） ?鉄(??i28） 
34 ?3?160 ???03 
（2） 11 （8） 8 （2） ?綿??2?綿??4 （14） ?????綿??i6） 9 （1） 
12 ??30 澱?8 
（3） ?度??i28） ??h??i32） 
17 唐?8 鉄 96 
（10） 28 ??(??B?i5） 9 唐?i12） 16 
（67） ?????i126） ?????i91） 
582 都??31 田??32 
注：（）内数字は非常勤職員
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稼　動　状　況
10 ??12 ?? 佗b?3 　　時　間 剞l　　数 
（4） ???｢?i2） ?滴??69 ???ｨ????????????｢?
175 47 ?S"?89 ?????2，139 ?cx??
32 ????18 ???i28） ???｢?i3．5） 100 剴?b f　　　564 都?CR?
（2） ????i4） 鉄?42 ??x??i2．0） 
33 鉄B?1 剴Ss 72．0 
29 60 （2） 108 ????i2） ?滴??1 ?R?i21）‘ ???X??30 ?R 2 剴3C?43．0 
33 涛"?2 （16） 田?????i2） 62 ??????i0．5） 51．5 
18 鳴? ????#2?i0） 15．0 
（2） ??X?? ?涛h??i11．5） 
53 鉄b?4 鉄b?5 田sr?4．5 
（50） ?都x??@9） ??H??0 ?????i38．5） 
14 ? 4 都" # 7．0
5 ?塗??i3） 鼎B?? ?祷??A（1．0） 25 （：l） ???H SH?? ???#??#x??
（9） 58 劔 ??H????i1．5） 86．0 
（32） ?嶋???（271） ??8?X??
69 （2） ??劔630 都?CR?
（2） 劔??8??i1．5） 
6 32 （4） 劔　62 （8） 　8 （l） 　2 （6）（40） ?．5 （1．0） 1．0 （0．5） 0．5 （5．0） 
4 ?1 ????258 ?(??
（10） 凵i5） ?嶋??1 （27） ?滴??i132） ??h?X??
29 ?9 ????(????36 鉄H?R?
69） ? 剴B?i82） ???C?｢?
91 ?劔258 (??
（89） ?涛?｢?i112） 劍?c?｢?i1，133） ??C?CX??
612 鉄??15 田??55 田c?7，625 涛S8??
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表Ⅱ　一8，b　　畜産
月 作業分類 釘? 澱? 唐?
払牛手入輸送 飼料・粗飼料・藁運搬 ???｢?i2） ????i4） 4 （10） 80 ?綿??"?滴??
46 （32） ??9 ?4 
乾　草・埋　草　運　搬 凵i8） 54 ??H????2?
圃場柵・牧場柵作　り 凵i72） ??h???） 澱?96 ???03 ?
畜　舎　整　備・修　理 ?滴??i8） ???｢?i2） ??X??2 ?R?B?R?5 都? ?4 
堆　　肥　　搬　　出 ?度??????(??B?
糞　　尿　　処　　理 塔r???#H???B???
ト　ラ　ッ　ク　整　備 劔（4） 4 ??
機　械　整　備　修　理 劔5 ??(???
野帳整理 学生実習 農産協力 研究室協力 業務協力 ミルクプラント その他 田B??????r?7 4 ?????4 28 16 ?度??????｢?B?滴??b?滴??????
計 ?田h??i90） ?塔x??i63） ?田x??338 鼎??70 ???70 
（189） 
1，113 
合　　計 倬???B?i164） ??Sx??i192） 
1，020 涛ビ?，082 
人　　数 ???CX??i19．5） ??H??｢?
127．5 ?#8?R?35．0 
注：（）内数字は非常勤職員
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稼働　状況
i 10 ??12 ??　■ ??v 
時　　間 ?ﾈ????
（2） ?滴???） ??(?? 都r????x??i－11） ???X??
10 B? 3 祷
（7） ????（9） 凵i117） ??H?X??
29 （9） 34 （20） 42 鉄?2?9 （5） ?"????4 、2 10 84 54 ?78 （55） 337 ¢04） 579 鼎x???h?X??(???#X??｢?(??
（12） ??H??凵i105） ??8??｢?
68 2 6 ?b????｢? （5） 迭???474 （′9） 35 （44） 鉄?C???C?｢???X?X??
114 （2） 剴?B?34 涛?CR?
2 5 ? 63 30 ?滴??b??(??i0．5） 2．0 （2．5） 
58 釘??ィ?3，0 
（2） ????i4） 都r????3 10 凵i17） ????｢?
63 2 （19） 都B?????2 （10） 劔845 （18） 94 （4） 18 （0） 16 （25） ???R????｢??CR???X??????｢????8??｢?
101 （4） ?r?塗???66 （0） 73 （48） ?????????h??｢?
32 田?85 ???36 鉄H?R?
（75） ?鉄?｢?i52） ?h??i9） ?度??i683） ?塔X?X??
389 鼎#B?41 ???82 鼎??，458 鉄Sx??
（164） ??Sx??i164） ??c?｢?i36） ?都h??i1，816） ?
1，001 涛3?956 塔#?937 ???b?2，083 
（20．5） ???CX??i20．5） ???C?｢?i4．5） ?祷?X????#x??｢?
125．0 ???R?19．5 ???R?17．0 ?3H?R??3S??R?
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表Ⅱ－9　畜産物生産費
牛乳生産賞 （100的当り） 儂ﾈ支ｸﾙ?蝎N??:ｩ9h.?ｦ?倡?ﾙ?蝎N?
黒毛和種 ?ｩgｹ%ｨｧ?ﾒ?i1頭当り） 
飼　　　料　　　費 店?#?冷?89，567円 ?sh?s?冷?1，874円 
自　給 ????28，105 ?x?鼎?55，133 
購　入 ??#??61，462 1，828 247，756 12，852 ?S?3イ2??ss?#S(??R?8?3cb?6，741 
教　　　科　　　費 鼎b?1，165 
自給 　購入 種付料 鼎b???，165 8，239 
光熱・水・動力費 ?3??，159 
医薬品質 乳牛償却費 累年賢 母牛償却費 建物賛 塔????06 25，000 30，409 
農　　　具　　　　賞 ????6，057 塗??r?3，682 
労働費 放牧賀 機械償却費 ????c3?20，766 51，561 ??33#?S?3Sc?16，015 21，763 
費　　用　　合　　計 ??3S3b?30，387 鉄#?3?r?92，812 
副産物（子牛・厩HD 増殖評価 生産賞 塔???鉄?x?ss?7，767 522，620 度?scr?????2，671 1；90，141 
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Ⅲ　　　演　習　林　関　係
1，施業面積および蓄積
演習林の林班別の面積および針葉樹・広葉樹別の蓄積は，表Ⅲ－1のとおりである。
演習林の主たる年度事業は，（1）素材生産，（2〉植林，（3）きのこ生産であり，57年度に行なわれ
た実績は下記のとおりである。
2．素材生産
伐採量は，素材材積で針葉樹が337．8諦（小数第1位以下四捨五入以下同じ），広葉樹が
1，368．97か　供用椅木材45．0訪，計1，751．7諒で，素材生産による収入額は1，512．1万円と
なった。伐採量は昨年度とほぼ同等，収入額では，71．8万円の増である。
針葉樹の伐採量は指定計画の300諒を上回り，昨年度より148．9壷の増となったが，これは
17林班，農耕地周辺に成林したスギの間伐によるところが大きい。素材生産賞は表Ⅲ－4の
とおりである。
3．植　　林
新楢は20．6厄，桶梅は19．4向で，親権については計画量を達成，下Xijなどの保育面積は
151．5細であり計画量を達成した。
苗畑における自家生産は，スギおよびアカマツで，本年度は山田苗を67，325本を生産した。
苗木の生産賞は表Ⅲ－5に示したとおりで，1本当り価格31円であり，これを宮城県森林組
単価と比較すると本当り24円の安値となる。
4．きのこ生産
きのこの生産量および収入額は，表Ⅲ－2に示されている。そのうちシイタケは，生もので
229．5的，干物で512．9的，合計収入は285．5万円であった。また，なめこは628．6向で
31．4万円で昨年度並，ひらたけは568．8細で45．6万円と昨年度よりやや上回りとなった。さ
らにマイタケは363．2向で90，3万円になり漸増した。きのこ関係の収入額合計は452．8万円
である。
きのこ生産の生産費は表Ⅲ－6，7，8，9に示されている。
5，きのこ類の人工栽培について
55年度にきのこ類の人工栽培について記述したとおり，生産費の面で約42％のコスト高と
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なった。マイタケ生産が56，57年度には自己開発による菌種の利用および機械の設置等で栽
培管理面での労力の省力化が出来たことにより，当初の目的である昭和40年以降に新植され
た造林地の除伐，つる切り等の保育作業が本格的に実行可能になった。
さらに，57年度においては，ブナハリタケ，ムキタケの栽培を試みて当年度に発生を見る
ことができた。
今後は，演習林内のアカマツ天然性林および人工林を利用してのマツタケ胞子播種による集
根栽培法および原菌を育成し感染菌を作り胞子播種，2次感染によるマツタケ栽培法を試みた
い0
6．演習林職員および非常勤職員の稼動
月別，作業種別の職員，非常勤職員の稼動状況は表Ⅲ－11のとおりである。
（西口　親雄・高橋　大司）
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表Ⅲ－1　林班別面積及び蓄積
（単位　訪）
林　　　班 冤ｨ????~　　　　　　　　　積 劔OX????ﾖﾂ?
針葉樹 儘ﾉwH??v 
1 都h????K ?(?C土V?12，497の3 ?S?CH??ｸﾝﾒ?
2 ???c?251 ??3田?12，212 ?
3 都?CS? ??3?"?0，182 ?
4 ?C?C#2???3?"?9，032 ?
5 塔X?c2?77 ?x?#s2?7，450 ?
6 ?#x?????3C3?20，430 ?
7 涛H?S? ?h?CC?16，440 ?
8 鉄(?c? ?(??2?2，923 ?
9 都H???度?CC?7，448 ?
10 都?C#r?祷?csB?，674 ?
11 ?#?C#r?85 ?X?#??5，577 ?
12 鉄X?SR???s??，708 ?
13 ?S?CC?118 店???5，297 ?
14 田(???，053 ??S??，644 ?
15 塔?CSB?，229 ??3SC?14，778 ?
16 田x?C?721 塗??2?，874 ?
17 ?SX?Cb?，062 ??cc2?，725 ?
18 田?Cィ?81 店??"?，673 ?
19 ???c"?7 ?8?SsR?3，612 ?
20 都H?s"?6 ?8?鼎"?3，968 ?
21 ?C?C??9 滴???4，157 ?
22 都?CCR?41 ??s3"?，273 ?
23 ?#8?sr?12 ?(?3??2，431 白?
2，215．85 ?H?#??35，713 ?S?3?R?
表Ⅲ－2　林産物生産量及び才人額
項　　　　　　目 ?H?????|｢?焉@　　　額 儖X??????ﾖﾂ?
針　葉　樹　素　　材 ?3x?sCx?dｲ?，180，000　円 ?
広葉樹素材（チップ材） ??3c?Cツ?8，941，281 ?
”　　（朽木材） 鼎X??? 仍???
生　　　　椎　　　　茸 ?#????83，600 ?
干　　　　椎　　　　茸 鉄??ゴ?2，671，400 ?
な　　　　　め　　　　　こ 田#?Cc??14，300 ?
ひ　　ら　　た　　　け 鉄c?C??455，840 ?
舞　　　　　　　　　　茸 ?c8???903，270 ?
ス　　ギ　　苗　　　木 田x?3#R?仍??2?
計 ?19，649，691 ?
表Ⅲ－3　新構，補楢，保育実績
林　班 ?h????竅@　植 兢ｸ?????屍?備　　　　　考 
槙栽年度 ?ｨｪ???除　　伐 
2 ??##v??a 鉄r?．227ha 昧? 
6 ? 鼎"????? 
9 ? 鉄B?．210 ? 
10 ???B?鉄H?Sb?3．957 ? 
11 ???B?鉄r?．194 ? 
12 ? 鉄2?．640 ? 
13 ?H?C澱?3．863 滴??ﾈ?Sr?3．336 ?X?S??
15 ? ? 店?#??
17 ??3??．300 鼎8?Sr?．924 滴??? 
18 店?##2?．223 鉄8?Sr?．973 ? 
21 ? 鉄8?Sr?2．551 ? 
計 ??CSィ?9．386 ?114．012 ?x?S??
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表Ⅲ　－4　　素材生産費
費　　　　目 仞?????｢??@　　　　　　　考 
機械修理，部品費 鉄c?3#cH冷?
燃　　料　　費 都?3C??
機　　　械　　貿 ?cH??2?蛹^機械償却，燃料人件費 
人　　　件　　費 ??#ド??? 
費　　用，；計 　　i ???(?Ssr?
生　　　産　　量 ?3x?sCy<r?，649，095円　99．000読チップ材含む 
1訪当り生産費 祷??r?ﾌ売価格　針④17，765　広④6，557円／訪 
表Ⅲ　－5　　苗木生産費
費　　　　目 仞?????｢??@　　　　　　　　　　考 
幼　苗　購　入　費 都sX???? 
肥　　料　　費 ?(?c#? 
薬品，雑品賀 鼎H?3??
機　　　械　　賞 ?Sx??? 
人　　件　　費 ????3?? 
費　　　用　　計 ????3?? 
生　　　産　　　量 田x?3#Ygｲ?ｶ産供用 
1本当り生産費 ??Csb?ﾌ売価格　55円／本　宮城県森林組合単価 
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表Ⅲ　－　6　　椎茸生産費
費　　　　　目 仞?????｢??@　　　　　　　　　　　　考 
原木調整　費 鼎SX?s?冷?
種　　菌　　賀 ?3X?Cc?種菌培養質材 
燃　　料　　費 ???sィ?
機　　械　　賞 ?Ch?SC"?
人　　件　　費 ??S??#??A菌，栽培管理等 
雑　　　　　費 鉄H??? 
費　　用　　計 ??S#h?cッ?ｶ産費＝原木調整，種菌差引額1，935，526円 
生　　産　　費 滴?c??i+睦?，855，000円 
1向当り生産賞 鼎??c"?ﾌ売価格生椎茸換算618．96円／向 
表Ⅲ　－　7　　なめこ生産費
費　　　　　目 仞??????｢??@　　　　　　　　　　　　考 
種　　菌　　費 鉄?3#sh?冷?寀ﾛ培養資材 
培地調整資材費 ?CSx???PPフィムル等 
燃　　料　　費 鉄?3?? 
機　　械　　費 都8?3#R?
人　　件　　費 ?S(???培地調整，栽培管理等 
費　　用　　計 鉄ス?3??
生　　産　　量 田#?Ch??+睦?14，300円 
lbg当り生産費 涛3?C??ﾌ売価格　500円／細 
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表皿－8　ひらたけ生産費
費　　　　目 仞?????｢??@　　　　　　　　　　　考 
種　　菌　　費 鉄(?C#X?冷?寀ﾛ培養資材 
培地調整資材費 鼎?3ピ?PPフィルム等 
燃　　料　　費 ?h?C??
機　　械　　賛 ?(?csB?
人　　件　　費 ?3H???培地調整，栽培管理等 
費　　用　　計 ?ス?3c? 
生　　産　　量 鉄c?C???売払金額455，840円 
1kg当り生産賞 田sh?3"?ﾌ売価格800円／細 
表Ⅲ－9　舞茸生産費
賀　　　　　目 仞?????｢??@　　　　　　　　　　　考 
種　　菌　　費 鉄H??H?冷?ﾛ培養資材 
培地調整資材費 ?C?3?? 
燃　　料　　費 涛?3S????
機　　械　　賀 鼎8?3#B?
人　　件　　費 鉄c(??? 
費　　用　　計 涛??c??
生　　産　　量 ?c8????ﾂ?03，270円 
1向当り生産費 ??Cs?Cs2?ﾌ売価格2，487円／向 
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表Ⅲ－10　　椎茸相木減価償却費（1本当り）
投　　　　　　　　資　　　　　　　　額 
費目 原木調整費 ?h?3?gｲ?8，600本 ?????S?gｳ????ｲ?ﾇb??備　　　考 
54年 鉄YD?56年　　　　57年 劍ｦ??Cch?C?gｲ?Xﾅ雍?(戊ﾝ?2?餃??G陂?8ﾜﾙGﾈｬyyﾒ?
円 ??円 ?ﾘ????冷?
626，780 田ch???436，000 鼎SX?s??，184，480 
種　菌　費 田?(?s#?622，720 ?度??"?35，460 ??ss?3?"?
機　械　費 ???#??44，624 ???C??46，542 塔??s??
燃　料　費 ??3S??09，865 ???3??18，784 ?s?3CC?
人　件　費 ??3s(?s??，614，000 ??涛8?c#R?，516，200 塗?C塗?S#R?
雑　　　費 嶋?3??8，300 ??3C??4，000 ?#(???
費　用　計 ??ss?3#??，185，509 ??3S(?ゴ?2，526，686 ??3?h?#Cr?ﾏ用年数4年 
減価償却費＝嵩籍＝言霊り葦資憲二44・56円 
減価償却費　44．56円 
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Ⅳ　　機械作業　関係
1圃場条件
例年は春季の天候不順による圃場の排水不良によって，耕うん整地等の播種床造成作業や，
施肥播種作業の遅れを生ずることが多いが，本年は春季に比較的晴天が多く，順調に春作業を
進めることができた。
梅雨季に入り，一部の圃場で排水不良による作業阻害が認められたので，特に問題となった
5号及び9号圃場（牧草）に対し，中央の凹部を中心に延べ287mの暗渠（直径250棚の有孔
ヒューム管）を埋設し，排水を図った結果，施工部分の排水状況は著しく改善された。
圃場の右横対策としては，ストーンピッカによる除石作業を昨年と同様の作業方法で，11号
12号の1及び13号の3圃場，約5haに実施した。また，利用中の採草地における石礫対策とし
て，春季に鎮圧ローラを引いて石礫を地下へ庄入，埋没させることを試みた。しかし，破砕す
る石礫が多く，所期の効果は得られなかった。
圃場基盤の整備，特に排水対策は，当場において作業改善を図る上での要点の一つであり，
早急に総合的な対策が必要と考えられる。
2　播種作業
計画栽植密度の確保と間引き労力の軽減を図るため，今年度は畑作物，飼料作物及び野菜の
播種作業に吸引式播種機の利用による定間隔播種を目標として作業を実施した。その結果，ト
ウモロコシ，ソルガム，ダイズ，アズキ等の大粒種子の播種状態は良好であった。しかし飼料
用カブ，ニンジン，ゴボウ等の小粒種子の播種状態は不良であった。この原因は，播種機の構
造上の問題点としては開溝，覆土装置の性能不良にあると考えられる。吸引式播種機の利用に
よって，種子の繰り出しミスの解消と定間隔排出は比較的良好であったと認められたが，開港，
覆土装置の性能がわるいため播種深さの調節が困難で，その変動が極めて大きかった。したが
って，播種深さの影響が大きい小粒種子においては，吸引式播種機の特長が発揮されなかった
ものと思われる。また，利用上の問題点としては，適正な播種板の製作，種子の選別，播種床
造成方法の検討等があげられる。
3　管理作業
本年は除草剤の播種後あるいは萌芽前土壌処理の効果が顕著であった。特に，トウモロコシ
及びソルガムにおいては生育全期間を通して，また，豆類においては生育中期にいたるまで雑
草の発生が極めて少なく，機械除草や手除草を要しない状態に保つことができた。これは除草
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剤散布時及びその後の天候が例年に比べて良好であったこと，除草剤散布前に平滑ローラによ
る強度の土壌鎮圧を行ったこと等によって除草剤の効果が向上したものと思われる。
牧草地に発生するエゾノギシギシに対しては，昨秋，アシュラム剤及びMHコリン剤の全面
散布を行った結果，顕著な除草効果が認められたが，一部の圃場においては牧草に対する薬害
も発生した。そこで，本年度はスプレーヤブームをスポット散布可能な形に改造し，これを用
いて，10月下旬から11月上旬の期間に，MHコリン剤のスポット散布を行った。その結果，作
業能率は高く，エゾノキンギシに対する顕著な除草効果が認められた。牧草への薬害は認めら
れなかった。
当地の牧草地の一部においては，イネ科牧草が裏返し，ラティノクローバが優占して，収量
が低下して行く現象がしばしば見られる。任意の車種構成を保ちながら高水準の収量を維持す
るために施肥法，収穫時期，収穫作業法等の面からの再検討を要すると思われるが，本年は対
症的な改良法の可能性を明らかにするため，ラティノクローバの優占とオーチャードグラスの
衰退が著しい7号及び18号圃場において，9月中旬に簡易更新機（農業機械化研究所試作機）
によるオーチャードグラスの追播を試みた。その結果を来年度以降に判定したい。
4　収穫作業
青刈りトウモロコシ及びソルガムは，8月の強風による倒伏が著しく，コーンハーべスタの
利用が困難となったため，フレール型フォレージハーぺスタによる収穫が実施された。倒伏に
よる早刈り，土砂混入等によって，サイレージ材料としての品質は必ずしも良好ではなかった。
また，収穫掴尖も多かった。
牧草の収穫期は比較的好天に恵まれ，乾草及びグラスサイレージの収穫開塾作業は順調であ
った。低水分サイレージについては，サイロへの詰め込み作業の省力化と安全性の向上を図る
ためカッタブローワの大型化とダンプボックスの導入利用を行った。カッタブローワの大型化
によって，従来しばしば作業を中断する原因であった吹き上げパイプへの材料づまりが極めて
少なくなった。ダンプボックスにおいては，上下両ビ一夕へ牧草が巻き付き，材料の排出状態
がわるくなり，やがてはピータ軸受の焼け付きを発生した。現在製造されているダンプボック
スの多くは，主として細切断牧草用として開発されたもので，長切り・予乾状態でダンプボッ
クスへ供給される当場の作業方法に適切な機種はほとんどないものと思われる。今年度はピー
タへの牧草巻き付きを防止するため，ピータの構造，爪の形状及びピータ軸受のシールを改造
した。
昨年度まで問題となっていた根菜類の収穫作業については，飼料用カブ及びゴボウの収穫作
業改善を試みた。
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飼料用カブについては，立毛中のカブの圃場に牧柵を張り，採食させて良好な結果を得た。
ゴボウの収穫作業は，ゴボウの畦の近傍をチゼル状の掘り上げ刃により膨土させ，人手によ
る引き抜き作業を容易にする形式の収穫法を試験的に実施した。この方法は，従来，当場にお
いて実施してきたバックホーによる収穫法に比較して極めて能率的であり，圃場表層への下層
土混入の危険性はないことが認められた。
5　家畜ふん尿処理
昨年度は主として肉牛舎の露天運動場から排出される雨水混入の家畜ふん尿の溢出を防止す
るため，4箇所にラグーンを達成するとともに，これらと圃場とを結ぶ地下パイプラインの整
備を行った。これによって本年度は，家畜ふん尿処理の作業条件が大幅に改善された。しかし，
春季の集中豪雨の際には造成後間もなかった2号ラグーンの土堰堤が崩壊の危険を呈したとい
う状況も生じた。このためラグーンが空になった夏期間に2号ラグーンの補強，改良を行うと
ともに，パイプラインの補修，改良も実施した。ラグーンの造成によってふん尿貯留能力は増
大したため，ふん尿溢出の危険性は少なくなった。しかし，これらは，単に益田を防止するた
めの緊急対策に過ぎないし，また，ラグーンの造成に伴って新たな作業上の問題点を生ずる恐
れもあるので，今後は畜舎構造，機能の改善からふん尿の土地遼元利用に至る一貫した恒久シ
ステムを早急に確立する必要がある。
6　そ　の　他
待望の農業機械整備・実習施設が着工された。この施設の完成によって農業機械の保守管理，
試作改造，学生実習等の環境は大幅に改善され，これによって現有機械類の経年的な機能低下
は従来に比べて減少するものと考えられる。しかし，当場の現有機械は，導入年次の古いもの
が大半を占めており，しかも年間利用時間の多い機械が多数あるため，すでに著しい機能低下
を示している機械が少なくない現状である。今後は機械の計画的な更新を図るとともに，高精
能機械の導入を進める必要がある。
中鉢　勲・中鉢　司・菅野順一・内藤誠也
藤島武一・五十嵐昇・渋谷暁一
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表　Ⅳ　－1　　購入機械
機種分類 儼?????ﾂ?^　　　式 冽?????"?w入年月 俎y?ﾈ廁ｦ?
農業用作業機 ??88ﾘ?6h4(984?ｸ6(4??UBT5420 ?H488ﾘ-h,ﾈﾝ驅??ｲ?7．　7 ??#????
′′ ?h?4(?5???(???4??ｲ?MD　　44 冏??????b?7．10 都????
〃 ??H5ｨ6(6x5?ｨ6(4?h8?R?X　　ガ　ノ 俟ｸｴ霍俑ｨﾝ曳稲b?7．10 鼎s?3??
〃 ?ﾘ?8??ｸ?t(8ﾈ?4ﾂ? 冏????x???8．　3 田????
〃 俘(???Eﾈ?f??ﾈ?ｴ?ハ　　ッ　　タ 冩(?ﾝﾈ?藕?W｢?8．　3 ???(???
〃 ?h?8x?7??ｸ?8ﾘ???5?TCM　808 佶ｩ?ﾞﾈｼhｷ???[9D?謁ﾒ?8．　3 ??C????
農業用車輌 ?x??8??????????ｲ?CセキT7000 僞?ﾈｼi?Lｩ??8．　3 ??C????
合　　　計 ? ? ??3?X???
表Ⅳ－2　外注修理（車検を含む）
機　種　分　類 做8??yﾘ???>????R?焉@　　　　額 
トラクターMF　　135 倆H?ﾉ????R?68，696 
〃　　　”　　165（D ???????ｸ?4?ｸ6?ｨ8ｲ?53，320 
〃　　　”　　165（り ???ｸ5?X4?ｨ984??ｸ7?ｨ8ｲ?53，010 
”　　　”　　194－4 倆H?ﾉ????R?34，040 
〃　　　”小松　676 ?b?70，640 
ブルドーザD　4　D（D ??一偃Xﾉ???H8ﾈ?8??ｸ6?ｨ8ｲ?74，319 
”　　　　”　（D ?h??????????????????????????30，988 
トラクターショベル　931 ?b?8，427 
日　野　ト　　ラ　ッ　　ク 佩9YH4??ｨ?yﾒ?13，000 
日　野　ダ　　ン　　　プ 倆Hﾉ?餔X4??ｨ?yﾒ?00，730 
三　菱　ダ　　ン　　　プ ?b?67，760 
〃　　　ジ　　　ー　　　プ ?b?01，060 
ト　ヨタ　フ　ォ　ーク，リ　フト ??一偃Xﾉ??88，250 
小松タ　イ　ヤ　シ　ョ　ベ　ル ?X8ﾈ?4ﾈ4?ｸ7?ｨ8ｲ?32，220 
合　　　　　　　　計 ?3，454，760 
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表Ⅳ－3　購入したる主たる部品と雑品
分　　　類 偃X?+ﾘ?.??H?V??仄H?w???金　　　額 
トラクター用 ??88H?6?X?7X?6?h98?4?ｸ6x7?(6?9g?9oｸ?7ｨ?5?730，790 
建設用重機用 ??(6X8ｨ?4x8ﾈ8?86x?4ﾈ886ﾘ7(6x6(7h?5H8H7H4?ｸ4?306，920 
自　動　車　用 ?H486???87?(4???88?87b?，900 
作業　機　用 ?ｨ6(6X984??87H?5x8x48986x?7h8ﾘ4??87H??，286，699 タイヤ，スタンドロータリ爪 
整　備　　用 ?ﾈ5?(6x8ﾈ986?88?(4ｨ5h986?96閲?84??8985?ｲ?70，665 
そ　の　　他 ??ｸ7?X8ｨ6(6?xﾄ8?8ﾘ?8冽???1，227，197 
合　　　　計 ?5，231，171 
油　　　　　脂
軽　　　　油 ?H????，288，720 
ガ　ソ　リ　ン 鼎??B?9，250 
オ　　イ　　　ル ???174，630 
グリ　ー　ス ?ｨ?6x8ｨ6(6??????????ｲ?0，000 
ク　ウ　ラ　ント ???Fﾂ?00，000 
灯　　　　油 田?ﾂ?19，200 
合　　　　計 ?1，871，800 
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表Ⅳ－4　整備投下時間
機種　　　月 釘? 澱? 唐? ??11 ?"? ?? 俘xﾇb?
トラクターMF135 ?2 ?8 ? ? 澱?? ?b?
”　　165（D ?2 ?8 ? ?6 ?8 ?24 鼎?
〝　　165② ? ?6 ? ?6 ? ? ?"?
”　　165（D 釘? ?6 ? ?6 ?9 ?26 鉄2?
〟　　194－4 ? ?8 ? ?6 ? ? ?B?
”　　　290 ? ?8 ? ?4 ?8 ?4 ?B?
”　小松676 ? ?6 ? ?6 ? ? ?"?
ブルドーザ　D4D（D 澱?迭? ? ?6 途? ?8 鼎B?
〃　　　D4D（D 澱? ?4 ? ?6 ???15 ?2?
トラクターショベンレ931 唐? ?20 ???6 ?R?l ? 田2?
自動車日野ダンプ ?l ? 唐??14 ? ?10 ?2?
”　三菱ダンプ ?l ? 唐??14 ? ?12 ?R?
”日野トラック㈲ ? ? ? ? 釘??6 ??
〃　　”　（旧） ? ?? ? ? ? ? 免ﾂ?
”　三菱ジープ ? ?4 ? ?10 ? ?6 ??
小松タイヤショベル ?2 ? ?12 ?8 ?8 ? ??
トヨタフォークリフト ? ? ? ?6 ?8 ? ?B?
ヤマハスノ　ーモビル ? ? ? ? ??? ??
ダンプトレーラー（D ? ? ? ? ?8 唐??b?
〃　　　　（② ? ? ? ? ?4 ? 釘?
〃　　　　（D ? ? ? ? ?24 ?b?鼎?
デスク　ハロ　ー（D ? ? ? ? ?60 ? 田?
”　　　② ? ? ? ? ?67 ? 田r?
ツ　ー　ス　ノヽ　ロ　　ー ? ? ? ? ? ?? ??
ボト　ムプラ　ウ（D ? ? ? ? 鳴?????11 ??
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機種　　　月 釘? 澱? 唐? ??11 ?"? ?? 俘xﾇb?
ボトムブラ　ウ（② 釘?? ? ? ?8 ? ?"?
ロ　タ　．リ　「① ? ? ? ? ? ?? ??
”　　　（② ? ? ? ? ? 釘?釘?
コパシドライブハロー ? ? ? ? ? ?8 唐?
コノヾシノヾデーハロー 釘?? ? ? ? ?2 澱?
ブロードキャスター 　（MFlO） ? ? ? ? ?16 ? ?b?
〃 （MFll） ? ? ? ? ?16 ? ?b?
〃 （SP－600） ? ? ? ? ?40 ? 鼎?
〃 （PZ－Ⅴ－600（D） ? ? ? ? ?40 ? 鼎?
” （PZ－Ⅴ－600②） ? ? ?3 釘??40 ? 鼎r?
〝 （PZ225） ? ? ? ? ?24 ? ?B?
デ　ィ　スク　モ　ア　ー ?8 釘?唐?? ? ? ??
リ　ヤ　モ　ア　ー　㊧ ? ?8 ? ? ? ?b??B?
〃　　　　⑳ ?2 ?4 ? ? ? ?b? ?b?
ジャイロテッター（D ? ? ? ? ?31 ? ??
”　　　　③ ? ? ? ? ?39 ? ??
サイドテリバリレーキ ?2 ? 湯?? ?23 ?b?鉄?
ロ　ート　ワ　ゴ　ン（D ?2 ?16 ??2 ? ? ?14 鉄b?
〃　　　　② ? ?16 ?24 ? ?20 ?6 田b?
ルーズべ－ラー 　　（MF8） ? ?2 ? 釘?? ?R? ??
ソフトへーラー 　　（MF14） ? ??? ? ?8 鼎B?鉄R?
シ　ー　ド　ドリ　ル ?6 ? ? ? ? ?12 ??
グ　レ　ン　ドリ　ル ? ? ? ? ? ?20 ??
エ　ア　シ　ー　ダ ? ? ? ? ? ?8 唐?
ローリ　ングカルケ ? ? ? ? ? ?11 免ﾂ?
ロ　タリ　ー　カ　ル　ケ ? ? ? ? ? ?3 ??
ピー　ンハーヘス　タ ? ? ? ? ? ?80 塔?
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機種　　　月 釘? 澱? 唐? ??11 ?"? ?? 俘xﾇb?
ピーンスレッシヤー ? ? ? ? ? ?40 鼎?
K　型　ロ　ー　ラ　ー ? 迭?? ? ? ? 迭?
重転圧ロ　ー　ラー ? ? ? ? ? ?? ??
ポテトプランタ　ー 釘?? 釘?? ? ?16 ?B?
ポ　テト　デ　ガ　ー ? ? ? ? ? ?17 ?r?
ロタリカッター 　　（MF） ? ??? ? ?35 ? ?r?
〃 （インタ－） ? ??? ? ? 鼎? 鼎2?
モアーコンテショナー 　（へ－パイン） ? ?6 釘?2 ? ?88 唐????
ラ　イ　ム　ソ　ワ　ー（D ??釘?? ? ?23 ?"?鼎?
”　　　（D ? ? ? ? ? ?? ??
スピードスプレヤー 釘???? ? ? ?29 ?b?
サ　ブ　ソ　イ　ラ　ー 釘?1 ? ? ? ? ? ?R?
マニアスプレッタ 　（ゾルス（D） ? ?2 ? ? ? ??????
〃 （ゾルス（D） ? ?4 ? ? ? 塔R?塔?
ダ　ンプボ　ック　ス ? ?12 ? ? ? ? ?"?
クロップチョッパー ? ? ? ? ?16 鼎? 鉄b?
フレールチョッノヾ－ ? ? ? ? ? 涛B?涛B?
スト　レピッ　カ　ー 唐?? ? ? ? ? 唐?
リカッタブロリー（D ? ? ? ? ? ?"??"?
”∴∴∴∴② ?6 湯???? ? ?56 都2?
コーンハ一一くスタ　ー ? ? ? ? ? ??40 都?
チョッノヾ－ミキサー ? ? ? ? ? ?8 唐?
モ　ア　ー　研　摩 ?32 ? 湯?? ? ? 鼎?
リ　ッ　チ　レ　ー ? ? ? ? ? ?8 唐?
ンタ　ロポ　ン　プ ? ??? ? ? ? ??
ス　ノ　ー　ド　ー　ガ ? ? ? ?12 ?5 ? ?r?
ス　プ　レ　ー　ガ　ン ? ?8 ? ? ?21 ? ??
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、融∴∴　q 釘? 澱? 唐? ??11 ?"? ?? 俘xﾇb?
トラックスケール ? ?64 ?"?? ? ? 都b?
水　田　用　車　輪 ? ? ? ? ? ?"??"?
ジャイロテッター（② ? 釘?? ? ? ? 釘?
小　　　　　　計 ?38 ?R?2 ?2??12 ?26 塔B?12 ?
合　　　　　計 鉄2?1 鼎r?32 田?73 唐?16 ?b?16 都??12 ??cSR?
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表Ⅳ－5　業種別労力投下分布
走行粁 ?h岑鳧ｭB?渇ｺ人員 ?(?:?????
l 農 産 儿??ｨ?ﾞﾈ?Z?159 田??R?7 ???X???
飼　料　作　物 田?692．5 塔r?，385，666 
牧　　　　　　　草 ???，497．5 ?ビ?，755，667 
北　山　牧　草 ?C?251 ??444，274 
果　　　　　　　樹 ?2 ??R?，188 
人　　　　　　　員 ?"?．5 ??5，000 
協　　　　　　　力 ?184 ?2?6，600 
農　　　　　　　産 ????327 鼎?1，117，688 
合　　　　計 ??涛?3，596．5 鼎C?CR?，973，224 
畜 産 倬H?{?????955 ?3?17 ?sH??B?
堆　肥　連　　出 ???93 ?B?93，512 
尿散布，定地配管 2?43 ??CR?00，333 
牛　　運　　搬 都3r?6 途?08，611 
放　牧　地　刈　取 ?44 店?R?4，880 
資材，砕石運搬 ???2．5 店?R?8，603 
協　　　　　　　力 ?510 田B?68，890 
畜　　　　　　産 ??#??48．5 ??334，988 
合　　　　計 ??CS?147．5 ?ォ?R?，423，771 
研 究 室 侈B?8 ?2? ??3c??研 鉄S2 23．5 ?X?R?04，173 
研 塔?28 ??R?1，167 
四　　　　　　　所 ?SR?6 ??R?8，910 
合　　　　計 塔cR?00．0 ?X?R?35，858 
演 習 林 ????h???ﾅr?4 ?b?．5 ?sh?ャ"?苗　木，苗　圃 C 139 x R?40，590 
相　木　搬　出 ?cb?6 ?"?46，542 
杉材，残材処理 ?35 滴?R?64，013 
資　材　運　搬 ?C2?7 ??4，033 
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走　行粁 ?ｨ岑鳧ｭB?渇ｺ人員 ?(?:?????
演 習 林 仄h??????|ﾒ???2．5 ??3S??
演　　習　　　林 塔#?181．5 ?(?R?09，932 
合　　　　計 ??C#?522．5 田X?R?，092，492 
道 路 僞?????????393 ?cb?0．5 鼎S(?SC?
林　　　　　　　道 塔??46 ??CR?03，066 
正　　　門　　　道 ???06．5 ?h??91，899 
合　　　　計 ??C??18．5 田R?，947，513 
機 械 乂x???????2 都8?R? ????"?
整　　　　　　　備 ?2，655 ?3"?，394，400 
トラクタ　ー運搬 塔c"?3 釘?56，584 
農　機　具　運　搬 ???B?1 迭?63，800 
修　理，車　検 塔??4 店?R?20，977 
資　材　運　搬 ??2 ??R?，306 
研　　　　　　修 ?196 ?H?R?02，900 
調査，野帳整理 ?1，183 ?C?621，600 
人　　　　　　　員 ??3??19 田R?31，912 
合　　　　計 塗??"?，673 鉄ォ?R?，395，479 
廃　材　運　搬 ??r?．5 ???3cB?
共 通 俔ﾈ?>????R?鉄?CR?．5 ?????
資　材　運　搬 ????66 嶋?R?41，937 
ヒューム，ブロック運搬 涛#2?0．5 度?R?34，696 
土砂，砕石運搬 都モ?34．5 鼎"?81，289 
人　　　　　　　員 ?モ?0． ??R?4，600 
共　　　　　　通 ?805 ???R?39，584 
合　　　　計 ??都?1，382．5 ?s2?，106，280 
合　　　　計 ??3??12，442 ??SSh?R?8，386，528 
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価償却費及稼動費
使用 僖??h?.?12ケ月点検 做9yﾘｷ兀IV?酒質合計 佝??xﾇb?ﾒ動時間 倬隴H??ﾗ8ｼﾂ?
．年数 傚?????車　　　検 劔及走行粁 ?h.?):霹??
9 ? ?????88，620 ???c#?187人 2．999j抑 田r?
1 鉄ス??? ?48，794 田38?s釘?8 1，171 鉄C?
5 ?110，940 塔?3s??75，313 ?sh??2?61．5 5，615 田s?
2 ???x?#??67，760 滴?3??39，036 ??3嶋?3ッ?01 2．354 鉄釘?
5 ?#C#C2?01，060 滴?c??115，277 鼎CX???1，014．5 5，970 都R?
ll ?208，696 ?96，191 ???ャr?60．5 鉄CB?
15 ? ??(???106，970 ?S?8?都?553．5 鼎c?
12 ?1131，770 ?#?3SS?107，318 鼎c?3c3?595 都sB?
6 ?c8?CS? 田#?3C??48，752 ???8?c#?722 ??Ss?
3 ?C?3sS?170，640 ?217，686 都3x??b?04 ??##?
1 田3(?s??33，040 度???93，178 塔ch???232，5 ?ﾈ?8?s#?
570，375 ?104，500 ?Cx?ツ2?22，738 鼎コ?，696 
12 ?68，427 都??s??29，618 涛???r?84 店?3コ?
10 ?68，427 鉄c(?3c?147，583 都s?33s?228 ??C??
4 ??3S?3??68，427 ?CX???213，530 ??sス?都r?96．5 ??S途?
132，220 鼎?33??D181，603 鼎?3，706 
188，250 ?csX???47，871 ?????19 ??3?"?
2 迄???#???‾110，368 涛?3cC?22 滴???
19 ? ?c(?c#? ?c(?c#?285 鉄s?
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機種，作業機 亢ｸｦ佛韭?購入年 偃i;陋??残存価格 傚????耐用 年数 
ト　レ　ー　ラ　ー（D 番c#?：45 ?????39，000 ?S?3??4 
”　　　（D 番c#?49 鉄????50，000 鼎S?3??4 
ブロードキャスター ?｣#(?R?1 ?????11，700 ???3?? 
〃 番fﾄ?45 ?3?3??13，000 ?????8 
〃 番fﾆﾂ?7 ?C(???14200 ?#x?塔?8 
〃 ??ﾃc??3 ?????18，000 ?c(???8 
〃 ?･h?c??3 ?3?3??33，000 ?度???8 
′′ ?･h?h???6 ?C?3??34，000 ?????8 
マニアスプレッター 番c??2 田#?3??62，000 鉄S?3??8 
〃 盃8??47 田sX???67，500 田??S??8 
〃 盃8??51 涛????98，000 塔????8 
ボ　ト　ム　プ　ラ　ウ 疋(???8 ?鼎??19，400 ?sh?c?? 
” 疋(?#?51 ?c?3??36，000 ?#H???5 
〟 ?57 ? ?5 
〃 伜)63?韮?4 ?S?3??15，800 ?C(?#?? 
デ　ス　ク　ハ　ロ　ー ?47 ?c?3??16，000 ?CC??5 
〃 ?48 ?3?3??13，100 ?????5 
ツ　ー　ス　ハ　ロ　ー ?40 ?#?C??12，000 ??S??5 
ロ　　タ　　リ　　ー ?%3???5 ?s?3??37，000 ?38???5 
” 閥???5 田????68，000 田????5 
ドライ　ブハロ　ー 売C(?Dﾂ?6 ?c?3??26，000 ?3C??5 
” ??3C?55 鼎S?3??45，800 鼎??#?? 
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使用　年　当　り ?2カ月点検 做9yﾘｷ兀IV?油費合計 佝??xﾇb?ﾒ動時間 倬隴H??ﾗ8ｼﾂ?
年数 傚?????車　　　検 劔及走行粁 ?h.?):霹??
12 ? ?SCC???SH?C??45．5 田#?
8 ? ?CX?3c? ?CX?3c?120 ??#??
16 ? ? ?18．5 ?
12 ? ? ?29 ?
10 ? ? ?17．5 ?
4 ??3#S? ? ??3#S?4．1 鼎釘?
4 ?x??R?? ?x??R?12 ?3?
1 ??3#S? ? ??3#S?90 鼎#b?
15 ? ? ?71 ?
10 ? 鼎?3c??鼎?3c??7 鼎??
6 ???#S? ? ???#S?114 涛cr?
9 ? ? ?82．5 ?
6 ? ? ?108．5 ?
l ? ? ?17 ?
23 ? ? ?11 ?
10 ? ? ?71 ?
9 ? ? ?95．5 ?
17 ? ? ?38 ?
12 ? 鉄?3?? 鉄?3??32 ???"?
2 ?#(?C??? ?#(?C??8．5 亦??????
ll ? ? ?16 ?
2！82，400 ?? 塔(?C??7 ??##r?
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機種，作業機 亢ｸｦ佛韭?i 購入年 偃i;陋??残存価格 傚霍??耐用 年数 
シ　ー　ド　ド　リ　ル 番c8?B?8 ?cS?3??65，000 鉄ス???5 
グ　レ　ン　ドリ　ル ???ｳ???0 ?????28，000 ?S(???5 
エ　ア　ー　シ　ー　ダ ?3C????7 田????68，000 田????5 
リ　ッ　チ　ヤ　　ー ?8?ﾆﾂ?4 塔X???8，500 都h?S?? 
K　型　ロ　ー　　ラ 髭%?ﾃ?46 ?s?3??17，000 ?S8???5 
重　圧　ロ　ー　ラ 俾??ﾂ?7 ? ? 
サ　ブ　ソ　イ　ラ　ー ????4 鉄?3??5，000 鼎X???5 
カ　ル　チベー　タ　ー ?ｨ8ｨ?5?ｸ6x938ﾆﾂ?3 都????79，000 都s?3??8 
ラ　イ　ム　ソ　ウ　ー 疋ﾅ8??41 涛?3??9，000 塔?3??8 
／′ 疋ﾅ3(?x???3 ?3?3??23，000 ?????8 
ポテトプランター ?ｸ?"?3 鼎3?3??43，000 ?ベ???5 
ポ　テト　デiガ1－ 冉ｸ?nﾂ?5 鼎8?#Cb?，325 ??3??5 
ピー　ンハー／ヾス　タ 筏(痔ｴ"?3 ??3店???139，500 ??#SX?S?? 
ピーンスレッシャー 髭2?3 都????72，200 田3?3??15 
リ　ヤ　モ　ア　ー 番c8?"?7 ?????19，000 ?s?3??‾8 
〃 番cc?51 ?????28，000 ?S(???8 
テ，ス　ク　モ　ア　ー 番cS?49 田????60，000 鉄C?C??8 
べ　－　ノヾ　イiン 比イモ?4 ????3??310，000 ??s????8 
ジャイ　ロテッタ　ー 杯f摘?47 ???#?3??42，000 ?s?3??8 
〃 杯c#?49 ?3?3??33，800 ?度???8 
〃 杯cH?X?%?55 都C?3??74，000 田ch???8 
サイドデリバリレーキ 番cX?#R?5 ?s?3??37，000 ?38???5 
－62－
使用 僖??h?.?12カ月点検 做9yﾘｷ兀IV?油費合計 佝??xﾇb?ﾒ動時間 倬隴H??ﾗ8ｼﾂ?
年数 傚?????車　　　検 劔及走行粁 ?h.?):霹??
9 ? ? ?11 ?
11 ? ? ?11 ?
1 ?#(?C??? ?#(?C??8 ?
23 ? ? ?6 ?
11 ? ? ?45 ?
116，568 ?116，568 ?r?，150 
23 ? ? ?11 ?
4 塔?3ピR?? 塔?3ピR?3．5 塗?S??
16 ? ? ?36 ?
4 ?X?ピR?? ?X?ピR?0 塔c2?
4 都x?C??? 都x?C?? ??3?r?
32 ? ? ?3 ?
4 ?S?3?? 鉄x?c?????s??0 ?X?C3R?
4 ?#h?3c? ? ?#h?3S?12 ??3S3?
10 ? ?H?c???H?c??6 涛c2?
6 ??3S??? ??3S??4 都??
8 田x?S??? 田x?S??5 都??
3 ?C?3sS? ? ?C?3sS?189 ??イR?
10 ? ? ?20 ?
8 ?x??R?? ?x??R?1 ??3sR?
2 塔8?#S? ?X?C?????cS?166 都??
12 ? ? ?176 ?
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機種，作業機 亢ｸｦ佛韭?膳入牢 偃i;陋??残存価格 傚霍???耐用 年数 
ロタリ　ーカッタ　ー 番cc?43 ?#?3??32，000 ?ヨ???5 
〃 ?8?985?ｳC?49 都#?3??72，000 田C?3??5 
ロ　ー　ド　ワ　ゴ　ン ?vﾃ??3 ????3??204，000 ???h???8 
〃 ?vﾃ??3 ????3??204，000 ???h???8 
ル　ー　ズーミ　ー　フ　ー 番c?46 都s?3??77，900 都????5 
タ　イ　ト　べ　－　ラ　ー 番c??5 ??3????130，000 ??#ベ???5 
タロップチョッパー 比??2?5 塔s?3??87，900 都????5 
フレールチョッノヾ－ ?8?985?ｳ?48 涛店???99，500 塔店?S?? 
コーンハーベスター ?H4h8?ｸ8ｨ???55 ??C????140，000 ??#c?3??5 
リカッターブロワー ?x7h8ｳ#c??2 ??S????150，000 ??3S?3??5 
〃 ?h8?85(?5ンS?57 ??鉄?3??295，000 ??cSX???5 
スピードスプレヤー 田??2?8 都#?3??72，000 田C?3??5 
チョッパーミキサー 盤H?S??0 鼎S?3??45，000 鼎????5 
ポ　ン　プタ　ン　カ　ー 晩#%b?0 ??cS?3??265，000 ??3ス???5 
ヒ　ド　ロ　ポ　ン　プ ???S??R?2 鼎????48，100 鼎3(???5 
ポ　ート　ボ　ック　ス 番b?8 鼎?3??4，000 ?h??????
スト　ン　ピ　ッ　カ　ー ??X??56 滴???3??480，000 滴?3#?3??5 
パ　ワ　ー　ド　ー　ザ ?ｸ987H4?ｸ6?52 鼎????49，000 鼎C?3??5 
断　　　横　　　磯 閥?C??? ? 
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使用 僖??h?.?12カ月点検 做9yﾘｷ兀IV?浦賀合計 佝??xﾇb?ﾒ動時間 兌x??ﾗ8ｼﾂ?
年数 傚?????車　　　検 劔及走行粁 ?h.?):霹??
14 ? 鼎?3Cc? 鼎?3Cc?43 涛C?
8 ? ? ?16 ?
4 ?#?3S???S?33??鼎s?3??192 ??C湯?
4 ?#?3S???S?33??鼎s?3??182 ??c3b?
11 ? ?ォ??? ?ォ???38 滴?ピB?
2 ?Sx?C??? ?Sx?C??8．5 滴?C??
12 ? ? ?36 ?
9 ? ?8?#???8?#??8 田??
2 ?S(??? ? ?S(???2 ?#h???
5 ?s?3?? ? ?3?3??4 田x?S??
1 鉄3?3?? ?#H??? 都SX???202 ??s3?
9 ? ?(?CC? ?(?CC?945 ?3"?
7 ? ? ?18 ?
7 ? ? ?144．5 ?
5 塔h?S??? 塔h?S??1 ??s??
9 ? ? ?128．5 ?
2 塔cH??? ?H?S??塔s?3S??4 田(?sS?
5 塔?3#??塔?3c???c?3??36．5 滴?c#R?
i ? ?11 ?
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表Ⅳ－8　機械の部門別
農 
普　　　通　　作　　物 劔劍飃??{?
水　稲 僥驃傚"?ﾀ取玉 ?X?:B?ｬ　豆 ?ﾈ???ｲぼう ?X?I?か　ぶ 
トラクター135 倬??B?5 ?b?．5 ??1．5 ??R?．5 ??CR?1 
燃　料 ?r?7．5 滴?R? ??CR?．5 ??R?3 ?r?
〃　165（D 倬??B?7 ??1 嶋?R?1．5 ??R?．5 ?9 
燃　料 ???6 ??．5 ??3 ????
”　165（② 倬??B?8 ?? 迭?9 ? ??10 
燃　料 鼎?6 ?? ?B??17 唐?
”　165（り 倬??B?7 釘?綿ﾔ?CR?6 ????12 
燃　料 都?1 ?2 鉄B? ?36 ?B?
〃　194－4 倬??B?7 ? 迭?湯??3 
燃　料 ?? ?10 ?15 ? 迭?
〃　　　290 倬??B?7．5 鳴? 釘?．5 ??0 澱? 
燃　料 ??? ?"? ?2? ?R?0 ??
”　　　676 倬??B?0 ?R?0．5 澱?0．5 迭? ?2?6．5 
燃　料 ?R?2 ?b?0 ?r? 迭?3 ?B?
プレドニヴD4D① 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
”　D4暁） 倬??B? ? ? ? ? 
燃　料 ?? ? ? ? ?
トラクターショヘリレ 　　931 倬??B?2 ? ?8 ? 迭?．5 
燃　料 ?C? ? ?R??8 ??
自　動　車 日野ダンプ 倬??B? ? ? ? ? 
燃　料 ??? ? ? ?
走行粁 湯?? ? ? ?
〃 三菱ダンプ 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
走行粁 ? ? ? ? ?
〃 日野トラック（旧） 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
走行粁 ? ? ? ? ?
” 日野トラック㈲ 倬??B?? 澱?? ? 
燃　料 ? ?54 ? ? ?
走行粁 ? ?150 ? ? ?
〃 三菱ジ－プ 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
走行粁 ? ? ? ? ?
小型特殊ヤマハ スノーモビル 倬??B?? ? ? ?
燃　料 ? ? ? ?i 
走行粁 ? ? ? ? 
小　　松 タイヤショベル 倬??B?3 ? ? ? ? 
燃　料 ?r?? ? ? ?
ト　ヨ　タ フォークリフト 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
合∴阜∴墨 ?33．5 鉄?21 ?2?42 ?2?5 塔H?R?8 
597 都8?R?6．5 鉄X?R?665 ?h?R?4．5 ?3r?17 
iガソリン 計「盲‾青枠 ?7 ? ? ? ? 
9 ? ?150 ? ?
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稼動時間，走行粁及び燃料
産 
作　　物　　1　　　故　　　　　　　　　事 劔剪?
青刈トウ モロコシ ?(?ｪ?5ﾈ8ｸ4ｸ8?／ヾ－ レ－ジ 亂8???q草地 冏?????k山 牧草 ?ｨ???_　産 ?ﾈ?蹴?〟@計 
35 ??109．5 鉄?18 ??20 ??6 ?396 
38 ??3R?29．5 田?13 迭?0 ??6 ?439．5 
31 ?x?R?7．5 ?R?7 途??8 ?316 
40．5 ?r?2 ??36 迭??10 ?408 
36 ??122．5 鼎r?7 ??29 ?29 ?426．5 
51 ?B?10 都?20 ?R?0 ?26 ?494 
55 ??198 祷?R?4 鉄"?5 ?19 ?565 
114 田?CR?53 ?B?6 涛?75 ?21 ?845．5 
31 ?? 唐?8 唐?1 ?4 ?134 
78 迭?0 ??47 ??37 ?6 ?272 
44 ?X?R?8 ??CR?0 ??CR?2 ?26 ?414．5－ 
107 田?CR?22 鼎?57 ?#B?3 ?90 ?861．5 
41 鼎?159 鼎?23 鼎x?R?38 ?30．5 ?547．5 
148 ???79 ?C?42 塔?103 ?100 ?1，438 
26 ? ? ?b?
142 ? ? ?C"?
17 ? ?r???
95 ? 鉄"??cr?
57 ? ??鼎? ?64 ?225．5 
120 ? ???3R??130 ?571 
7 唐?唐?9 ?53 ?53．5 ?160．5 
14 ??澱?5 ?48 ?107 ?204 
62 途??B?06 ?209 ?464 ?881 
8 ? ?2??B?鼎R?
5 ? ?2??CR??c2?
13 ? ?? ?CR??ヲ?
57 ? ? ? 鉄r?
45 ? ? ? 鼎R?
249 ? ? ? ?C?
6 ?12 
103 ?157 
286 ?436 
25 ?R?
4 ?B?
32 ?"?
4 ?4 
3 ?3 
4 ?4 
13 
37 
6 ?6 
42 ?42 
337 ???22．5 ???96 ?モ?51 ??27 ?R?，412．5 
710．5 ?3(?R?，175．5 鼎C?266 都#"?89 ??06 釘?，211．5 
45 ?82 
62 途??ッ?06 ?240 ?1，099 ?"?，991 
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機　種 剪{ 
厩　肥 ?X飆{?稲ワラ 从ﾙl冽"?ｳ　尿 兩ｩg??飲水場 从ﾙl冽"?早@材 
搬　出 ????運　搬 ????処　理 膚?h神?｢　り 冑H???^　搬 
トラクター13　5 倬??B?4 田b?? 釘?? 
燃　料 湯?3 ? ?3 ? ?
〃　165（D 倬??B?0 ?? ?71 釘?? 
燃　料 ??10、 ??塔??9 ? ?
”　165（② 倬??B?1．5 ? ?33 ??? 
燃　料 ?2?? ?R? ? ?
〃　165（㊦ 倬??B?0．5 ? ?40 唐?? 
燃　料 鼎"?? 鉄?14 ? ?
”　　194－4 倬??B?? 唐?1 ?4 ?2．5 
燃　料 ? ?11 ?b??B?迭?
〃　　　290 倬??B?3 澱?? 釘??6 
燃　料 ?r? ? ?8 ? ?2?
〃　　　　676 倬??B?? ?3．5 ?"?? 
燃　料 ? ? 途?8 ? ?
ブルドーザD4D① 倬??B?? ?1．5 ?5．5 ??R?
燃　料 ? ? ?B?鼎?5 ?
”i　（② 倬??B?? ?4 ? ? 
燃　料 ? ? ?2?? ?
トラクターショベル 　931 倬??B?0 ? ?21 ? 度?R? 
燃　料 ?3? ? 涛r??71 ??
自　動　車 日野ダンプ 倬??B?6 ?45 ?16 ?4 ?12 
燃　料 鼎B??C? 迭??? ??
走行粁 ?モ?田???"?都? 鼎?
′′ 三菱ダンプ 倬??B? ?14 ? ? ? 
燃　料 唐??Cr?? ? ?
走行粁 ?? ?S? ? ? ?
〃 日野トラック（旧） 倬??B?? 鼎? ? ?4 
燃　料 ? ?134 ? ? ?"?
走行粁 ? ?737 ? ? ???
〝 日野トラック（新） 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
走行粁 ? ? ? ? ?
〃 三菱ジ－プ 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
走行杵 ? ? ? ? ?
小型特殊ヤマハ スノーモビル 倬??B?? ?8 ? ? 
燃　料 ? ? ?? ? ?
走行粁 ? ? ?? ? ?
小　　松 タイヤショベル 倬??B?? ?30 ? ? 
燃　料 ? ? 塔b?? ?
ト　ヨ　タ フォークリフト 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
時　　　　間 ?93 都R?3 鉄b?39 鼎B?3．5 唐?5．5 
口　　軽　　　油 ?33 田"?89 ?CR?35 ?#?72 都b?1 
計　÷去り嘉 ?? ?l ? ?206 ?955 都3r?3 ?781 ?67 
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産 劔亢??????????????"?
土　砂 ?ｸ???ﾓ　石 ?ﾈ?蹴?〟@計 ?x8???ｲ?_機具 倆H?ﾉ?資　材 ?ﾈ?蹴?〟@計 
運　搬 ???R?^　搬 劍戊?L?運　搬 做8?yﾒ?^　搬 
84 ? ? ? 
55 ? ? ? 
122 ? ? ? 
140 ? ? ? 
8 ? ?64．5 ? ? ? 
3 ? ?69 ? ? ? 
78．5 ? ? ? 
106 ? ? ? 
25．5 ? ? ? 
46 ? ? ? 
39 ? ? ? 
67 ? ? ? 
25．5 ? ? ? 
85 ? ? ? 
7．5 ? ? ? 
79 ? ? ? 
7 ? ?? ? ? ?
20 ? 鼎2?? ? ?
3 ? ?72．5 ? ? ? 
10 ? ?407 ? ? ? 
17 ?110 ? ?2? ?"?7 
33 ?251 ? ??? ??139 
142 ?1，082 ? 鉄??8 塔?599 
22 ?12 唐??20 
155 ?86 ?R??121 
369 ?204 塔2??287 
52 ??19 ?2??42 
156 鼎?149 鼎? ?239 
I ??856 ?cr?20 ?#R??1，312 
l ?? ?2?? ?23 
213 ? ? ???
595 ? ? 鉄迭?
217 ???? ?494 鼎釘?
148 ?C? ? ?421 鼎#?
1，132 ???"?? ?3，215 ??#??
8 ? ? ?? 
18 ? ? 澱? 
11 ? ? 釘? 
30 ?6 ? ?6 
86 ?17 ? ?17 
4 ? ?4 
28 ? ?28 
11‾． 途?7 ???69 ?2?1 鼎B? 鉄??39 
13i20 ?3 ?C?1，807 ?c"?35 ??? 鼎C?1，133 
l ??17 ?45 ? 澱?1 
l ?42 ???"?．450 塔c"?．024 塔??8 ??3??．012 
－69－
機　　種 刮堰@　　　　　　　　　　　　習 
苗　　　圃 剏R　関　係 剿ﾘ　材　関　係 剪?
苗　圃 偖X?m?ナメコ 佝h?vr?＊ﾘ搬 出運搬 ?俤?暮L?残材 処理 ????資材 運搬 
トラクター135 倬??B? ?B?迭? ? ? 
燃　料 唐? ?10 澱?? ?
〟　165（D 倬????"?g18 ? ? ? ?3 
燃　料 湯?? ? ? ??
〃　165（D 倬??B?5 ?12 ? ? ? 
燃　料 ?r?湯?? ? ?
”　165（り 倬??B?5 ?1 ? ? ? 
燃　料 湯???? ? ?
〃　194－4 倬??B?5 ? ? ? ? 
燃　料 ?? ? ? ? ?
〃　　　290 倬??B?0．5 ? ? ? ? 
燃　料 ?x?R?? ? ? ?
”　　　676 倬??B?9 ? ? ? ? 
燃　料 ?B?? ? ? ?
ブルドーザ 　D4D（D 倬??B?? ? ?13 ? 
燃　料 ? ? ? 田? ?
〃 D4D（D 倬??B?? ?8 ?"?0 ? 
燃　料 ? ? 鼎?40 鉄r??
トラクタショベル 　931 倬??B?．5 ? ?32 ? 迭?
燃　料 ?B?? 鉄? ?40 ?
自　動　車 日野ダンプ 倬??B???4 ?24 ? ?8 
燃　料 ?34 鼎r?? ?
走行粁 ?149 迭????? 塔?
〝 三菱ダンプ 倬??B?? ?28 ? ? 
燃　料 ? ? ?r?? ?
走行粁 ? ? 田B?? ?
〃 日野トラック（旧） 倬??B??8 ? ? ?2 
燃　料 ? 鳴?? ? ??
走行粁 ? 迭?? ? ??
〃 日野トラ“ック㈲ 倬??B??6 ? ? ?4 
燃　料 ? 湯?? ? ??
走行粁 ? ?B?? ? 鉄"?
〃 三菱ジ－プ 倬??B?? ? ? ?
燃　料 ? ? ? ? ?
走行粁 ? ? ? ? ?
小型特殊ヤマハ スノーモビル 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
走行粁 ? ? ? ? ?
小　　松 タイヤショベル 倬??B?? ? ? ?i 
燃　料 ? ? ? ? ?
ト　ヨ　タ フォークリフト 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
A　i時　　間 ?4 鼎R?1 迭?6 ?"?3 店?????口 軽 　油 ?46．5 鼎?21 ??179 鼎?117 鼎 42 
計　暑器 ?? ? ? ?
149 ?B??cb?亦??2?
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林 劔?h??耳??ﾊH??ｸh????
採石 運搬 傚ﾈ???l　員 ?ｸ,ﾉ??〟@計 亂??b?W　草 ?餃?撹土 僞??6X5?r?ｲ査 ?ﾈ?蹴?〟@計 
40 ??R?．5 ? ???4 
30 澱? ? 鳴??8 
11 釘?? ?1 ?5 
11 ??? ?1．5 ?4．5 
27 ? ??? ?2 
36 ? ??? ?l 
16 ? ? ? ? 
10 ? ? ? ? 
4 ? ?? ? ? ? ?
5 ? ?2?? ? ? ?
10．5 ? ?2 ? ?2 
37．5 ? ?8 ? ?8 
19 ? ? ? ? 
24 ? ? ? ? 
13 ? ? ? ? 
60 ? ? ? ? 
30 ? ? ? ? 
137 ? ? ? ? 
41．5 ? ? ? ? 
113 ? ? ? ? 
3 ? ?60 ? ? ? ? 
5 ? ?106 ? ? ? ? 
22 ? ?459 ? ? ? ? 
4 ? ?32 ? 鳴?? ?l 
12 ? ?39 ? ??? ?3 
29 ? ?93 ? ?2?? ?13 
10 ? 迭?? ?5 
3 ? ?? ? ?10 
15 ? ?2?? ?23 
10 ? ? ? ? 
28 ? ? ? ? 
76 ? ? ? ? 
165 ?165 ? ? ? 釘? 
102 ?102 ? ? ? 釘? 
777 ?777 ? ? ? ?"?2 
0．5 ??R?? ? ? ?
4 釘?? ? ? ?
7 釘?65 ??R?04．5 店?R?．5 唐? ?? 釘?3 
17 迭?02l ?59．5 湯? ?B? 鳴?．5 釘?8．5 
4 釘?釘?? ? ?
51I ?77 ?1．420 ? ?b?? ?R?8 
－71－
機　　種 剔諱@　　　　　　　　　研　　　　　　　究 
XiJ取 丿???集　草 俑ｸ?^?運　搬 亢??2?ｮ　地 倬??暮L?ノヾス 索引 
トラクター135 倬??B??1．5 ? ?? ? 
燃　料 ? ??R??2 ???
”　165（D 倬??B? ? ? ? ? 
燃　料 釘?? ? ? ?
〃　165（D 倬??B? ?l ?5 ??? 
燃　料 迭???釘? ? ?
〃　165（D 倬??B? ??R? ?1 鳴?? 
燃　料 釘? ???? ? ?
”　194－4 倬??B?????? ??R?1 
燃　料 ?2 ?1 ? ?9 ??
”　　290 倬??B? ??? ??? 
燃　料 ??3 ? ?13 ? ?
”　　676 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
ブルドーザD4D（D 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
”　　D4D（D 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
トラクタショベル 　931 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
自　動　車 日野ダンプ 倬??B?? ? ? 唐?
燃　料 ?   30 
走行粁 ? ? ? ?130 ?
〃 三菱ダンプ 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
走行粁 ? ? ? ? ?
〃 日野トラック0日） 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
走行粁 ? ? ? ? ?
〃 日野トラック（新） 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
走行粁 ? ? ? ? ?
〃 三菱ジ－プ 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
走行粁 ? ? ? ? ?
小型特殊ヤマハ スノーモビル 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
走行粁 ? ? ? ? ?
小　　松 タイヤショベル 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
ト　ヨ　タ フォークリフト 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
（時　　間 ?2 店?R?．5 鳴? ?Cb? ??CX????
口　　i軽　　油 ?4 唐?．5 鳴? ??2　　　39 ?1 
計　菩器 ?? ? ? ? 
130 ?
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窒 劔??蓼ﾊH?ｸh????h貶ﾊHｸh??
砕石 運搬 ?ﾈ?蹴?〟@　計 倬??暮L?砕石 運搬 ?ﾈ?蹴?〟@　計 ?(?ﾛ?人　員 俘x???ﾇb?
4．5 ? ? ? ?
9．5 ? ? ? ?
3 ? ? ? ?
4 ? ? ? ?
10 ? ? ? ?
12 ? ? ? ?
6．5 ? ? ? ?
13 ? ? ? ?
一16．5 ? ? ? ?
33 ? ? ? ?
8 ? ? ? ?
27 ? ? ? ?
10 ?18 ?1 ?1 ? ?
11 ?41 ?2 ?2 ? ?
46 ?176 ?10 ?10 ? ?
2 ? ??? 
3 ? ??? 
16 ? ?b?? 
57 鉄r??25 ?R?9 ?19 
49 鼎? 唐??ー19 ?19 
377 ?sr??63 田2?42 ?142 
7 途?
21 ??
13 ?2?
10 鉄r?23．5 ?? ?R?8 ??7 ?b?
11 鼎?188．5 ?? 唐?3 ?? ??
l ?? ? ??21 
46 ?sr?53 ?b?0 田2?9 ?C"?3 ?SR?
ー73－
機　　種 刳w　　　　　　　　　　　生 
基本牧草 繰作Xi」取 刳h　草 偖x???^　搬 亢???撹　土 俤8???ｮ　地 
トラクター135 倬??B? ?4 ? ? ? 
燃　料 鳴???? ? ?
〃　165① 倬??B? ??? ???2 
燃　料 ?? ? ?l ? ??
〃　165（D 倬??B? ? ? ? ??
燃　料 ??? ? ?3 ?
”　165（D 倬??B? ??? ??? 
燃　料 ?? ? ?1 ? ?
〃　194－4 倬??B? ? ? ? ? 
燃　料 ??? ? ? ?
〃　　　290 倬??B? ? ???3 ? 
燃　料 ??R??1．5 ? ???
〃　　　676 倬??B? ??? ??? 
燃　料 途? ? ?5＿ ? ?
ガレ下しザD4D（D 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
”　D4D（D 倬??B? ? ? ? ? 
燃　料 迭?? ? ? ?
トラクターショ〈シレ 　931 倬??B? ? ? ? ? 
燃　料 ??? ? ? ?
自　動　車 日野ダンプ 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
走行粁 ? ? ? ? ?
〃 三菱ダンプ 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
走行粁 ? ? ? ? ?
〃 日野トラック（旧） 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
走行粁 ? ? ? ? ?
〃 日野トラック断） 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
走行粁 ? ? ? ? ?
〃 三菱ジ－プ 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
走行粁 ? ? ? ? ?
特殊小型ヤマハ スノーモビル 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
走行粁 ? ? ? ? ?
小　　松 タイヤショベル 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
トヨヨ　タ フォートリフト 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
1時　間 ?4 澱? ?? 釘? ?? 
口　　i軽　　油 ?4．5 ?"? ??R? 澱? ?? 
計　性器 ?? ? ? ?
I　l 
ー74－
習 劔農　　　　　　　　　　道 
青　玉 倅x???l　員 俘x?ﾇb?G　草 ????ヒューム管 ?俚ｲ?怐@雪 俤8???〟@計 
積　込 傚ﾈ?ｸ?儿ij　払 ???R?юﾝ運搬 ?餃?????
4 ? ??10 ? ? ?10 
6 ? 湯? ? ? ?8 
8 釘??"?唐?? ?8 
9 ???? ?"?? ?12 
4 ?l ? ? ??
5 ?2 ? ? ?(x?
8 澱?? ? 澱?
4 迭?? ? 迭?
1 ? ? ? ?
2 ? ? ? ?
4 ? 免ﾂ?? ? ? 
6 ? ?"?? ? ? 
9 ?3 ? ? ??
18 ?10 ? ? ??
16 ? 湯??R?
47 ? 鉄r????
l ?11 釘?塗?R???CR?
5 ?20 ?R??r?塔"?
1 ? ?? ??R??8?R?
2 ? 鉄2??? 塔"?
4 ?"???44 
17 ?r???62 
75 都"??#2?70 
24 ? ?B?
52 ? 鉄"?
123 ? ?#2?
5．5 店?R?? ? ? 
2 ??? ? ? 
12 ?"?? ? ? 
16 釘?．5 都8?R?6 ??29 ?b?8 ??166 
21 ?? 都?13 涛?95 田?123 ??419 
I 
i　　l12 剴???75 ?迭??#3???
ー75－
機　　種 剽ﾑ　　　　　　　　　道 劔剞ｳ　　　　　門 
道路 整備 ?俚ｲ?餃?砕石 運搬 倆HﾟX盾?怐@雪 俘x?ﾇb?ｹ路 整備 ?俚ｲ?餃?砕石 運搬 
トラクター135 倬??B?? ? ? 唐?
燃　料 ?  16 
”　165（D 倬??B?? ? ? ?"?
燃　料 ? ? ? ?6 ?
”　165（D 倬??B?? ? ? 釘?
燃　料 ? ? ? ?3 ?
”　165（㊦ 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
”　194－4 倬??B? ? ? 途?? 
燃　料 ?R?? ?15 ? ?
〃　　　290 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
〃　　　676 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
プルILザD4D① 倬??B?4 ? ?14 ??7．5 ? 
燃　料 塔? ? 都?150 鉄? ?
”　D4D（D 倬??B?9 ? ???"?3 ? 
燃　料 ?S? ?20 ?170 ????
トラクターショーもレ 　931 倬??B?唐?? 唐?7 ? 
燃　料 ?39 ? ?39 ?#? ?
自　動　車 日野ダンプ 倬??B??36 ? ?b??18 
燃　料 ? 都R ?75  r?
走行粁 ? ?#R??325 ? ???
〃 三菱ダンプ 倬??B??R?0 ? ?R??13．5 
燃　料 ?35 ?c? ?204 ? ??
走行粁 ?84 鼎???486 ? 涛"?
〝 日野トラック（旧） 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
走行粁 ? ? ? ? ?
〃 日野トラック㈲ 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
走行粁 ? ? ? ? ?
〝 三菱ジ－プ 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
走行粁 ? ? ? ? ?
ヤ　マ　ハ スノーモビル 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
走行粁 ? ? ? ? ?
小　　松 タイヤショベル 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? ?
ト　ヨ　タ フォークリフト 倬??B?? ? ? ? 
燃　料 ? ? ? ? 
△　　　時　　間 ?0 ?2?6 ??4 ?Cb?7．5 ?B?1．5 ロ 軽 油 45 都B?44 ??70 田S2?82 ?R?6・ 
計i詰り嘉 ?? ? ? ? 
84 都#r??811 ? ???
ー76－
道 刹､　　　　　　　　　　　　　　　　　通 
除　雪 俘x?ﾇb?ﾂ境 整備 倬??暮L?ヒュー ム管 運搬 ?俚ｸ補????コミ 捨場 造成 弌?ﾂ??ﾘ 掘取 運搬 俤9??餃?自動車 索引 ?ﾈ蹴?〟@計 
4　＿ 澱??r?鳴?? ?11 
4 ??? ??? ?8 
8 ??R?㌧ ?37 唐? ? ? 鉄?CR?
16 店?R? ?31 釘? ? ? ?CCX?R?
12 澱??30 ?8 釘?? 鼎?
6 迭??28 ?3 ??? ??
4 ? ?34 ?4 ? ? ??
3 ? ?32 ?2 ? ? ?B?
29．5 ??CR?? ? ? ? ? 
148 ?C? ? ? ? ? ? 
27 ?H?R?? ?b?釘??10 ?50 
182 ?3"?? ?#R??? ?45 ?200 
27 鉄?8 ? ??7．5 ? ? ?43－5 
215 ?#b?0） ????2 ? ? ?192 
37 ?H?R??42 ?12 釘?? 塔(?R?
121 ?#? ?185 ?40 ?? ? ?Sb?
i18 ?34 鼎?16 ? ?69 ? ?cr?
27 ?113 ?唐?4 ? ?73 ? ???
117 ?487 塔3B?0 ? ?315 ? ??c澱?
13．5 ? 釘?? ?42．5 ? 鼎h?R?
39 ? ?r?? ?174 ? ???
92 亦?ヲ?? ?413 ? 鉄??
l19 ?? ? ? ?19 
96 ? ? ? ? 涛b?
528 ? ? ? ? 鉄#?
3 ? ? ? ? ??
23 ? ? ? ? ?2?
l ?田B?? ? ? ?64 
20 ??
25 ?R?
188 ?モ?
i ?? ? ? ? ? 
8．5 ? ? ? ?8．5 
59 ? ? ? ?59 
83．5i206．5 ?4 田b?0．5 ?3"?5．5 ?r? ???R?0 ??595．5 
545 涛??75．5 ?3b?30 鉄#R?6 塔?12 ?Cr?5 ?T?c#?CR?
I i ? ? ? ? ? ?
209 ?1，079 涛#2?0 ? ?728 ?188 ??都?
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表Ⅳ－9　機械及び作業機の部門別投下時聞及び走行粁
部門 機種 剩_　産 ?ｸ?蜥?縁K林 侈Hｸh??w生 実習 僞???機　械 仄H?,｢?〟@計 
トラクターMF　　13　5 ?96 塔B?0 嶋?R?1 ?? ??560．5 
”　　MF　165（D ?16 ?#"?l 唐?2 ?b?鉄?CR?53．5 
”　　MF165（② ?26．5 田H?R?7 ?"? ?2?鼎?595 
〃　　MF165　⑧ ?65 都?CR?6 塗?R? ?? ??722 
”　　　MF　194－4 ?34 ?X?R?9 ?h?R? ?h?R??232．5 
〃　　　MF　　2　9　0 ?14．5 ??10．5 ??11 ? ?485 
〃　　小松　　6　7　6 ?47．5 ?X?R?9 ?9 ???604 
ブルド　ーザD　4　D（D ?6 度?R?3 ? 塔x?R?鉄?184 
”　　　D　4　D（D ?9 ??30 ?1 ???R?鼎8?R?28 
トラクターショベル　931 ?25．5 都(?R?1．5 ?1 田?CR?塔(?R?91．5 
自動車日野ダンプ 倬??B?60．5 ???0 ?? 涛?47 ?cr?61．5 
走行粁 塔??，082 鼎S?186 ?712 鉄湯?，696 店?c??
”　三菱ダンプ 倬??B?5 ?"?2 ??都(?R?0 鼎cR?39 
走行粁 ?ヲ?69 涛2?3 ?701 ?ビ?02 ??3SB?
”日野トラック（旧） 倬??B?7 鉄"?0 途??42 ??187 
走行粁 ?C?856 ?R?9 ? ??3??28 ??涛?
”日野トラック（荊 倬??B?2 ?10 ? ?23 ??8 
走行粁 鼎3b?都b?? 鉄迭?4 ????
”　三菱ジープ 倬??B?5 ???65 塔?5．5 ?494 ??1，014．5 
走行粁 ?"?，132 都sr?14 ?"???#??88 店?都?
時　間 ? 唐?途??3 ?22 
ヤマハスノーモヒル ?hﾗ8ｼﾂ? ?? ?2??4 ?32 
ト　ヨタ　フ　ォ　ークリ　フ　ト ? ?0．5 ? ?4 嶋?R?9 
小松タ　イ　ヤシ　ョ　ベル ?3 ?? ? ?6 ?49 
車　輌　合　計 倬??B?，412．5 涛c?i504．5 ???R?3．5 鉄??R?39 鉄店?R?@h 6，896 
走行粁 ??涛?3，450 ??C#?865 ?"?，413 塗??"?，978 ??(ﾌr??3??
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作業機　　　部　門 僞???畜　産 ?做ｹ}?研究室 儖ﾉ??_林道 亢??"?､　通 俘x?ﾇb?
ト　　レ　ー　ラ　ー（D ?C?61 迭?迭??73 ?コ?
〟　　　　　　⑧ 涛?96．5 ?? 唐??9 ?CX?R?
”　　　　　（D 田?23 澱?途??24 ?#?
マニアスプレッター　（MF） 田B?途?? ? 都?
〃　　（のレスコンt近め 涛?CR?店?R?? ? 涛r?
”　　（ソ）レスコン⑲ ???釘?? ? ???
ボトムプラウ　（18時） 湯???? ? ??
〃　　　　　スガノ（D 田h?R???3 ??? 塔(?R?
”　　　　　　〃（D ???R??? ??? ???R?
”　　　　　”　⑨ ?b???? ? ?r?
リ　ッ　タ　ー　プ　ラ　ウ 途?? ? ? 途?
デ　ス　ク　ハ　ロ　ー（D 都? ? ? ? 都?
”　　　　　② 涛?CR?????? 涛X?R?
ツ　　ー　　ス　　ハ　　ロ　　ー ?R??l ??? ??
ブロードキャスター（PZ255） ??CR?? ? ? ??CR?
”　　　　　（ME10） ?? ? ? ? ??
〃　　　　　（MFll） ?x?R?? ? ? ?x?R?
”　　　（PS－600） 鼎? ? ? ? 鼎?
”　　　（Ⅴ－600（⑲ ???? ? ? ???
〃　　　　　（ピョン） ??R?? ? ? ??R?
”　　　（Ⅴ－600⑳ 塔?CR???R?? ? 涛?
グ　レ　ン　ド　リ　ル 湯???? ? ??
シ　ー　ド　ド　リ　ル ?? ? ? ? ??
リ　　ッ　　チ　　ャ　　ー 澱?? ? ? 澱?
K　型　ロ　ー　ラ　ー 滴?R?? ? ? 滴?R?
重　圧　ロ　ー　ラ　ー ?2?? ?1 ?3 ?r?
サ　ブ　ソ　イ　　ラ　ー ?4 途?? ?11 
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作業機　　　部　門 僞???畜　産 ?做ｹ}?研究室 刎ﾙY?農林道 亢??"?､　通 俘x?ﾇb?
ローリングカルチベーター ?8?R?? ? ? ?8?R?
ラ　イ　ム　ソ　ワ　ー（D ?b?? ? ? ?b?
”∴∴∴∴② ?? ? ? ? ?飛?
ロ　　タ　　リ　　ー（D ?"?? ? ? ?"?
”　　　　　② ?? 店?R? ??? ??CR?
ド　ラ　イ　ブ　ハ　ロ　ー ?b?? ? ? ?b?
ノヾ　デ　ー　　ハ　ロ　　ー ?r?? ? ? ?r?
ポ　テト　プ　ラ　ン　タ　ー 途?? ? ? 途?
ポ　テ　ト　デ　ガ　　ー ??? ? ? ??
ピ　ー　ン　ハ　ー　べ　ス　タ 白?##?? ? ? ? ??
ピー　ン　ス　レ　ッ　シ　ャ　ー ?"?? ? ? ?"?
リ　ヤ　モ　ア　ー　（D ?? ? ?10 ?6 ?b?
”　　　　　　② ?"?? ?? ?4 鼎B?
デ　ス　ク　　モ　ア　　ー 都h?R??16．2 ??? 涛R?
へ　　－　　ノヾ　　イ　　　ン ?ビ?? ??? ?ヲ?
ロータリーカッター（MF） ?b??R? ? ? 鼎2?
”　　（インター） ?b?? ? ? ?b?
ジャ　イ　ロ　テ　ッ　タ　ー（D ?? ?2 ? ? ??
”　　　　② ?? ? ? ? 免ﾂ?
”　　　　（D ?SH?R??7．5 釘?? ?cb?
ア　リ　パ　リ　レ　ー　キ ?c? ?5 ??? ?sb?
ロ　ー　ド　ワ　ゴ　ン（D ?コ??7 ? ? ???
”　　　　（D ?s? ?3 ? ? ???
ル　ー　ズ　ぺ　－　フ　ー ?? ? ? ? ??
タ　イ　ト　ぺ　－　ラ　ー 鉄x?R??l ? ? 鉄?CR?
フ　レ　ー　ルチ　ョ　ッ　ノヾ－ 鼎? ? ? ? 鼎?
ク　ロ　ック　チ　ョ　ッ　ノヾ－ ?b?? ? ? ?b?
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作業機　　　部　門 僞???畜　産 ?做ｹ}?研究室 乂y???ｲ?_林道 亢??"?､　通 俘x?ﾇb?
コ　ー　ン　ハ　ー　〈ミ　ス　タ ??? ? ? ??
リ　カッ　タ　ーブロ　ワー① ? ? 釘?? 釘?
”　　　　（D ???? ? ? ???
ス　ピ　ード　ス　プ　レヤ　ー 都8?R??? ? ? 涛H?R?
ヒドロポンプ（スラリー） ?31‘ ? ? ? ??
ポ　ン　プ　タ　ン　カ　ー 唐?28．5 ? ? ?8 ?CH?R?
断　　　　　根　　　　機 湯???? ? ??
ポ　ー　ト　ボ　ッ　ク　ス ??77 ?R?．5 ? ? ?#?CR?
チ　ョ　ッ　ノヾ－　ミ　キサー ?18 ? ? ? ??
パ　ワ　ー　ド　ー　ザ　ー ? 釘??32．5 ? ?h?R?
ス　ト　ン　ピ　ッ　カ　ー ?B?? ? ? ?B?
エ　ア　ー　シ　ー　ダ　ー ?? ? ? ? ??
－81－
表Ⅳ　－10　作業機
水稲 僥驃?玉萄黍 ?Y:F?可、豆 ?YI?かぶ ?ﾈ??ｲぼう 冏??へ－レ ー　ジ ?%???ｩ;宛?
ト　レ　ラ　ー（D 鉄?4 ?4 唐????1 ?50 
〃　　　② ?? 釘? ? 釘??l ?29 
〃　　　③ ?l ? 唐?? ? ?39 
マニヤスプレター 　（MF） 澱?．5 ??R???唐? ? ?10 
〃 ゾルス（D ?? ? ?? 唐?? ?15．5 
ノく／ 　ゾルス② ?b?? 澱? 唐? ? ?16 
ブ　ラ　シ　18吋 ? ?l 唐?? ? ? 
”　　スガノ（D ?3 ???? ??2 ???8 
”　　　　（D ?3 ?? ??7 店?R? ???10 
”　　　　　⑧ ? ? ? ? ? ? 
”　　リフクー ? ? ? ? 途?? 
デスクハロ　ー（D ? ? 釘? 釘?? ?45 
〃　　　（② ?4 釘? 迭?釘? ???47 
プロオドキャスタ 　　　PZ 迭?? ? ???8．5 ? 
〃 　MF① ? ? ? ? ?12 ? 
〝 　　② ? ? ? ? ?12 ?2 
〃 　ビゼッチ ? ? ? ? ?28 ? 
〃 　ピコン ? ? ? ? ?1．5 ? 
” ノ可ブラクス（D ?B?? ??．5 ? ?41．5 ?21 
” 　　② ?"??0．5 ??R? ?0．5 ?29 ?12 
スノヾイクハ　ロ　ー ? ?1 ?? 迭? ? ?14 
ドリ　ルグ　レ　ン ? ? ? 澱?? ?3 
”　　シ　ー　ド ? ? ?4 ? ? ?7 
リ　ッ　チ　ャ　ー ?2 鳴?? ?2 ??? 
K　型　ロ　ラ　ー ? ? ??R???? ? 
重　ロ　　ラ　　ー ? ?1．5 ?4 ? ? ?12 
ー82－
械稼動時間（作物別）
放牧 ?ｨ??六角i大尺 剿q草 造成 僞??第1研 ?c(ﾊB?u畜産 ?做ｹ}?農道 凩??学生 実習 倅r?㈹v 
13 ? 田?5 ? 迭?3 ?ヨ??
16 ? 涛h?R?1“ ? 唐?9 ?CX?R?
12 ? ?2? ? 途?4 ?#?
20 ?R?? 途?? ?71 
26 ?b?? 店?R?? ?97 
22 ?R?? 釘?? ?114 
2 ? ? ??
23 ??CR????? ?2 ?82．5 
27 ?? ?????2 ?108．5 
16 ? ?l ? ? ?r?
7 
11 ? ? ? ? ?71 
19．5 ? ? ???2 ?95．5 
4 ? ? ? ? ? ?18．5 
3 ?10 ?4 ? ? ? ? ?29 
3．5 ? ? ? ? ?17．5 
9 釘?? ? ? ? ?41 
1．5 
8 ?13 釘? ? ? ? ? ?112 
17 釘? ? ? ??R?? ?90 
8 ? 鳴?? ?2 ?38 
2 ? ? ??
－11 
6 
l ? ? ? ? ?4．5 
11．5 釘?? ?l ? ??7 
水稲 僥驃傚"?ﾊ萄黍 ?Y:B?ｬ豆 i ?YI?かぶ ?ﾈ??ｲぼう 冏??へ－レ ー　ジ ?(ｪ?ｼｩ;宛?
サブソ　エ　ラ　ー ? ? ? ? ? ? 
ローリングカルチ ?3，5 ??R?塗?R?? ??R??2．5 
ライムソワー（D ? ? 釘? 釘?? ?12 
”∴∴∴∴ぜ） ? ? 釘? 釘?? ?8 
ロ　ータリ　ー（D ??4 ? ? ? ? ? 
〟　　　　② ?? ? ? ? ? ? 
代撞ハローニプロ ?b?? ? ? ? ? 
”　　小　橋 ?r?? ? ? ? ? 
ポテトプランター ?7 ? ? ? ? ? 
ポ　テト　デガ　ー ?3 ? ? ? ? ? 
ピーンハーべスタ ? ?4 ?b?? ? ? 
ピーンスレッシャ ? ?4 唐?? ? ? 
リ　ヤモ　ア　ー（D ? ? ? ? ? 釘?
”　　　② ? ? ? ? ?4 唐?
ロータリ　モア　ー ? ? ? ? ?23 ?8?R?
へ　－　ノヾ　イ　　ン ? ? ? ? ?30 ?CB?
ノヾラ　ンスモアー ? ? ? ? ? ? 
ロタリカッター　MF 唐? ? ? ? ? ? 
〃　　インター ? ? ? ? ?2 ? 
ジャイロテッター（D ? ? ? ? ? 澱?
”　　　（② ? ? ? ? ?11 ? 
”　　　（D ? ? ? ? ?70 箔ch?R?
チリ　パリ　レーキ ? ? 店?R?? ?34 ???R?
ロードワゴン　① ? ? ?1 ? ? ?s?6 
”　　（② ? ? 釘?8 ? ? ?Sr?
べ－ラールーズ ? ? ? ? ?26 ? 
”　　　　14 ? ? ? ? ?44．5 ? 
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放牧地 ?ｨ??Z角 ?X悊?q草 造成 僞??第1研 ?c(ﾊB?{産 ?做ｹ}?農道 凩??学生 実習 倅r?㈹v 
7 途?? ?ll 
13．5 
13 ? ? ? ? ?36 
11 ? ? ? ? ?30 
32 
2 ? 店?R??3 ?38．5 
16 
37 
7 
‾3 
20 
12 
4 ? ?"?? ? ?10 ? 澱?6 
20 ? ? ? 澱??? 鼎B?
4 ? ?b??6．5 ?? ? ?2 ?95 
13 ? ? ? ? ? ?2 ?189 
10 ? 釘?? ???R?? ?43 
10 ? 釘?? ? ? ? ?16 
12 ? ?2 ? ? ? ??
11 
18 ? ??．5 ? ? 釘??cb?
17 ? ??R?．5 ? ? ???sb?
4 ??? ? ?192 
2 鳴?? ? ?182 
12 ? ? ? ? ? ??
13 ? ?l ? ? ? 鉄?CR?
水稲 僥驃傚"?ﾊ萄黍 ?Y:B?ｬ豆 ?YI?かぶ ?ﾈ??ｲぼう 冏??へ－レ ー　ジ 兩9;?B?
チョノヾ－　フレール ? ? ?12 ? ? ?36 
〝　　グロック ? ? ? ? ? ?36 
〃　　　　コ　ーン ? ? ? ? ? ?2 
リカッタブロワー① ? ? ? ? ? ? 
〝　　　　⑧ ? ? ? ? ? ???
ハツメックスプレー ?H?R? 釘? ?"? ? ?18 ?4 
ヘドロポンプスプレー ? ? ? ? ? ? 
〃　　　ノンクロ ? ? ? ? ? ? 
”　　水　中 ? ? ? ? ? ? 
ポンプタ　ンカ　ー ? ? ? ? ? ?8 
ホ　ー　ス巻敵　機 ? ? ? ? ? ? 
断　　　根　　機 ? ? ? ?9 ? ? 
ポートボックス（D ? ? ? ? ? ? 
”　　　② ? ? ? ? ? ? 
チョノヾ一ミキサー ? ? ? ? ? ? 
ス　ノ　ー　ド　ザー ? ? ? ? ? ? 
デスクハローブル用 ? ? ? ? ? ? 
スト　ンピッカ　ー ? ? ? ? ? ?14 
エヤーヒーダー ? ?? 途?釘? ???16 
追　　播　　　機 ? ? ? ? ?6 ? 
ー86－
放牧地 ?ｨ??Z角 刔ｨ悊?q草 造成 ????第1研 ?c(ﾊB?畜産 ?做ｹ}?農道 凩??学生 実習 倅r?㈹v 
48 
36 
2 
4 ?4 
202 
6 ? ? ? ?21 ? ?1 涛H?R?
31 ? ? ?31 
128．5 ? ? ?144．5 
2 ? ? ??
11 ?5．5 都r?5 ? ? ?#?CR?
18 ? ? ?18 
4 ? ?32．5 ?h?R?
3 ? ? ? ? ?3 
14 
38 
6 
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Ⅴ　経　営　関　係
昭和57年度の経営部各係の状況は，それぞれ前述した通りであるが，本年も6月から9月に
かけての天候不順により水稲や畑作物等は平年作を下まわる作柄となった。しかし牧草は5月上
中旬の高温で一番草の生育も良くその後もから梅雨などで品質の良好な粗飼料を確保することが
出来た。畜産関係では特に肉用牛で牛白血病，牛肺虫等家畜衛生に関する問題が出てきている。
また秋分娩となるように本年の種付は全て人工授精で行われている。乳用牛についてはほぼ前年
並であった。演習林関係はほぼ予定通りの素材生産，きのこ生産を上げているが，特に山出苗を
自家生産により安価なものとしている。しかし椎茸をのぞいたきのこの生産コストを低くする努
力が必要と思われる。機械作業関係は例年通りほぼ順調に行われた。その中で特に本年は吸引式
播種機による畑作物，飼料作物の播種が試みられた。また牧草の収穫においてはカッターブロワ
ーの大型化とダンプボックスの導入が行われ，その他いくつかの作業機の改造もはかられ作業効
率を上げる努力がなされた。家畜ふん尿の処理ではラグーンの設置等の努力がはかられたが，今
後恒久的なシステムの確立が急務とされている。また本年は農業機械整備・実習施設が着工され
その完成が待たれる。
1労務管理
農・畜・林・機械の各係における職員および非常勤職員の月別稼動状況は，それぞれの報告
（表1－13，Ⅱ－8，Ⅲ－11，Ⅳ－9）の中に記載されているが，これに関連する非常勤職
員の賃金支出月別明細を表Ⅴ－1に示した。年間の非常勤職員の延雇用人数をその割合でみる
と，農産係で15．5％，畜産係8．5％，演習林係76．0％で機械係では非常勤職員の雇用はない。
また各係の労務は，その係のほか，機械係が要請に応じて当ることが多く，その状況は機械係
の報告（Ⅳ－5，6，8，9，10）に示した通りである。
2　運営改善
農場・演習林の運営について，予算・特別の小委員会の他，臨時にプレハブ小委員会が置か
れ活動を行なった。プレハブ委員会では科学計側研究所から分譲が予定されているプレハブの
利用について検討し，その後プレハブによって家畜管理会，家畜診療室，演習林きのこ栽培室
等が建設された。運営改善について，各係で努力しているが，前年度に引続いて，糞尿公害防
止対策を重点的に検討した。
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3　将来計画委員会
昭和54年度に発足した委員会は一時中断したが前年11月に再開された。本年度は4月22日
を第1回目として数回行ない，昭和58年3月で委員会は終了し解散した。終了に当って，こ
れまでの討論について整理を行なったが，将来計画について文書化はしていない。これは，行
管による勧告を受けて，農場・演習林問題は新しい展開をみせ，次に述べる農場・演習林問題
検討委員会に具体的構想をまかせたためである。
4　農場・演習林問題検討委員会
行政管理庁による正式勧告を受けて，農学部長の諮問機関として発足し，昭和57年末から
数回にわたって開催された。文部省に対する答申の原案および昭和59年概算要求の原案であ
る農林総合センター構想のとりまとめを行った。
5　その他
1）東北地区国立大学附属農場・演習林技術職貝技術研修会開催
10月21日～22日に，山形大学・岩手大学の技官数名が参加し，当農場・演習林の技官
全員とともに，太田，西口，阿部各先生の指導により技術研修を実施した。
2）農学部農学祭（創立35周年）への参加
11月6日～7日に実施された農学祭に農場・演習林として参加し，農場・演習林・草地
研究施設の概要について，地図・写真・資料などにより展示を行なった。また乳牛・肉牛・
緬羊を持込んで搾乳を実演し，馬鈴薯・小豆・きのこ類の販売を行なったが好評であった。
草地研究施設では「安い牛肉をつくるために」というテーマを設定しパネルディスカッショ
ンを行った。
3）草地研究施設の林兼六教授が，11月8日逝去され，13日，仙台市の大滝寺において葬
儀が執り行われた。
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表V－1　経営部
月別 各係分類 ? 迭? 途? 湯?
農　　　　　　　　産 ?ﾈ?蹴?6 都b?5 塔2?9 塔(?S?
賃　金 ?s(?ccr?03455 ???S#B?15，657 ?塗?S3?309，677 
畜　　　　　　　産 ?ﾈ?蹴?3．5 ?X?R?3 ?B?3 ??
賃　金 ?cCCC?214I）26 ?3h?ss?148，191 ?S?3?B?25，842 
演　　　習　　　林 ?ﾈ?蹴?78．5 鼎38?R?34 鼎S?3835 ?3?
賃　金 ??#滴?CSb?，267，716 田Cx?ピ?2，396，246 ???8?S??22，826 
広葉樹素材生産費 ? ?99，100 ? ?
針葉樹素材生産費 ? 田8?3S? ? ?
椅　木　生　産　賞 ?171，456 ? ? ?
なめこ しめじ培養基造り賛 舞茸 ? ??3????C??1，400 ?h?cS?16，650 ??ゴ?sC??8??2?
苗　木　生　産　費 ?159，700 都X?sS?30，350 ?S(???58，300 ?H???
地　　　醇　　　費 ?471，450 ?Ch??? ? ?
新　　　植　　　賀 ?137846 ?SCX?s#? ? ?
保　　　険　　　料 ?16，100 ?h???16，192 ??3#s?66，803 都x?3??
楠　　　植　　　費 剴?X?S??2，143 鼎x?C??
部　外　協　力 下　刈　費 ?64，070 ?95，900 ?H???(??8???708，250 ?
茸　類　生　産　費 ?196，884 鼎?ビ?7，000 ?3?? ?
（支障木）伐採 そ　の　他 ?39，150 37，800 ??S??05，793 都?3C??，153，590 鉄s?3?R?
賃　　　金　　　計 ?ﾈ?蹴?98 鉄CR?32 鉄cR?85．5 ?C?CR?
賃　金 ????3Ss"?，785，197 ???h???2，860，094 ??CS?3田R?，158，345 
雑　　　　　　　　費 ?3，482 ??cS?2，138 ??##B?，276 ???B?
合　　　　　　　計 ?1，835，054 ??sド?イr?，068，319 ??ツ33??，454，241 ????33C?
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賃金等支出月別明細
昭和57年度
10 ??12 ?? ??v 儖X?????ﾖﾂ?
695 都2?3．5 ? ?637．5 ?
284，920 ?sH??r?00，820 ? ?2，439，275 ?
22．5 鼎r?2 ??CR?．5 ?8?R?50 ?
128，675 ?cx???127，724 ?#H?ツ?34，201 ?S8?33?1，976，980 ?
260 ?S?261 ?C8?R?32 ?Sx?R?129．5 ?
1，361，428 ??ャ?33??，343278 都s?3#SR?81，778 塔3?3sィ?6，218，552 ?
99，100 ?
405，800 鼎?3#S?441，000 鉄#8?涛r?51，900 ???3S?1，735，647 ?
318，818 ??3?? ?ォ???202，200 涛嶋?CsB?
7，550 ?H?S??1，400 鼎X?c??2β00 店?s??25，700 ?
6，450 ??3??22，800 鼎X?c??CH???208800 
3，700 ??3??13，250 鼎X?c??2，800 ?x???182，403 
55，050 鼎8?s??? ?609，800 ?
127，100 ??#cx?33B?30，600 ? ?2，943，284 ?
4，500 ? ?1，688，075 ?
74，578 都H?Ss?74，578 都H?Ss?74，578 ?SsH?Ss?658，249 225，043 ?
△5，400 ??3S?2，580 ? 都?3C???ゴx??? 
31，784 ? ? ?C?3?R?
665，050 16，150 ?h???20，900 ?(?3??25，600 ???鉄b?，821，998 646356 ?
352 鼎s?336．5 ?cB?36．5 ???，117 ?
1，775，023 ??C3?33??，671，822 塔????B?15，979 涛???B?0，634，807 ?
3，454 ??Cs?2，274 滴???9，406 ??ゴ?39，426 伜?ﾈ?ｷ傲?YV?
1，778，477 ??C38?ツ?1，674，096 塔祷?3#"?25，385 涛滴?田B?0，674233 ?
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Ⅵ　事
1庶　　務
l）農場運営委員会
委　　員
津　田　恒　之　教　授（学部長）
酒　井　　　博　　”　（農場長）
林　　　業　六　　〃　（草　研）
菊　元　富　雄　　”　（農　）
山　中　　　達　　〃　（〃　）
正　木　淳　二　　”　（畜）
開催月日
昭和57年4月22日（農学部
昭和57年6月23日（農学部
昭和57年7月15日（農学部
昭和57年7月21日（農　場
昭和58年2月10日（農学部
昭和58年3月18日（農学部
大会議室）
小会議室）
小会議室）
会議室）
小会議室）
大会議室）
2）附属農場・演習林全国会議
全国大学附属農場協議会春季全国協議会
（東　　京）
勝　野　正　則　教　授（畜）
安　元　　　健　　〃　（食）
高　橋　　　甫　　”　（化）
西　澤　　　敏　　”　（水）
伊　藤　　　授　助教授（草　研）
西　口　親　雄　　〃　（演習林）
阿　部　篤　郎　　〃　（農　場）
太　田　　　実　　”　（”）
5月11日～5月12日
全国大学附属農場教育研究集会並びに秋季全国協議会
（岡　　山）　　　　　　　　10月　6日へ10月8日
全国大学演習林協議会春季総会
（東　　京）
全国大学演習林協議会秋季総会
（北海道）
5月12日
9月20日へ9月21日
第58回国立大学農水産関係学部事務協議会（春季）
（東　　京）　　　　　　　　5月　7日～5月　8月
第59回国立大学農水産関係学部事務協議会（秋季）
（沖　　縄）　　　　　　　　　9月29日、9月30日
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3）農場関係の主な行事
4月16日　　播　種　祭
11月19日　　収　穫　祭
4）人事異動
庶　務　掛　長　　芋和野　周　男　　昭57．4．1　教養部奨学掛長へ
”　　　　　鈴　木　和　興　　　　　”　　　庶務部庶務課から
教授（草地研）　　林　　　兼　六　　昭57．11．8　逝去
2　会　　　計
昭和57年度の決算表はⅥ－1，経営研究部の決算内訳は表Ⅵ－2の通りである。また，主
要設備品（購入金額100万円以上）の購入については表Ⅵ－3に示した。
3　業　　　務
昭和57年度の事業計画に基づく各係の生産収入状況は表Ⅵ－4の通りである。また飼料作
物についての計画対比収量実績を表Ⅵ－5に示した。なお主な国有財産の増減は衰Ⅵ－6の通
りである。
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表Ⅵ－1　昭和57年度　歳
配　分　事　項 僭ｨ?????Zｨ?????ｧ｢?事業計画による分 ?x ??Gｨ?Z｢?v 
（イ） ??ﾘ??iイ＋ロ）ヨハ） 
農場管理学研究室 ??C3x???414，000 ??ゴ?3??
草地学研究　室 ??C3x???825，000 ??#c(???
家畜管理学研究室 塔sx???1，314，000 ????3??
森林管理学研究室 ??c3?3??335，000 ??都8???
農　　産　　　係 ?X?Ssh???△2，350，000 ?8?##h???
物　　件　　費 ??8??x???｢?i△2，350，000） ???3sCx???｢?
賃　　　　　　金 ???Cs?3??｢????Cs?3??｢?
畜　　産　　係 ??3??3??810，000 ??3sC?3??
物　　件　　費 ???3Cc?3??｢?i810，000） ???3#s???｢?
賃　　　　　　金 ???Cc?3??｢????Cc?3??｢?
機　　械　　　係 ??3#S(??? ??3#S(???
物　　件　　費 ???3#S(???｢????3#S(???｢?
演　習　林　係 ??3SCH???500，000 ??3?H???
物　　件　　費 ???3CcS??｢?i500，000） ???3田X???｢?
賃　　　　　　金 ?嶋???3??｢???????3???｢?
家　畜　診　療　係 ??塔?3?? ??塔?3??
経営部共通賞 ????? ?????
管　理　経　費 ??3?8???△　1，160，243 ?鱚?(?sSr?
営　　　繕　　費 ????3??3，200，000 店?#????
林　道　維　持　費 ????3??1，000，000 ????3??
設　備　充　実　費 ??CS?3?? ??CS?3??
予　　備　　　費 ????3??△　2，000，000 ??
学生宿舎経費 田S?3?? 田S?3??
学生実習炊婦賃金 ?塗??? ?塗???
臨時特別事業費 祷???3?? 祷???3??
自動車購入費 ?2，597，000 ??S度???
特　別　設　備　費 ?3，520，000 ??S#?3??
設　備　更　新　費 ?285，000 ?ス???
理工系学部設備費 ?1，900，000 ????3??
国設宿舎維持費 ?2，500，000 ??S????
設備特別整備費 ?10，800，000 ??3??3??
計 ?3h?cc?3??24，489，757 ?c?3?x?sSr?
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出予算決算額調（目）校費
（単位：円）
支　出　額 （ニ） 俚x初uﾈ蠅?ﾘ?ﾋ逢｢??闔ｩ??ｨ?7ｨ???@　　　　　　　　　　　　　考 
2，825，424 ?X?Ssb?
3，375，213 ?(??8?#??
2，242，313 ?(??S?33??
2，194，167 ?(?##?3?r?
13，224，539 ??Cc? 
（10，785，264） ??(??3?3#cH??
（2，439，275） ??????3s#X??
21，795，930 ?(??SX??? 
（19，818，950） ??(?SCx?鉄?｢?
（1，976，980） ????????｢?
10，557，731 田滴?#c? 
（10，557，731） ????滴?#c?｢?
29，089，148 ?(??CX??? 
（12，086，596） ????ピ?3C???
（17，002，552） ??(??3?8?SS(??
2，136，846 ?(??h?イb?
39，426 ?c?3SsB?
29，373，485 田S?3#s"?
5，562，870 ?(?3c(?ピ? 
3，163，620 ?(??8?c#? 
3，613，000 ?(??X??? 
0 ??
791，395 ?(???33迭?
365，920 ??3?? 
9，651，040 ?(?SS?3?? 
3，100，000 ?(?S???? 
3，600，000 ?(?????? 
320，000 ?(???3X??? 
2，208，000 ?(?3???? 
2，747，690 ?(?#Cx?c??
9，180，000 ??c#?3?? 
161，157，757 ??
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表Ⅵ－2　　昭和57年度
農　　産　　　係 剪{　　産　　　係 刮堰@習　林　係 
事　　　　　項 仞??｢?磨@　　　　項 仞??｢?磨@　　　　項 仞??｢?
〔物　件　費〕 ??ゴ#cB?k物　件　費〕 ?塔??鉄?〔物　件“賀〕 ?(??h?S澱?
種　　　苗　　　費 鼎ンs??煤@　　料　　費 ??3?(?s??L葉樹素材生産費 店?sc?3Ss?
肥　　　料　　　費 都sピ?"?q　柵　材　料　費 ???h?#??j葉樹素材生産費 田???B?
農　　薬　　賞 都?鼎?精　　　液　　費 ?3(?C??梶@木　生　産　費 ??
油　　　脂　　　贅 ?ccC??j場及び市場経費 ?#x?S??l言珪遷蔀貴 ?CssCヲ?
機　具　資　材　費 牝｣S##??油　　　脂　　　賀 鉄SX?3sR?Q窯驚・炉穐 ??3S(???
〔賃　　金〕 ?C3?sR?剥ﾞ料及び雑費 店?鉄3ャb?n　掠　経　費 ???c??
給　水　設　備　費 ???sC?新　橋　経　費 都##?
〔賃　　金〕 ??都h?塔?桶　橋　経　費 ??
下　刈　経　費 鼎Sh?S??
除　間　伐　経　費　　568，170 
山欠勤止対策経費 ?#?3s??
共　通　機　材　費 ???cS?
共　通　管　理　費 ?#(?CC"?
〔賃　　金〕 ?x??(?SS"?
広葉樹素材生産賞 ?S?3S??
針葉樹素材生産費 ????3?"?
相　木　生　産　費 ???s??
なめこ，しめじ，ま いたけ培養基造り費 ??Ss?3sモ?
苗木生産賞，植林用 苗木醍入管 田3X?Y???
地　掠　経、賀 ???x?scR?
新　植　経　費 ??sS?3CsR?
補　植　経　費 ?3H?Sc?
下　刈　経　費 ?都?3?2?
除　間　伐　経　費 ????3c??
山火事防止対策籍賞 都ォ???
共　通　管　理　費 都SX?C??
支　出　額　計（イ） ?8?##H?S3? ??3s店??? ??3??3??
配　分　予　算　額（ロ ?3##c?? ??3sC?3?? ??8;??3??
差引増△減額（ロイ）の ??Cc? ?#SX??? ?#CX???
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経営部決算内訳 （単位：円）
機　　　械　　　係 剏o　営　部　共　通 剄〟@計l 儖X???ﾖﾂ?
事　　　　　項 仞??｢?磨@　　　　項 仞??｢?
〔物　件　費〕 ??8ｩ??s3?〔物　件　費〕 ??3C#b??
油　　　脂　　　貿 ???H???雑　誌　等　経　費 ??3C#b??
維　　持　　　費 度??H?CC?〔賃　　　金〕 ???
備　　　雑　　　費 ??3S?3?2?? ?
〔賃　　金〕 ??? ?
【 ??Sx?s3? ??3C#b?4，7（胎，774 ?
11，252，000 ?200，（調0 都X?Cc(??? 
694269 ?160，574 都SX?##b?
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表Ⅵ　－　3　　昭和57年度
事　　　項 ?ﾘ?OX?V??ﾂ?K　　　　　　　　格 ?H?|｢?
設備充実費 ??87h7ｸ6(4??UBT－5　4　2　0 鳴?
自動車購入費 儿?ｨ无Z一?竟B?坙?－FD174A型 ??
設備特別整備費 〃 〃 特別設備費 ??(5韭靼)?Eﾉf飲ﾈｴ?ハツメックブームスプレヤーKH－4　50E6 鳴?
トラクター ?85ｨ4ﾅCs??? 
ショベルローダ ?X4(??5h??4x8??x8?H4?85?ｳ???1 
窒素蛋白質分析装置 ??ｸ6X6(4??h5?X8??1 
校　　　　費 侘Hｴ84ｸ5?(6ｨ5?ｲ?O栄側器製IH21A ??
表Ⅵ－4　昭和57年度　各部事業
農　　　　　産　　　　　係 劔?ｸ????蜥?
区　　分 假ｹ?ﾈﾊ俛隗｢????ﾈﾜ?｢?ｾh??Z｢?茁?ｩ込額 
数　量 仞??｢?煤@量 仞??｢???|｢?焉@額 
水　　　稲 ?r?~ 俤r?~ 从ﾘ????ｲ?ﾗ ??24，750 度??X???19，800 塗???3?R? 3 ?:｢?R?，460，000 
馬　鈴　薯 滴?C??59，000 ??ンR?28，450 ?x???ｸﾒ??3??3??
小　　　豆 ??S??75，000 ??鉄x?R?24，275 ?凭ﾂ???SS?3??
大　　　豆 鉄??9，6IOO ?s?56，400 剴ｪ 80 ??33s?3??
ご　ぼ　う ????201，500 都#?76，080 冤????"?ｪ 25 ?sX???
大　　　根 ? ?ﾂ?冽(???m?向 260 ケ 100 ??3???3(???
にんじん ????200，000 ???b?16，480 ?ｸ???V?
梅 ??#??60，000 ??ssr?33，100 ??h??
粟 各係合計 ???50，000 9，440，100 鼎Cb?33，800 8，209，640 僮ね 14 ?H???3?3イ?3??
総合計　器誓祭　器器塁胃 
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主　要　設　備　品　購　入　調
（単位：円）
金　　　額 僞ｹ?ﾉD霾?｢?_　約　の　相　手　方 仍??InR??@　考 
円 2，280，000 ??Sx?x???Gム・エス・ケー東急機械㈱仙台支店 亢?"????b?b??B??ｷ差金含む ノ′ ノ′ 
3，250，000 ??Sx???#?新宮城日野自動車㈱古川営業所 
1，092，000 ??S?C8?#?㈲マルナカ商会 
3，480，000 ??S?C8?3?宮城イセキ販売㈱ 
2，400，000 ??S?C8?3?東北ティー・シー・エム㈱ 
3，600，000 ?Sx?????i㈱星理科学器械 
1，440，000 ??Sx?x???i榊テスコ 倅???B?
計画収入見込額及び収入済額謂
係 刮堰@　習　　林　　係 
収　入　済　額 刹諱@　分 假ｹ?ﾈﾊ俛隗｢???ﾈ?ﾜ??｢?
数　量 仞??｢???|｢?焉@額 ?H?|｢?焉@　額 
向 ??広葉樹素材 ??#??~ ?｢?~ 
102，165 頭 34 祷?cSH?S迭?8，400，000 ??3c?Cッ?941，281 
29，205，176 ?ｩwH??ﾝ?300 店?C????322．362 塗???3??
16，664，226 ?h?,X???ｹg 300 ?C?3??　短 229．5 ???c??
頭 88 ?(?SC?3鉄?乾燥椎茸 都??，500，000 鉄??コ?，671．400 
頭 3 都?3??な　め　こ 塔??00，000 田#?Cb?14，300 
細 284 ケ 81 的 11．45 鉄h???#X?????CS?3?3?8?鼎?し　め　じ 鼎??20，000 鉄c?C?455，840 
まいた　け 鉄??，250，000 19，510，000 ?c8???903，270 19，649，691 
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表Ⅵ－5　昭和57年度飼料作物収量見込及び実績調
区　　　　　　分 假ｹ|ｨﾊ俛?実　　績 儖X???????????ﾖﾂ?
水　　稲　（玄米） ??#S?r?00細 ?
青刈テントコーン ?????159，500 ?
青XiJツ　ルガ　ム ?????102，000 ?
へ　イ　　レ　ー　ジ 鼎3?3s??34，500 ?
牧　　　乾　　　草 ?CX?3??29，795 ?H488ﾈ?5yg???3??r?
放　　　牧　　　草 鉄??s??19，000 ?
北　山　牧　乾　草 ??3??39，526 ?
北　山　放　牧　草 ??csX?C??，434，600 ?
大　麦　子　実・韓 ?h?#??20 ?H488ﾈ?5y?I馼I?????ﾂ?
飼　　料　か　　ぶ ???S??00，500 ?
表Ⅵ－6　昭和57年度国有財産の異動
名　　　称 ?I|｢?焉@　　額 偸hﾔ吋霾?｢??@　　　　　　　考 
家畜管理会 鳴?，674，105 鉄x???#R?V　　設 
第二育苗窒 ??，118，479 鉄x???#R?V 
気象観測小屋 ??3，000 鉄?H?(?#R?h 
” ??6，296 鉄?C(???p途廃止 
家畜診療所 鳴?36，060 鉄x????R?V 
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Ⅷ　学　生　実　習
本年も例年の通り，農学科・畜産学科・農芸化学科の3年次学生に対して実習を行ったほか，
食糧化学科の学生には農場見学がなされた。
1　農学科（必須4単位）
5月・7月・10月の3回にわたって，表Ⅶ－1のような実習を行った。参加学生数は27名で
あった。
表Ⅶ－1　昭和57年度農学科学生実習
実　　　　習　　　　内　　　　容
農場概況説明，場内見学
水稲播種，育苗管理，田植
水稲補植
各圃場の生育経過説明
作物の管理作業（水田，畑の除草）
トラクターの基本操作および耕転整地作業
牧草地の管理作業（牧草の刈取および調整）
演習林実習
県古川農試見学
水稲刈取，脱穀
畑の管理作業，水稲収愚調査
土壌断面調査
牧草地の管理作業（ギシキンの除去）
注：7月と10月には朝食前に交替で家畜管理および搾乳実習を行った。
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2　畜産学科（必須2単位．選択1単位）
1）牧場実習I（表Ⅶ－2参照）…・・・必須
57年8月20日一一28日
参加学生数　28名（うち1名は4年生）（実習内容は別表）
2）牧場実習Ⅱ……選択
58年2月24日、3月2日
参加学生数　　2月24日～28日　　　10名
2月28日～3月2日　　　9名
（冬期間の家畜飼養管理）
表Ⅶ一2　昭和57年度牧場実習I日程
月　　日 况｢?ﾀ習内容（上段午前，下段午後う 
8月20日 ガ21日 〝22日 ”23日 ”24日 ”25日 〃26日 〃27日 〃28日 仞?7??｢??懌?R??ｾ?7?県畜試見学（岩出山町） 
農場説明，班編成，畜舎整備 
バター・チーズ製造 
めん羊と殺，解体，断尾 
家畜審査（乳用牛） 
直腸検査法，発情鑑定法 
畜舎清掃，糞尿処理 
竃牧操作法，放牧地管理 
人工授精法 
トラクタおよび草地管理機械操作 
植生調査法，放牧家畜管理 
去勢法，採血法，除角法，家畜寄生ダニ類 
サイ　レージ調整 
同　　　上 
乾草調製 
同上，　コンパ 
宿舎清掃，実習検討会 
注）　夕食後，翌日の実習のための講義を適宜おこなう。
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3　農芸化学科（選択　2単位）
7月12日（月）より7月16日（剣まで，表Ⅶ－3の内容で実習を行った。参加学生数は19名
（内女子2名）であった。
表Ⅶ－3
月　　日 况｢?ﾀ　　習　　内　　容 
7月12　日 佇?農場概況説明，場内見学の後，搾乳実習の説明 
〃　13　日 ??畑，水田の除草，トラクターの基本操作および整地作業 
〃　14　日 ?R?y壌断面調査（草地，林地） 
”　15　日 冦?バター加工，実習反省会，講座のガイダンス 
”　16　日 仞?演習林のスライドによるガイド，きのこ人工栽培の見学 
毎朝6，00時よりグループ（4－5名）ことに搾乳実習を行った。
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Ⅶ　　研　　究　　実　　績
1．農場管理学研究室（1研）
1－1）　牧草地（放棄草地）における管理による植生の変化について．昭和57年の成請
酒井　博・佐藤徳雄・遊佐健司・鈴木しずえ・酒井昭子
数年にわたって管理を放棄したため，ススキ草地型に移行した牧草地について，施肥および刈
取を行い，植生の遷移について考察する。
試験方法：オーチャードグラス・トールオートグラス・レッドクローバを播種し，その後放棄
していた牧草地15号30aについて昭和47年から施肥および刈取管理を再開した。施肥は毎年4月
に試験区の1／2に行い（N・5bg，P205・10南，K2〇・5向），施肥区・無肥区各々に刈取
試験AおよびBを設定した。試験区Aは1回刈（10月下旬）〔A－I〕，2回刈（7月上旬と10
月下旬）〔A一皿〕，3回XIJ（6月上旬と7月下旬と10月下旬）〔A一皿〕として，1区4ne・
4反覆である。試験区Bは1回刈（10月下旬）〔B－I〕，2回刈（6月中旬と10月下旬）〔B
－Ⅱa〕，2回刈（7月下旬と10月下旬）〔B－Ⅱb〕として，1区4ne・5反覆である。中間
追肥は2回刈区・3回刈区について，1回刈取後（N・5南，K2〇・5向）を行った。　調査は
早春および刈取毎に，各軍種別に華南・被度・重量・乾物率について行った。
調査結果：昭和57年の結果について，各処理区の出現草種数を表1に，乾物重量を図1に，主
要草種の乾物重量を表2に示した。本年は試験を開始してから11年目に当っている。
調査時に出現した草種は調査時期や調査区によって異なり，1回刈は10月のみの調査のため2
回刈・3回刈に比べて軍種種数は少ないが，試験開始後，出現軍種数は梢増加の傾向がみられる
また施肥区に比べて無肥区（こおける革種数が多い。各刈取時における乾物重畳は前年迄と似た傾
向を示し，各処理区とも施肥区は無肥区のほほ2倍の重畳を示している。また1回Xi」は2回刈・
3回刈に比べて2倍または2倍以上の重量を示すが，これは1回刈区の優占種がススキであるこ
とがその主因である。2回刈・3回刈区の間には有意差が認められないが，本年はB一皿区の重
畳が他区より高い。乾物重畳のうち牧草の重量は施肥区では2回刈〔A一皿〕が高く，無肥区で
は2回刈〔B－Ⅱa〕と3回刈〔A一皿〕が高い傾向がみられる。諸藩を構成する主要草種につ
いて，施肥およびXiJ取に対する反応は異なり，表2に明らかなように処理区によって乾物重畳は
大きな変化を示している。
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表1．各処理区の出現草種数
肥料　　刈取 ????A　一　皿 ??耳?萪?　－I ??uX??B一皿b 
施　肥　区 ??30 ??24 ?B?6 
魚　肥　区 鼎B?1 鉄B?9 鉄2?1 
表2．主要革種の各処理区乾物重畳（グ／l諒）
刈取 草積丹料 僊－I ???uR?－Ⅲ ???B一皿a ?耳葷"?
ス　ス　キ 倡ｹNﾈｾb?，382 鼎?93 ??3??55 ?#r?
魚肥区 鉄??7 ?B?76 ?B?1 
オーチャード 倡ｹNﾈｾb? 鉄"?2 ??8 ?B?
グ　ラ　ス 仍ｹNﾈｾb?6 ??69 ??6 鼎"?
ハ　ル　ガヤ 倡ｹNﾈｾb?2 ???33 ??211 ?3?
魚肥区 鉄?99 ???0 ???08 
ワ　　ラ　　ビ 倡ｹNﾈｾb? 塔?114 ??97 ???
無肥区 ??8 ??2 ?"?5 
ヨ　モ　ギ 倡ｹNﾈｾb?8 湯?．2 鉄?27 ?R?
魚肥区 ?"? ??"?6 澱? 
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1－2）　ローダリ・べ一ン式施肥実験機による大粒径肥料の広幅散布
阿　部　篤　郎
急傾斜草地に対する機械化施肥作業技術を確立するため，先に開発した施肥機構の一つである
ロータリ・べ一ン式施肥機樺を応用した実験機を試作し，圃場における走行散布実験を行って，
大粒径肥料を用いての広幅散布作業への適否及び構造上の問題点を検討した。
1．実験機の構造
試作した実験機の概略構造をHg．1に示した。すなわち，ロータI）・ベーン④の上方にホッ
パ（D，フィード・ロール（D及びフィード・シュート③を配置し，これらを台車上に登載して，ト
ラクターによりけん引走行しなから進行方向の左右両側に肥料を放出散布するものである。トラ
クターPTO軸から実験機主軸に伝達される回転動力の一部は　ギヤボックスを介し2倍に増通
されてロータリ・べ－ン鉛直軸を駆動し，また，一部は無段変速器⑤を介してフィード・ロール
を駆動する。ロータI）・べ－ンは，鉛直軸の周りに位相差90。で固定した4本のアームのおのお
のに，打撃面をゴムライニングした鋼板製のべ－ンを仰角が調節できるような方法で取り付けた
ものである。ベーン内端及び外端の回転半径は，それぞれ，55mm及び345問，ベーン幅は60叩，
放出点の地上高は約900脚である。
実験機に用いた施肥機橙は，いわゆる衝撃形式に属するものであるが，同じ形式に属する他の
機構に比べて，外見的に　①打撃部の外周を覆うケーシングを有しない　②肥料供給口の形状及
びベーンとの相対位置が異なる　などの相違点がある。これらの相違点は，本機構においては，
粒子の放出をベーンの打撃作用だけに依存して行うこと，また，打撃はベーン回転面内の極めて
狭い一定の位相角の範囲内でのみ行われるように肥料供給方法を設定することによって，ケーシ
ングなど放出方向を制御する装置を用いないで粒子を斉－な方向へ放出できることなどの特長に
よるものである。
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2．供試材料及び実験方法
（1）　供試材料
平均直径19．7m，平均重量6．3gのほぼ球形に造粒された大粒径肥料を供給した。球形
とみなして計算した比重最は1，56g／cH，終末速度は28trl／Sであった。
（2）　実験の方法
平均傾斜度約50で，　ほぼ一様な傾斜の草地において，ロータiI・ベーンの回転面を水平
に保ちつつ走行しなから肥料を散布し，その分布状態を調査した。実験機の走行中心線から左右
両側に向かって幅2mの帯状の調査区を設定し，この中に落下した肥料粒子を走行中心線から左
右の距離別に回収して，横方向分布蛙能を求めた。
実験条件は　ロータI）・ベーン回転数LOdorpm，ベーン仰角50。，走行速度0．8111／S，無
風であった。（ベーン内端及び外端の周速度は，それぞれ，5．8m／S及び36．1m／S）
3．実験結果と考察
走行散布実験における肥料粒子の放出方向は，走行中心線にほぼ直角に左右両方向であること
が認められた。これは，既報の単一粒子放出実験の結果と良く一致し，本実験機における肥料供
給方法，すなわち，ロータリ・べ－ンの回転半径方向に平行する細長い開口部から粒子を薄層状
に供給する方法は，ロータリ・ベーンによる粒子の打撃が行われる位相角を狭い範囲に限定し，
斉一な方向へ粒子を放出するために有効であることが認められた。
放出肥料の横方向分布状態はFig．2　に示したとおり，左右両側とも走行中心線からの距離7
－8mの地点で著しく高い分布量を示し，この地点から遠くなるに従って漸減する傾向を示した。
肥料分布の変動係数は0．91で，従来から利用されている遠心力式肥料散布機に比べてかなり高
い値を示し，分布状態の改善の必要性が認められた。
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diI・eCtl°n°r motlon，○：Lert hand distributlon or tracCor direction of●motlon）
実験によって得られた散布幅は　走行中心線の左右両側に，それぞれ約35m，合計約70mであ
った。
ベーンの打撃あるいは機体各部への2次衝突によって起こる粒子の破砕は極めて少なく，回収
調査した肥料粒子中，破砕粒子の比率は約1％に過ぎなかった。
以上の結果から，ロータI）・ベーン式施肥機構は　大粒径肥料粒子に大きな運動エネルギーを
与えて放出散布し得る可能蛙が認められ，この方法を用いて肥料散布幅を飛躍的に拡大し得るも
のと考えられたが，肥料の分布状態についてはさらに改善の必要が認められた。
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1－3）　寒冷地稲作の安定・多収に関する研究（昭和57年度成績・東北大学農場）
佐藤徳雄・酒井　博・遊佐健司
1．研究目的
寒冷地稲作の良質・安定・多収技術の確立を目指し，特に苗質・栽植密度・施肥の相互関連性
を検討するo
なお，本研究は東北・北海道地域大学農場の共同研究の一環として行ったものである。
2．供試圃場　4号水田
3．試験期間　1982年（初年目）
4．試験方法
1）供試品種：アキヒカリ
2）耕種概要
（1）播種期：4月3日
（2）播種量：催芽柳70g／箱
（3）施肥畳：N，P205，K20　各2g／箱
（4）育苗法：中西式ハウス育苗
（5）移植期：5月14日（40日苗，3本檀）
（6）栽植密度：試験設計による
（7）本田施肥量（10a当り成分量）
N，P205，K20　　各11．5　kg
元　肥　　（4月27日）：5．0　的
活　着　時（5月19日）：1．5　kg
出穣20目前（7月15日）：2．5　地
積　揃　期（8月18日）：2．5　鳥g
（尿素複合塩加安777号を使用）
（8）除草剤：MO－→マーシェット→マメットSM（粒剤）
〈9）イモチ病防除：オリゼメート粒剤，カスミン液剤
3）試験設計：栽植密度30，45，60，75，90および120株／3．3房の6段階とする。
4）供試面積：l区541霜　3反覆
5）調査項目
（1）酋質調査（100個体），（2）生育調査（各区10株），（3〉　収穫物調査（各区10株）
（4）坪刈調査（各区6ヶ所）
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5．試験結果
1）気象槙況
当農場における昭和57年7月から9月までの気象経過は，図1に示したとおりである。
気温：6月なかばから8月はじめにかけては低温であった。特に，6月下旬と7月下旬は低
温の度合が大きかった。
8月後半は最低気温が高く，気温較差が小さかった。9月上，中旬は再び低温となった。
日照：7月なかはまでは極めて多照であったが，それ以降8月末までの期間は寡照であった。
9月はほほ平年並であった。
降水量：7月下旬は多めであったが，7月上，中旬と8月は少なかった。
9月は台風15，18号の影響で多かった。
2）作　況
7月なかばから8月はじめにかけての異常低温と日照不足が影響して不稔障害が発生し，
特に，7月下旬には最高気温20℃を割る日が4日も出たため，減数分裂期に当たる早生品種
は不授精のもみが増加した。
8月中，下旬は気温較差が少なかったことと，9月上，中旬の低温寡照で，米粒の充実度
（肥大）が悪く，収置，品質共に低下した。
ちなみに，宮城県の水稲作況指数は91で，昭和55年の79，56年の総に次ぐ不作となった。
3）試験成績
（1〉　生育状況
（a）箱当たり70g播きの移植時（40日苗）の酋質は表1－（1）に示すように，草丈：13cm，
葉令：4．0葉，分げっ数：0．2本で，良質のものが育成できた。
（b）植付後2週間ごとの草丈，主帯葉数，茎数は，図2に示すように推移した。
最終調査時（8月20日）の草丈は83．8－93．7cm，葉数は12．8－14．0葉，l株積
数は12．9－37．5本で，いずれも粗植区ほど多くなる傾向を示した。　しかし，1訪当
たり棟数（341－469本）は，逆に密植区ほど多くなった。
（C）生育ステージは表1－（2）に示すように，粗植区はど遅延し，とりわけ，最高分げっ期
が7月9日～お目，出穂期が8月3日～15日で，栽楢の粗密による変動幅が大きかった。
（2）生育に伴う乾物重と築面積指数の推移
最高分げっ期・出穂期および成熟期における稲体の部位別乾物重心表1－（3）に示した。
一株当たり乾物重は各生育期とも粗植区はど多くなったが，1諦当たり乾物重は最高分げ
っ期で密植区ほど多くなったほかは大差がみられなかった。
葉面積指数は最高分げっ期が1・52－2．45，出穂期が3．79－4．31，成熟期が2．54
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～2．82で，栽植密度間では，とりわけ，30株植え区の値が小さかった。
（3）収穫物の分解調査
トレース株について分解調査を行った結果は，表1－（4）に示した。
（a）一株穂重，一株頴花数は粗植区ほど多くなったが，1訪当たりでは，75－120株植え
区で多くなった。
（b）稔実歩合は51－58％で，出穂期の遅れた粗植区はど低くなった。
（C）登熟期の8月申，下旬は気温較差が少なく，9月は低温に経過したため，米粒の充実
が悪く，玄米千粒重は19．3－19．7gに止まった。
（4）坪刈り収量
玄米収量は表1－（5）に示すように，299－465的／10aで，栽植密度間では収量構成
要素から算定した収毘（表1－（4））と同じような傾向を示し，生育が遅延し，障害不稔が
多く出た粗植区ほど減収した。
（5）他地域との比較
東北・北海道地域で，施肥条件を同じくし，標準的な栽植様式（75株／3．31ので栽培
した水稲の生育・収量を比較してみると，表2に示すように，他地域よりも無効茎の増加，
登熟歩合および玄米千粒重の減少が著しく，単収は，東北の他地域（同じ品種）の平均よ
りも27％ほど減少した。
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表1．宙質，生育期，収穫物，坪刈り等の調査成績
（1）移植時の宙質
草　　丈　13．0　cm 亂9Z因H??X???x???)??
築　　令　　4．0　築 冽Ilｩ??Sド?3?????ﾌ)??
分げっ数　　0．2本 ?
（2〉　生育期（月／日）
区　　分 况9^Hﾆ?ﾈｯ｢?ﾅ高分げっ期 偬????????B?穂揃　日　数 
始 弍｢?ｵ 
30株／3．3 度???　／23 嶋?r?／15 嶋???0日 
45　　” ?2?0 澱?3 ?R? 
60　　〃 ?2?0 迭?2 ?B? 
75　” ?2?6 迭?1 ?2? 
90　” ?"?3 釘?0 ?"? 
120　　〝 ?"? ?? ??8 
（3）乾物重（g）
区　分 冤i　　株　　　当 劔冤　　　訪　　　当 劔儉AI 
生薬 侘ﾙwB?e＿・薬輔 ?(??ｪ 俘xﾇb?ｶ薬 侘ﾙwB?黶E葉輔 凭ﾒ?ｪ。 俘x?ﾇb?
最 俚ﾘ?ｩB?．71 ?ﾂ?1．11 ?ﾂ?．20 ?8???0．1 ?ﾂ?00．0 ?ﾂ?8．2 ???2?．52 
高 ?8??．51 ?10．58 ?4．85 ??C釘?8．8 ?144．3 ?66．2 ?祷?B?．94 
分 ??ﾒ?．93 ?ﾂ?．24 ?ﾂ?．27 ?X?CB?9．6 ?ﾈ????31．6 ?ﾂ?9．5 ???r?．74 
● ? ?ﾂ?? ? ?●　◆ 
つ 都R?．47 ?6．49 ?3．32 ?H?#?101．6 ?147．5 ?75．5 ?#H?b?．98 
期 鉄???｢?．06 3．23 ?ﾂ?．27 4．01 ?ﾂ?．41 2．69 ?(?sB????10．7 117．4 ?ﾂ?71．0 145．8 ?ﾂ?5．7 97．8 ?Cx?B?c?C?2．02 2．45 
出 鉄?19．53 ??s2?4．85 ?8．97 塔H???77－5 塗?b?98．6 ?ﾂ?1．5 ?｢?cH?"?．79 
45 ?8?3r?．67 鼎?C#r?x?3?61．61 ???B?．1 鉄C?C2?涛?Cb?40．4 滴?s"?
蘭 ??10．40 ??S?30．80 ?ﾂ?．90 鼎h?c?189．1 祷??559．9 ?ﾂ?9．1 塔Cx?"?．20 
75 嶋?#?0．40 ?x???| 滴???0．40 ?ド???．0 田??r?| ????917．2 滴???
瑚 鉄?7．04 ??3r?0．95 ?ﾂ?．88 ?(?#B?92．0 ??C?571．3 ?ﾂ?05．8 塔s?C"?．31 l柳 店???．28 h?#?－ ? C?24．06 ? ?"? ．2 鉄 ??－ 涛?CR 74 滴?3?
成　績） ?3．8 ???65，0 鉄X?B??〝 ′′ ′′ ′′ ／′ ?3x?"?25．4 ?x?2?90．9 鉄??b??′′ 〟 ′′・ ′′ ′′ ??#Cx?"?．54 
45 祷?b?．6 鼎x?"?9．0 ?8．4 ?3?C?35．5 田C8??532．0 ?，342．2 ????
熟 期 ??7．4 ???37．0 ??C?都x?"?34．5 ?h?B?72．7 鉄S?C???C??R?．80 
75 店?b?．8 ??CB?7．9 ?3．7 ?#x?2?0．9 田Sh??634．2 ?，459．3 ??sB?
鎖） 滴?r?．3 ?(??25．0 ?3．8 ?#?C"?5．5 田#?C?681．8 ?，467．3 ??s?
120 ??b?．0 ?X??18．2 凵g37．8 ?#H??36．4 鉄CX?B?61．8 ?，368．5 ??s?
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（4）収穫物の分解
区　分 ?ｨ顗??u株積数 ?ｨｩI^H??z 諸種重 ?ｩ^B??I??鼕?頴花数 冕ｸ?^?r?ｺ米 千粒重 囘ｲ??I??諸 精玄米重 
株／な3 睦??7．5 睦? ???B?，840 ?2? ?H???g 
30 ??CR?SH?B?94．5 剴S?C"?9．4 ?46．7 
45 ??#?27．0 ?H?b?71．8 涛?C?2，670 鉄?C"?9．3 ?h?C??61．6 
60 ????2．4 ?h?B?80．0 涛X?r?，144 鉄?C?19．4 ??3塔"?84．9 
75 ??#?19．3 ?8?"?27．3 涛H?b?，826 鉄X??19．5 鼎?3S??45．1 
90 ??3r?7．1 ?8?B?38．2 塔X?b?，464 鉄x?R?9．5 ??3?r?47．7 
120 ??#?12．9 ?h?R?00．0 塔x?R?，129 鉄X?b?9．7 鼎?3?R?49．7 
（5）坪XIJり収量
区　分 ?ﾘ?n??B?ｸ　玄　米　重 ?ﾘ?.x???烽ﾝ／わら比 
株／．3訪 俤x???砧／10a 佰ﾈ???0．59 
30 ???7?8?V?299±35．Oa 田s??ﾘ?#?C?
45 鼎?7鉄?C??04土37．3a 田店?7??x?2?．59 
60 鼎3I7都8?f?310士60，9ab 都3x?7???C?0．59 
75 鼎s8贊c?Cv??83士44．18bc 都??齎?s8?R?．66 
90 鉄3?田(?ﾆ&2?27土46．5cd 田s8?齎?3?C?0．79 
120 鉄??S(???65±39．4d 田C?????Cr?．90 
表2．東北・北海道地域の水稲生育収量比較
（75株値／3．3ne）
大学名 傀ｨﾝﾙ&?品　種 偬?Hｯ｢?ﾅ　高 冲ﾈﾏ杏2?鼕?囘ｲ?o　熟 侏ｨ?¥B?P収 冢???
茎　数 竸??r?艨@数 ??I??焉@合 ?y{?B?.ﾘ.yNB?
北海道 倅H?g?イ　ンカi） ?冦ｨ??ｨ??ﾌ） ?ｲ?ﾌ） ??H??(????堀??組AOa ?（8／5） ?C?｢?| ?( H???ド ?｢?i21．3） ?田#?｢?| 
弘　前 仞???アキヒカリ 嶋???8．4 都(?R?0．6 ?H?sc?72．3 ?(?2?36 ??コ?
岩　手 ?x?圓?Aキヒカリ 嶋???6．1 田H?B?6．8 ?(?s#r?8．3 ??C"?48 ????
東　北 ?ﾈ?6?アキヒカリ 嶋???2．8 鉄?C?19．3 鼎?3S??5．0 ??CR?83 ??cb?
東　北 俾ﾙ8y??Aキヒガリ 嶋?b?3．4 田?C?21．5 ??3??63．5 ??C?541 ????
山　形 ???｢?Aキヒカリ 嶋??20．1 都?C?15．9 ?H??B?8．3 ?(?b?81 ??S?
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1－4）　水稲疎植栽培農家の実態調査
佐　藤　徳　雄・　酒　井　‘博
異常気象克服事例についての技術解析を行うため，疎植農家の実態調査を行っ
た。
1982年稲作期間
A．佐々木　正　芳　氏：（989－66）宮城県玉造郡岩出山町池月字下宮酋代目7
〇　品　種 ササニシキ
○　育苗法
1）様　式：苗代無加温トンネIレ育苗（箱酋）
2）種籾の予措： 3月15日塩水選べンレート粉衣
3月20日～31日没種（2日おきに水を入れ替える）
催芽：風呂場浸法1日半，芽長鳩胸程度（0．5m）
3）床土：田上9：山土1，pH矯正せず
4）播種：4月13日，1箱当乾籾40g，機械播き
5）育苗管理：2－3葉以降は保温折衷苗代と同じように管理し，特に薄播きなので，板張り
をよくするために，極力水を掛けないように注意した。
○　植付時の苗質（100個体平均）：
草丈15．5cm，築数4．6令，茎数1．8本，乾物重6．28g／100個体
○　栽植様式：30cm×20cm（16．7株／誘，55株／3．31の，1株1－3本植
○　移植期：5月13日
○　施肥量：
（b／10a） 項　　　目 侏8??Nﾂ?ﾇ　　　　　肥 剿ﾈﾇh??5月24日 嶋ﾈ綺?｢?月　5日． 
N（硫安） ????．50 ??CB?．00 
P205（過石） 店???| ??Cr?| 
K20（塩加） ????| ??CB?| 
堆肥（牛ふみこみ）1．0トン／10a
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○　除草法：MO粒剤　→　ショウロンM粒剤　→　サターンS粒剤
（代掻後）　　　　（5月24日）　　　　　（6月10日）
○　陳除法：サンサイド粒剤　→　キタジンP粉剤
（田植時）　　　　（8月9日，約日）
○　生育調査
項　　　　　目 佇????｢?吹@　丈 ?ｩHﾇ9??蛻ｲ薬数 
A　最高分げっ期 度???7．0　cm ?(?8?gｲ?1．1令 
B　幼　穂　形　成期 度???2．1 ?ﾂ?1．2 
C　出　　穂　　期 嶋???2．9 ?H??13．5 
○　分解調査（乾物重：g）
項　目 冽H??????ﾇ8?o(???俑｢?〟@計 冽Ilｩ??uX??
生　　薬 侘ﾘ??wB?
A 店?CB?| 祷?????コ?8．41 ???2?
（90．7） 凵i152．0） 凵i64．2） ?????｢?i1．88） 
B 嶋?ビ?．17 ??CC?店?ビ?6．32 ??##B?
（147．8） ????｢?i523．5） 凵i97．8） ?都s?C?｢?i3．73） 
C 店???．70 ?H?#"?9．80 佇r?0．81 ???b?
（84．8） ???C8??i403．7） ?田c8?8???????｢?i1．76） 
（註）　カッコ内は1訪当り換算量を示す。
○　水管理の状況：活着後浅水とし，その後は1度かけた水が，5－6日保つように管理し，漏水
防止と保温に努める（水かけの省力も含めて）。　　9月22日落水
○　収　　穫　：10月16日（出穂後約60日）に，バインダーで刈取り，樺掛乾燥を行う。
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B．遊　佐
〇　品　種
顕　氏：（989－67）宮城県玉造郡鳴子町大口字久田29
サトボナミ
○　育苗法
1）様　式：アクリル波板育苗ハウス（箱育苗）
2）種籾の子持： 3月23日塩水選，ベンレートT粉衣
浸種：桶使用，水温10－15℃，8日開
催芽：風呂湯浸法（40℃に14時間浸種後，ビニールに包んで8時間
放置し，鳩胸程度に催芽）
3）床土：山土，pH矯正せず
4）播種：4月6日，1箱当乾籾40g，機械播き
5）育苗管理：アクilルハウスは高温になりやすいので，特に温度管理に注意し，初期は30℃
以上に上らないように，中期以降は25℃以上に上らないように管理した。
○　横付時の苗質（100個体平均）：
草丈12．5cm，葉数3．4令，茎数1．0本，乾物重4．22g／100個体
○　栽植様式：30cHX22cm（15．15株／誘，50株／3．3需），l株3－4本植
（クボタ2条棺のスプロケットギャーを交換）
○　移植期：5月13日
○　施肥量：
（勧／10a）
項　　　目 ?H????Nﾂ?ﾇ　　　　　肥 剏v 
6月　2　日　　7月24日 
N 店??1．6 ??b?．2 
P205 ??C?－ ?ﾂ?@ノ 0．0 
K20 ??C?－ ??b?．6 
種　　類 兒?y}8???ﾘb?ｰ　　安 比ｸ峪??| 
堆肥（牛ふみこみ）1．0トン／10a
○　除草法：MO粒剤　－→　機械除草　→　クミリードSM粒剤
（代撞後）　　（6月15日）　　　　（6月30日）
○　防除法：オi）ゼメート粒割　く7月30日）　→　キタジンP粉剤（8月24日）
ドロオイ虫・・・……アッパ粉剤（6月20日）
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○　生育掴査
月　　日 ???B?株茎数 偃Y/iwI??
7．31 都(??ﾒ??C?44．4　本 ?(?I}?
8．20 ?8．8 ?8??
10．　7 ?3．8 ?8??
10．7対比 ササニシキ 涛?C?18．8 ?8??
○　分解調査（乾物重：g）
最高分げっ期：7月11日
幼穂形成期　：7月　？
出　穂　期　：8月15日
月　　日 冽H??????ﾇ8?wH???俑｢?〟@計 冽Ilｩ?x｢?
生　薬 侘ﾘ?wB?
7．31 ?8?C?－ ?8???佇r?6．55 ????
（204．2） 凵i349．5） 劍?SS8?x??i1．35） 
8．20 ?8???．26 鼎(?C"?ﾈr?2．63 ??33"?
（199．8） ???C?｢?i642．7） 劍?ツ?Ch??i5．03） 
10．　7 滴?S?3．45 ??Cモ?0．24 佇r?8．08 ????
（68．3） ?鉄(?8??i452．7） ?田??x????3?8??｢?i1．65） 
10．7対比 滴???．32 ?(?S?36．62 佇r?5．55 ????
ササニシキ ?田x??｢?i38．7） ??sh?h??i610．5） 凵i1，092．8） ???S?｢?
（1）カッコ内は1訪当り換算畳
（2）対比ササニシキの栽植様式は30cmx20cm（16．66株／訪，50株／3．3毒）
○　水管理の状況：宿着後浅水とし，中干し後は間断濯漑（浅水管理）とする。
落水期：10月2日
○　収　穫：10月10日（出穂後56日昌）にバインダーで刈取り，棒掛け乾燥を行い，ハーベスタ
ーで脱穀する。
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収穫物の調査
○　株諷査
農　　　家 ??B?ｫ長 ??r?株 積数 ?ﾆX??株 総籾重‘ 綿ｩI???I??ｫ実 歩合 ?ｩI??ｩ¥H??ｺ米 千粒重 亊旭頽B?
A（ササニシキ） 涛8?B?4．6 ??C?25．8 ??SB?9．04 ??##?61．6 ??C3B?0．30 祷?s?
B（サトホナミ） 涛?C?81．2 ??Cr?3．8 綿?c?38．95 ???b?7．9 ?x???0．84 ?X?3?
B’（ササニシキ） ????82．2 ??Cb?8．9 ??釘?5．42 ??cCB?5．7 ?(?#B?0．49 ??C??
○　坪刈諷査（向／10a）
農　　家 ?ﾘ?n??B?e　玄　米　重 ???ｨ?¥H???增@ら　重 ??ﾘ?.ﾘ.yNB?
A（ササニシキ） 田?7??x?b?55士　8．9 鼎店????497土17．7 ??3r?
B（サトホナミ） 鉄cX?3x?2?34土14．2 鼎#?ﾓ??b?19±21．7 ????
B′（ササニシキ） 鉄s?ﾘ?S?Cr?32士　32．5 ??7?8??418±19．3 ??3r?
（註）　49株（7株×7把），3ヶ所の平均値±標準偏差
経　営概況
A．農家（佐々木正芳氏）
経営規模：水田120a（うち転作牧草17a），畑10a
農作業従事者：男1人，女1人（30才台）
稲反収 平年：10億（600向）
S55年：6．3俵（379細）……………6．3分作
56年：7．9俵（476的）・・……‥・；・・・7．9分作
57年：7．85俵（471由）・・…・一・・・・…・7．8分作
（ヒメノモチ：449的）
B．農家（遊佐　顕氏）
経営規模：水田140a（うち転作5a），畑10a
農業従事者：男1人，女1人（50才台）
稲反収 平年：8俵（480的）
S55年：6俵（360的）・・一一…一・・・……・7．5分作
56年：5倭（300的）……・……・…・6．3分作
57年：6俵（360bg）・・・……………　7．5分作
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粗植栽培についての意識調査等
A．農家：密植多肥栽培は天候に支配されやすく，また，倒伏したり，イモチ病が多発したりし
て不安定である。
密植栽培の苦い経験から，省力，少肥，安定多収栽培ができないものかと苦慮して
いるうちに，現代農業に発表された40g播き育苗方法をみて，これだと思い，実践に
移して3年になる。
40g播きの疎植栽培を実践してみて，隣接の密植栽培農家よりも確実に増収してい
ることが実証できた。自然にまかせ，稲にまかせて，l＋1＝2に近くなるような，
安心できる栽培方法であると思う。
B．農家：昭和45年より田植機を導入し，中苗密植栽培を行ってきたが，反収は8俵位で頭打ち
となり，冷害年の55年6俵止まりとなった。
そこで，冷害年でも安定多収ができないかと思い，昭和56年より現代農業に発表さ
れた40g播き育苗方法をとり入れ，疎植栽培に踏み切った。
56年は天候不良で，本田初期の生育がおくれ，6月中旬までほとんど分げっしなか
ったので，追肥を行った。それが逆効果となり，減収した。
57年は田植機を改造し，健苗，疎楢を行ったが，経験が浅いため冷害を克服するこ
とができなかった。
今後は10俵どりを目標に，健苗，疎植栽培の研究を深め，より安定した稲づくりを
目指したい。
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1－5）　水稲の生育・収量に及ぼす苗質の影響
佐　藤徳雄・酒井　　博・遊佐　健　司
1．日　　的：寒冷地稲作の安定・多収をはかるため，酋質の相違による収轟蛙の差異を明らか
にしようとした。
2．試験年次：1982年
3．試験方法：表1に示すように，4月12－13日にササニシキの種子を箱当たり40gおよび180
g播種し，5月中旬に移植した。移植は180g酉を機械植えした一部を抜き取り，
その跡地に株当たり3本ずつ手植えした。
4．試験結果
1）移植時の苗質（表1）
40g宙は180g苗に比較して草丈，葉令，分げっ数ともに多く，乾物重は1．53倍，葉面積
は2．01倍であった。
2）生育状況（図1，表2）
40g宙は180g苗に比較して草丈が高く，葉の展開も早かったが，茎数は180g苗の機械
植えよりも少なかった。しかし，有効穂数は最も多くなった。
また，00g宙は180g苗に比較して，最高分げっ期は3日，出穂期は2日ほど早かった。
3）乾物重および葉面積指数（図2）
出穂期の乾物重は33．6－36．1g／株の範囲で大差がなかったが，成熟期のそれは52．2
－64．9g／株で，伽g苗手植＞180g苗手植＞180g機械楢の順となった。
一方，薬面積指数は，出穂期では3．10－3．紬で，180g宙機械橙が最も高かったが，成熟
期には1．77－2．鮪で，とりわけ，180g苗機械楢の低下が著しかった。
4）収　量（表4）
坪刈りによる玄米収愚は，40g酋手橙が480的，180g芭手橙が461的，180g酋機械橙
が446由／10aで，株の分解調査による籾重も同様の傾向が認められた。
以上の結果から，寒冷地稲作の安定・多収を図るためには，健宙の育成が重要であること
が立証された。
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表　1．　　耕　種　概　要
項目　　　区分 鼎?V2?80g　酋 
品　　　　　　　種 ?H5H6ｨ5h4ﾂ?Tサニシキ 
播　　種　　期 滴?ﾈ?8??｢?　月12　日 
播　　　種　　　量 鼎??J?180g／箱 
育苗方法（場所） 兢ｸ孳?(?9??'(ﾈ?｢?逡cハウス（川渡） 
移　　　植　　期 店?ﾈ?x??｢?　月12　日 
移　植　方　法i 偃???ｩC9gｸ??手植（1株3本），機械梅（1株3－5本）
栽　植　密　度 ??C#???馘?ﾘ?ｩI[s?6ﾘ?#?ﾃ#(ｩH?dｲ?
本　田　施　肥　畳 ?ﾙNﾃ?3#??5?8*?ﾃ??4緝?H?$???(?ｳ#??H*?紊??
表　2．　　移　植　時　の　酋　質
区分　項目 ???B?t　令 兒ｨ+??B?｣物重 冽Ilｩ??
40g苗 ?X?V6?4．6　葉 ????ｲ?．2894 鉄S?H?9?.??
180g苗 ??CR?．6 ???4．10 ?sx?3?
表　3．　　生　育　ス　テ　ー　ジ
区　　　　分 俐Xﾘ)Zｨ+??｢?o　　　　　穂 
始 弍｢?ｵ 
40g酋　手　植 度?ﾈ?h??｢?月14日 嶋ﾈ??｢?月19日 
180g苗　手　植‾ 度?ﾈ?8??｢?Q8月17日 嶋ﾈ??｢?月22日 
180g苗　機械植 度?ﾈ?8??｢?月17日 嶋ﾈ??｢?月22日 
表　4．　収　穫物　の　分解・坪　刈　調　査　成績
区　　　分 兒ｨ?????+(??ﾛ?劔剪ﾘ　　刈　　調　　査 
語長 凅ｩ+r?ﾏ数 ?ｨ顗??ｐﾏ雲 ?ｨ?¥ﾂ??I??ｫ実 歩合 ?ﾙn?B?梃ｺ 米垂 侏ｩ¥B?x???墲迴d 冢??.ﾘ.yNB?
40g苗字　植 ?ﾒ?m 冏ｲ? 湯?ｱ ??2?H??毎／10a 霧x???g ????．19 
74．8 ?h??24．1 ??3?665 都h??田S"?80 ??Cr?49 
180g苗字　植 都?C2?6．7 ??C2?．45 田??4．6 都X?R?19 鼎c?20．5 鼎途?．25 
180g酋機械樋 都h?R?6．7 ?8?B?．21 鉄cb?8．3 都X??583 鼎Cb?0．6 鼎sb?．22 
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1－6）　昭和57年度水稲品種展禾画の生育収量比較
佐　藤　徳　雄・高　橋　　　透
1．日　　的　：　県奨励品種を含め高冷地に適応可能な水稲品種を同一栽培条件で栽培し，そ
の生育収量の差異を明らかにする。
2．展示圃場　：　4号水田
3．品種および耕種概要：13品種（図1，表2参照）で　新種概要は表1に示したとおりである。
4．生育収量調査成績
1）出穂期と不稔歩合との関係（図1）
（1）7月下旬から8月はじめにかけての異常低温と日照不足で出穂期が平年より5－10日ほ
ど遅れ，不稔障害が発生した。
（2）特に，7月下旬には最高気温が20℃を下回る日が4日も出たため，減数分裂期にあたる
フジミノリ，アキヒカリ，東北127号は不授精のモミが増加し，不稔歩合は61－66％に達
した。
（3）その他の品種の不稔歩合は13－33％で，品種間差がみられた。
（4）各品種の出穂期と不穏歩合との関係は前年の結果（図3）と逆の傾向を示し，耐冷隆が
強いといわれている早生種で不稔粒が増加した。
2）坪刈り収量（表2，図2）
（1）出穂期の遅れ，出穂期前後の最低気温の上昇，登熟期の低温寡照により米粒の肥大が著
しく阻害され，玄米千粒重は前年よりも平均で1．3gほど軽くなった。
（2〉10a当たり精玄米収量は218－587hgで，稔実歩合と高い相関（r＝0．914，　P＜
0．001）が認められた。
5．考　　察：不稔発生の程度は同一品種でも年によってかなり変動することが，前年との
比較で明らかになった。その結果から，冷害による危険を分散するためには，出穂期の異なる
品種を数種組み合わせて作付することの必要性が再確認された。
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図1．水稲品種の出穂期と不稔歩合との関係
表1．水稲品種展示閏の新種概要
播　　種　　期 滴ﾈ?)?｢?
播　　種　　量 ?S???J?
施　　肥　　量 碑?T??ｳ#?S&x?J?
育　　苗　　法 ?i??6?X5?yV2?
移　　植　　期 店ﾈ?)?｢?
移　　植　　法 ??ｸ5?9?ｴ?滴?ﾊ?ｨ??C8?Igｹ??
栽　植　密　度 ??IN??颯?3#?ﾃ#(ｩH?uR?HｭC?6ﾒ?
本田施肥畳 （lね／10a） ?h?}8?#ォﾘh?C?9v?8?#?4莎c畏h???
ケイ　カル：100，堆肥：2000 
（N6．4，P205：11．2，K20：6．4） 
除　　草　　剤 番??ｨ耳7ﾘ?5h4h6(6x???7ﾘ8??(6u4ﾘ?{?ﾈ??
イモチ病防除 ??ｨ5ｸ8?ｸ6y{?ﾈ?4ｨ5???8幽ﾝﾈ?(???
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表2．水稲品種展示閏の坪刈収量調査成績
品　　種　名 ??ﾘ??e玄米重 ?依ｩ¥H??i同前年） 侏ｨ?¥B?x???i同前年） ?ﾘ.x??烽ﾝ／脅：ら比 
1．フ　ジ　ミ　ノリ 堀?dｲ?／訪 堀???／訪 睦? 堀??．38 286 ? ?18 ?鼎ベ ?9．5 ??8?( 54 
2．ア　キ　ヒ　カリ ?#?255 ?Cb?i486） ??C2?i21．4） 都S?0．42 
3．東　北127　号 ???36 ?#?（459） ??C?（18．9） 都#?0．42 
4．北　陸113　号 鼎??94 ???i423） ??Cb?i21．1） 都??．62 
5．ヒ　メ　ノ　モ　チ 田3?524 鉄??i336） ??Cb?i22．2） 都??．90 
6．庄　内　301号 鉄C?320 ???i443） ??C"?i21．0） 塔S2?．63 
7．び　系102　号 鉄#B?28 鼎??@　＊ （419） ??C?（21．8） 都S2?．70 
8．サ　サ　ミ　ノリ 田S2?43 鉄#B?i449） ?(??（23．2） 塔3b?．78 
9．ト　ヨ　ニ　シキ 田s?560 鉄C"?i477） ??CB?i23．6） 都??．95 
10．サ　ト　ホ　ナ　ミ 都??23 鉄??i470） ??Cr?i22．5） 都??．98 
11．サ　サ　ニ　シキ 田s"?89 鼎S?（399） ??Cb?i21．0） 田??．12 
12．億　枚　38　号 田c"?45 鉄3?（－） ?X??（－） 田ッ?．97 
13．みやこかねもち 都cb?21 鉄ビ?i426） ??C2?i21．2） 田cb?．15 
注）　＊印はび系106号
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図2．品種展示問の稔実歩合と玄米収量との関係
注）図中の数字は図し，表2の品種番号を示す。
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出　穂　期　（月／日）
図3．昭和56年度における品種展示園の出穂期と稔実歩合との関係
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1－7）　オーチャードグラスとアルファルファの混経に関する研究
一両草鞋の収量並びに結成割合に及ぼす刈取期の影響一
佐藤徳雄・酒井　博・遊佐健司
苦土石灰量と窒素追肥畳をかえてスタンドを確立したオーチャードグラス（Or）とアルファ
ルファ（Al）混播草地の一部を，3，4年次（1981，82年）には早刈りを行い　適期Xi」り
との収量並びに構成割合の差異を検討した。
試験場所：3号圃場
試験方法
l）試験処理：表1に示すように，造成時の苦土石灰愚を，a当たり50向と100bgの2段階，
利用年次のa当たり窒素追肥畳を年間1．0的，0．5向，0切の3段階，利用3，4年次のXiJ
取期を早XiJり（1－3番XI」りを出替期を目安にXiJ取る方法）と適期XIJり（1－3番Xljりを開
花始めに刈取る方法）の2段階とした。
1区面積13．5訪（4．5nLX3．0m），3反覆とし，調査地点は17品　2ヶ所（3，4年
次は1ヶ所を早刈り，1ヶ所を適期刈りとした）。
2）耕種概要：1978年8月18日にa当たりOr（品種Flode）150gとAl（品種Du Puit3
200gを混播した。造成時のa当たり施肥量は，試験処理区の苦土石灰畳のほか，N：1．O
hg，P205：1．5hg，K20：1．0kg，FTE（Mn：19％，B：9％含有）：0．3hgとし
た。利用年次のa当たり追肥畳は，試験処理区のNのほか，RO5：2．0向（春と秋に分施），
K20：2．0的（春と1，2，3番刈後に分施）とした。刈取りは年4回（3年次早刈り区
は5回）とし，地上5cmの高さに刈取った。
なお，造成時の苦土石灰量と土壌のpHとの関係は図1に示すように，処理区間の差が認
められた。
試験結果
1）前歴の苦土石灰とN処理区間の収量差は，利用初年次よりも2年次で大きかった（表1）。
2）3，4年次の乾物収量は，早刈り区，適期刈り区共に多石灰区で多く，多N区で多くなる
傾向を示したが，処理区全体では早刈り区が適期刈り区に比較し，3年次が20．2％，4年
次が60．9％ほど減収した（図2）。
3）収愚を構成するAlの割合は，適期刈り区よりも早刈り区で低く，石灰塁間よりもNレベ
ル間での差が大きくなった（表3）。
4）年次の経過に伴うAlの株数の減少傾向は，適期刈り区よりも早刈り区で著しくなってお
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り，減収の直接の原因となった（表4）。
5）早刈り区が適期刈り区に比較してAl　の株数，収量の減少が著しかった原因は　再生に必
要な貯蔵養分が十分に蓄積されないうちに刈取られたためである。このことは，利用4年次
の最終刈取後における両区の地下部の状態からも推断された（表5）。
6）以上の結果から，両軍種混撥において，Al　の株立ちおよび生育・生存には石灰の施用が
不可欠であり，それにN追肥畳を組み合わせることはよって軍種構成を，ある程度コントロ
ールできることが認められたが，早XIJりはAl　の株を極端に弱らせ，Al　の収量・構成割合
を低下させるばかりでなく，Or　もN不足となって著しく減収することが明らかになった。
表1．　試　験　区
造　　成　　時 ??(?D???3，4　年　次 
（苦誓草生（黒判×（端諾’） 
l区面積13．57品　3反覆，調査地点11品　2ヶ所（3．4年次1ヶ所）
表5．利用4年次最終刈取時
における地下部の比較
（
O
eq
串
ヽ＿＿′
由
仁L
7．4
7．0
6．6
6．2
5．8
図1．石灰畳と土壌pH
（1979．4．10調べ）
区　分 俑ｨ?ﾇ??B?ﾚｨｪY+ﾈﾆ?主横長 
誘当たり 綿ｩI9h+ﾘ??
早刈　り 睦? ?hub?m 8．00 ??C?11．32 ?X?"?
適期刈り、 ?ド?C?15．54 ?x?SR?2．8 
注）N2．，Nl，Noの平均値
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表2．利用1，2年次の乾物収量とAl構成割合　（年収量：g／訪）
苦土 石灰 儂レ一㌦レ 傀????????????????D??????
OrlAli全体 ?ﾈ????rlAli全体 ?ﾈ????
k／a 儂2 都ベ???????ビ?6．0 ?cC????度???Cb?8．0 
50 儂l 田c(???????cB?2．51 鉄3????s????47．4 No ????c8 c?63．7 鼎Sx?? S ???田r 2．7 
平　均 田ベ???SX???C"?0．7 鉄CX???Cc(?????5．9 
短／a 儂2 田滴??????ィ?1．1 田c????sX???CB?1．5 
100 儂I 鉄c(???滴???Sb?6．1 田????C滴?????4．5 No 鼎c?? H #"?1．1 鼎s ???都?51．2 
平　均 鉄sX???????ビ?6．1 鉄ヨ???C????s?45．7 
分 散 分 析 ?隍I'X*ﾔ?｢?¥I¥H?????????S 也8????????毎ﾏR?S 
Nレベル（B） 剳ﾄ米　　　ns　　　ns 門2?h光　　　ns　　　栄光 ?委R?
A　X　B 冢S　　　　　nS　　　　　nS 門2?S　　　　　　nS　　　　　nS 門2?
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eOSSSSSS〇　　　　〇〇〇〇〇　　　　　　　〇〇〇　　　　m ?
l ?
0SSSSg　　　OSSO　　　SO　　S．－二二 凵| 
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図2・利用3，4年次の刈取時期別乾物収量の比較
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表3．利用3，4年次のAl収量構成割合
刈取 仞ｩ7?N ??D???4　年　次 
石灰 ?ﾈ???ﾂ?i％） ??8??
早 刈 り ?堀??S?N2 Nl No 冩?X?R?U14・3 
毎／a 100 斐"?ﾂ??羅6・0 ?s?SR?
平　　均 ?5．8 ?h??
適 期 刈 り ?????N2 Nl No ??X??鵠56・1 
鳥／a 100 斐"?ﾂ??第0・8 俛CSX??
平　　均 ?2．9 鉄h??
分 散 分 析 亂??h?ｯ｢?x委R?磨?
苦土石灰畳 冢S 門2?
N　レ　ベル 剽??兔I¥B?
表4．Alの1諭当株数の推移
苦土 石灰 儂 レベル ?D韜?4　年　次 春 做?
適期刈 ??ｪ?適期刈 
bg／a 儂2 鼎?C2?．0 ?(?r?
50 儂l 鼎?C?2．0 ?8?2?No 鉄X??2．3 ?H??
平均 鼎x??2．1 ?8?2?
向／a 儂2 鼎X???．0 祷?r?
100 儂l 鉄?C?2．3 ??C2?
No 鉄H??3．0 ?(??
平均 鼎?Cr?．4 ??Cr?
分 散 分 析 ?隍I|ｨ??門2?S 兔B?
Nレべ小B 冢S 門2?S 
A　X　B 冢S 門2?S 
ー133　－
2．　草地学研究室（2研）
2－1）　山地傾斜地における草地畜産管理システムの確立に関する総合研究
－牧草地野草地林内草地の適正組あわせ方式と生産力の動向－
1．研究目的
複雑多様な山地で牧草地，野草地，林地を適切に組あわせ放牧利用するための合理的な根拠
とそれぞれの草地の生産力の動向を明らかにする。
本年度の細部課題は前年度に引つづき4年目の調査を行う。（l）山地放牧地における草地
と林地の立地配置を地形とス半の生長との関係から明らかにする。（2）野草地の牧養力につい
ては前年度に引続きササの生産力について放牧季節と林地伐閥との関連から明らかにする。
（3）牧草地，野草地を組あわせて放牧利用した場合の問題点として，マダニ類の生息密度規制
要因を取り上げ，草地および放牧方式とダニ密度との関係を明らかにする。
2．研究方法
細部課題（1）については，本学北山放牧地に東西および南北に走る谷部を含む7．6haの野草
放牧地にス半を56年に植栽，5月上旬から11月中旬まで放牧利用し，スギの生長を前年に引続
き調査した。（2）については，30haの試験地内のカラマツ林床のササ地にl区40aで春，夏，
秋区の3区を設け各区の20aはカラマツを皆伐し，5月，7月，11月に12カ月齢の日本短角種
13頭をそれぞれの区に放牧した。（3）については，野草地と牧草地を含む放牧地で季節別にダ
ニ密度の実態謁盃を行うとともに，牧草地でダニ密度が低い要因の1つとして放牧牛によるダ
ニの捕食が挙げられることを実証するために，ダニを放飼した牧草地に金銅牛を一昼夜放牧し
た後，と殺してルーメン内容を検鏡した。
3．研究成果の概要
細部課題（1）：この課題の調査結果の一部を表lに示した。方位，地形別にみたス半の生長
は前年まで得られた結果（W向，S向斜面で生育が劣り，谷部で生育が良好）と変らないが，
スギの伸長にともない風，とくに晩秋から冬にかけての偏西風がスギの芯枯れをもたらすこと
が認められた。同じ方位の斜面でも微地形の相違が風の強さに影響し，風衝地ほど芯枯れの程
度が大きかった。
細部課題（2）：この課題の調査結果の棋要を表2，表3に示した。全般的な傾向は前年度と
ほとんど変らない。すなわち，10a当りの採食推定量は各季節を通じて樹冠の閉鎖した林内の
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ササは林外に較ぺて著しく低くなった。このことは採食利用率に示されており，林外では各区
とも80％程度であるのに対して，林内のそれは春区と夏区で20％程度，秋区では7．4％であっ
た。4年間の放牧利用によって，採食利用率（放牧圧）の高い林外と採食利用率の低い林内で
はササの形質に著明な変化がみられた。すなわち，表3に示したごとく林外では草丈が低くな
り，密度が著しく高まった。このように，放牧圧の高い林外で低華南高密度のササ地となった
ため，現在量に占める葉部（可食部）の割合は40－60％となり，各区とも林内よりは著しく高
い割合となった。
細部課題（3）：実態調査の結果は野草地の方が牧草地に較ぺ約3倍のダニ密度であった。前
年度までの調査で，牧草地のダニ密度が低いのは，ダニは牧草と共に放牧家畜に採食（捕食）
されるためであると考えられたので，これを実証することとした。ダニに汚染されていない牧
草地に一定数のダニを放飼し，捕食によるダニ個体数の変動を詞査した。また，年休付着ダニ
個体については供試牛に「くつわ」を装着し同様に調査した。その結果，放飼ダニ個体の50％
程度が捕食され，牛体に付着寄生するのは約30％であった。また，ダニの捕食率と付着率は車
高と密接な関連があり，捕食率と残華南との間には負の相関が，また，付着率と華南との間に
は正の相関が認められた。この事実は選択採食の著しい野草地より牧草地でダニ生息密度の低
い主要な原因であると考えた。このような家畜によるダニの捕食を確認するため，ダニを放飼
した牧草地に舎飼牛を一昼夜放牧した後，と殺しルーメン内容を検鏡した。その結果，約5000
個体のダニが捕食されたものと推定された。以上の結果より，放牧牛による捕食はダニ生息密
度を規制する主要な要因の1つであることが明らかとなった。
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表l　放牧地内ス半の方位，地形別生育（帥）
年　次 碑?ﾏﾈ??????$ｨ?????8?ﾏﾈ???????X?ﾏﾈ??????x?ﾏﾂ?
頂　　　中腹　　　底　　　頂　　　中腹　　中腹　　底　　　頂．中腹 
1979 ??C8???S?C8???Sx?????h?x???3H?????H?x???c?C????h?????C"?
1980 ?X?(??cX?????x?x??3?C????C(??ヨ?x?????(??3?C8??S(??
1981 鉄8?(??ド?(???(?X??Ch????(???#?C??X????8?(??c?CR?
1982 鉄h?X??ベ?x???H?h??S8?(????X???C(??X?(??8?X??s?Cb?
年平均 度??????H???#?CH???h?h???????8?????h?????????C?
表2　季節別ササ地放牧試験（4年目）（鴫／10a，％）
放牧季節 仞iZ｢?ｻ存畳 ?(?????YB?ﾜﾉ?|｢?t重割合 凉駅?b?
放牧前 兩ｩg?2?
春 凩??1058．8 田???115．0 鼎???57．1 塔?C?
5／4－5／14 凩??1120、2 ?c8?r?11．0 ?S(?r?3．5 ??C?
夏 凩??1763．0 涛祷??150．0 塔C?C?56．7 塔X??
7／26－7／／31 凩??1142．0 鼎???325．0 塔?C?35．6 ??C?
秋 凩??1365．0 鉄Sx?B?17．0 鼎C?CB?0．8 都?C?
11／6－1レ11 凩??1201．0 ?s?C?251．0 ??C?22．5 度?B?
表3　季節別放牧によるササ形質と利用率の推移
年次 偸B?廝???
林　　外 凩????林　　外 凩????林　　外 凩?????
草 鉄B?09．2 ???"?09．2 ???"?09．2 ???"?
55 ?#x?r?33．1 ???"?11．7 塔?C2?27．3 
丈 鉄b?1．0 ????53．1 ????70．9 ???r?
57 田?C2?13．5 鉄?CR?15，6 田?Cr?10．2 
密 鉄B?4．6 都H?b?4．6 都H?b?4．6 都H?b?
55 塔?C?28．4 都X?b?8．8 都?C"?3．0 
度 鉄b?8．0 鉄X??185．0 都X??114．0 田X?b?
57 ???r?5．3 ?祷??69．6 ????62．7 
利 用 率 鉄B?| ?ﾂ?| ?ﾂ?| ?ﾂ?
55 塔(??36．4 涛?C?3．2 塔X?r?2．0 
56 塔?C?44．5 塔?C?30．4 塔(?2?6．5 
57 塔?C?20．0 塔X??20．1 都?C?7．4 
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2－2）　放任されたオーチャードグラスの物質生産構造の季節変化
－輸作草地の放牧利用－
伊　藤　　巌・佐　藤　健　次・大　竹　秀　男
牧草地は適度に放牧や刈取り利用されることによって良好な状態に保たれるが，その適度さを
見出す一つの手段として東北大農学部附属農場のオーチャードグラス草地を用い，全く利用せず
放任した場合の物質生産構造，とくに受光態勢の季節変化をみた。日向都築面積（FdrLAI）
はSpray　によって測定した。調査結果の概要を第1表に示し，第1図には調査期間中のLAI
およびFd－LAI　と華南の季節変化を示した。図から明らかなどとく，華南，LAIは5月か
ら6月にかけて急昇するが，Fd－LAIは1．5－2．0の範囲で推移した。オーチャードグラスの
Opt・LAI　は5前後であるといわれるが，放任しても7以上とはならなかった。また，LAI
が5前後のときの車高は40珊程度であったが，この状態で止めておくこともできないことは明ら
かである。第2図にFd／Fa（％），C／F比および地上部生重中に占める枯死部割合（％）の
推移を示した。則／Fa（％）は車高と全く逆の関係を示し，枯死部割合は6月以降に急激に多く
なった。C／F比は5月から6月にかけての出穂，開花期に最高を示した。以上のことから東北
地方の草地管理，とくに放牧地管理の要諦は5月から6月にundergrazing　にならないように
することであると確認した。
第1表　調査結果の概要
LAI Fd－LAI Fd／Fa（％）　C／F（DM）　枯死部／生部
（％）
Apr．27
May ll
nlne　　4
Aug．20
?????????? ???????????????? ??????? ?? ????????
一一　一一一．－
i一一1 くく ー〕 7 ??　■●　　　　　　　．〇〇 一　　　　　　　　　”－－ 
／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一、 － 
高 80 60 40 20 ?ﾈ????????揄>ﾈ?耳耳??
′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、 
／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、 
－ 
、 ′ 
I 
I 
I 
6 僮 
l 
l 
5 僮 ／　　　　　　　　　　　　　　　　　　LAI 
4 冓I I I 
l 
3 冤 ／ ′ 
2 1 凵D．一一．一－－．・一一一一一一一一 
一一一一一一一一一－　　● 　　Fd－LAI Iiil 
Apr．　　　　May June July Aug．
Fd／Fa
％ 300 200 100 ????第2図 
I I 
l I 
80 ?? ／ 
70 60 ??
莞　′′’ 
部　／ 
率′′ 
50 C／F 杷H?f?????????????????????ﾂ?／ 
ノ 
／ 
－4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′ 
一一‾‾‾‾一一一，＿＿　　　　　　　　　　　　　／ 
ノ　　　　　　　　　　　　ー－、　　　　　　　　　　　／ 
3　　　　　′／　　　　　　　、一一一　／ 
／、 　　　　　　　　　　、、 ′ 
比 ???????????????iNB?
1／ノ’＿＿　一一／　　　　　－、－ 
二一一一一‾　．　　　　〟　　　　． 
Apr・　　　May June July Aug．
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2－3）　林内草地の集約的利用に関する研究（57年の結果）
菅　原　和　夫・伊　沢　　　健・伊　藤　　巌
昭和的年番のスギ植林地（尚武沢地区）に昭和55年9月に牧草を導入し，放牧試験を行ってい
るが，昭和57年度の結果の概要は以下の通りであった。なお試験地の設定・方法等については，
昭和56年度川渡農場運営概況に示した通りである。
放牧は17頭の黒毛和種育成牛を用い，牧草多肥区・牧草少肥区は年4回，野草区は年3回行っ
た。放牧牛の延頭数は表1の通りである。またこの年の試験牛は導入初年度で放牧の経験がない
ためか，草の利用性が低く，放牧期間中1日60鴫の濃厚飼料の補給（17頭当り）を行うことを余
儀なくされた。
表1．　放牧牛延頭数（昭和57年）
1 ?? 釘?v 
多　肥　区 ???70 都"?4 鼎?:ｨ?D?
少　肥　区 ?CB?02 田?17 ?#2?
野　草　区 都R?5 ?B?| ?ィ?
可食草の生産量は表2に示したが，これは牧草多肥区と野草区はほぼ前年なみの産草畳を示し
たが，牧草少肥区は前年の約1／2となった。
表2．　可　食　草　生　産　量
1 ?? 釘?v 
多　肥　区 田c2?，090 涛C"?712 ??ツr?
少　肥　区 ?3?275 ?#2?3 ????R?
野　草　区 都Cr?80 ?s2?| ??C??
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放牧林地の林木の被害率は表3の通りであるが，牛による書の大部分は蹄傷害であり，主幹・
枝折などのほとんどは風雪によるものであった。枯死木は前年の放牧時の蹄傷によるものもある
が，その割合は多肥区で4．7％，少肥区で6．2％程度で残りは冬の風によるものがほとんどであ
る。
表3．　放牧林地の　被害
（％）
多　肥　区 傅ﾘ?Nﾈ?ｾb??@草　区 冖9_ｨ?g??b?
蹄　　傷　　害 ???3．6 ?ﾂ?| 
その他の害 （主幹・枝折等） ?H??4．9 ?H??42．6 
枯　　死　　木 ??CR?．6 ??R?．3 
造林木の樹高及び伸長畳（57年樹高一56年樹高）を表4に示した。伸長量は多肥区＞少肥区＞
野草区で処理間で顕著な差が認められた。また上段より下段の伸長量が大きかった。
表4．　造林木（スギ）の樹高と年間伸長畳
Gm
上　　　　段 剪?@　　　段 刮ｺ　　　　段 
樹　　高 ?ﾉ+y|｢??@　高 ?ﾉ+y|｢??@　　高 ?ﾉ+x??
多　肥　区 ?3X?齎?CR?1．0 ?3h???C"?7．8 ?sh?6ｩ7???77．2 
少　肥　区 ???7???45．7 ?3h???Cb?2．6 ?SX?齎?S?67．9 
野　草　区 ?#x?齎?3?34．5 ?#x???C?34．6 ?38?齎?C?37．0 
無放牧　区 ?c?ﾘ?S?45．0 ?Sh???c?34．2 ?sX???Sr?0．4 
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2－4）　大規模放牧地用施肥法の検討（57年の結果）
菅　原　和　夫・伊　沢　　　健・遊　佐　トキエ
放牧地の施肥労力の省力化のため，年1回施肥を前提として，施肥時期・肥料の種類等と年間
産単量の関係を調べている。昭和57年度の結果を以下に示すが，本年の施肥日は春肥4月2日，
夏肥6月1日，秋肥11月19日であった。なお試験設計は昭和56年度川渡農場運営概況に示した通
りであるので省略する。
草丈は表lに示したが，5月下旬の1番XiJの時点まで秋胆の効果が残っており春肥区とほぼ同様
の変化を示す。ここでは4月22日の草丈から示してあるが，それ以前には秋胆の方が草丈が高か
った。
生草収量は表2，乾物収量は表3に示したが，年間収量はGUP区がやや低く，lB区，草地
化成区はほぼ等しかった施肥時期では，夏肥が最も高い生草収量を示すが，乾物収量ではlB区，
草地化成区では春肥区が高かった。全般に秋区は年間を通じて最も季節平準的な車生産を示した。
収獲物の窒素含有率を表4に示した。1番刈の窒素％ほどの種の肥料でも秋胆が春肥区より高
かった。また最終刈取のものの窒素％はlBの春，夏施肥区で特に高く，lBの緩効性を示した。
表1．　　草　丈　の　変　化
0m
4月22“日 店ﾈ?I?｢?月　5　日 嶋ﾈ??｢?月27日 
lB　春 ??5．1 塔H?B?7．5 鉄X?R?7．7 
〃　　夏 ??1．9 鼎?C?81．5 田(??50．2 
i”　秋 ??3．8 塔?C?51．1 鉄8?R?9．8 
革化　春 韮?6．0 塔h?r?8．4 鉄(??45．3 
”　夏 燃?1．5 鼎?C"?0．8 田H??49．3 
〃　　秋 巴?4．1 塔?C2?0．7 鉄(?r?7．6 
GUP　春 排?2．9 都X??41．8 鼎(?R?2．3 
”　夏 狽?0．6 鼎?C2?7．7 田h??49．8 
”　秋 白?2．6 都H?2?9．8 鉄?Cb?7．3 
春・秋 箸?5．4 塔?C"?1，1 鼎?C"?5．9 
N　　20 抜?4．7 田h??65．1 田h?r?0．2 
N　　40 板?6．8 塔x??81．3 都h??66．8 
N　　60 挽?2．4 涛X??82．4 都(??57．4 
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表2．　昭和57年の生草収量
鴫／10a
5月24日 度ﾈ????ｨ??月17日 祷ﾈ??｢?〟@　　計 
A ??3??83 田ビ?90 滴??b?
B 鉄ィ?，001 ???B?17 滴??b?
C ???2?16 都Cr?66 ??s3"?
D ??Sc?534 ?Cc?348 ????
E ?ヲ?，253 ???b?04 滴??"?
F ??鉄2?87 塔??36 ??ピb?
G ??sS?393 鼎S2?01 ???b?
H ???，200 ????316 ???"?
I ??s??51 都c?331 ??CS2?
J ??#??01 鉄3B?48 ?S8?Ss2?
K ??#s"?，131 ??3#"?25 滴?CS?
L ??C3B?，644 ??SCB?83 塗?3??
M ???"?，294 ??C??44 塗?##b?
表3．　昭和57年の乾物収量
5月24日 度ﾈ????｢?月17日 祷ﾈ??｢?〟@　　計 
A 鼎C?169 ?3R?0 塔#R?
B ?#2?65 ?#2?3 都釘?
C ?3?167 ?C?76 都3?
D 鉄??39 涛r?5 塔??
E 田"?47 ???2 都途?
F ?s?192 ?cB?3 塔??
G ?C?101 涛2?6 田??
H 鼎R?71 ???4 都ッ?
I ???62 ?C?69 田??
J ???00 ???6 鉄モ?
K ???53 ?3r?25 塔3"?
L 鼎??41 ?s2?20 ??##b?
M 鼎C2?04 ?3?74 涛S?
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表4．　昭和57年草の窒素含有率
％　D．M
5　月20日 度?ﾈ????｢?　月10日 祷?ﾈ?y?｢?
A ??C??．94 ????．00 
B ??途?．68 ??s2?．22 
C ??3?2．08 ??3R?．64 
D ????．84 ??Cr?．54 
E ????．56 ??3r?．64 
F ????．14 ??S2?．76 
G ??s?1．93 ??SR?．61 
H ??湯?．87 ??ィ?．39 
I ????．82 ??S2?．52 
J ??s?2．06 ??S?2．58 
K ??cR?．88 ??s?3．17 
L ??S"?．94 ????．55 
M ??#2?．42 ??ッ?．99 
表5．　昭和56年草の窒素含有率
％　D．M
5月19日 塗ﾈ?Y?｢?月13日 祷ﾈ??｢?0月26日 
A ??途?．72 ??S?2．63 ??c?
B ????．97 ??3b?．47 ??S?
C ??C?2．50 ??Cb?．64 ??S?
D ??ビ?．46 ??Cr?．51 ??S?
E ????．55 ??c?2．37 ??S?
F ??3?2．26 ??C?2．45 ??C?
G ??c2?．30 ??C?2．44 ??C2?
H ????．78 ????．44 ??C2?
I ??CR?．08 ??3B?．38 ??C?
J ????．55 ??s?2．40 ??3R?
K ??Cr?3．00 ??sB?．67 ??c?
L ??CB?．80 ??cB?．33 ??cr?
M ??#r?．16 ????．42 ??3R?
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2－5）　オーチャードグラス基部の蛋白分解酵素活性の季節変化について
菅　原　和　夫・伊　沢　　　健
オーチャードグラス基部に含まれる貯蔵窒素の再生時における利用については，すでに重窒素
使用の実験で明らかにしたが，ここでは，貯蔵蛋白の分解利用の確証をえるため，蛋白分解酵素
（proteolytic enzyme）活性の測定条件の検討と，株（地上5cm）における活性の季節変化を
調べた。試料は，1982年2月17日から12月3日まで，圃場より経時的に採取され，活性測定時
まで冷凍保蔵された。粗酵素液は，凍結試料をpH6．88％Mphosphate buffer（含メルカ
プトエタノール）＋PVPで唐紙し，ガーゼ沖過・遠心分離後，上澄液をSephadex G25を通
したものとした。活性の測定は，Autolysisでは粗酵素液0．4ml＋水0．2m1，その他は1％Casein
O．5ml＋粗酵素液0．1mlを3hr・37℃にincuvate後，除蛋白し，生成したα－NILを測定した。
①測定時のpH　は，全ての部位の酵素で，低pHで高く，最適pHは4．0附近を示した。高pH
側では，pHの変化に対する活性の変動は小さく，特に基部と根では，pH　6．0－7．5で安定し
た活性が得られた。②酵素蛋白のAutolysisはCasein基質時の活性の約％で，約3hrまで
直線的に進行した。③基部の蛋白分解酵素活性は，3月上旬の消雪（3月13日）直前に最も高
く，またXiJ取後に高くなる傾向を示し，早春の伸長，刈取後の新組織の形成に，基部の蛋白が分
解利用されている事が示唆された。
Tablel．　Changesin plantlengthand Nconcentrationin stubble
Date 犯V誣F??v?｢?電．m 碑?????F?R?ength （m） ?6H?ﾒ?　　一％ 
dw‾1 鉾x??剿Gx?ﾂ?w－1 
Feb．17 塗??19．3 ??S?0．50 幡ﾗ?C??4．5 ?(?B?．95 ??#?
26 ?8．8 ??SR?．48 ?b?0．3 ??CB?．01 ????
Mar．8 ?7．8 ??ィ?．51 ??38．6 ?X?R?．22 ????
15 ?8．5 ??s?0．50 ?Vx?ﾋb?2．9 ?8?r?．91 ??#b?
Apr．14 ?H?R?2．8 滴?3?0．55 ?r?7．7 ?H??1．61 ??#2?
28 ?h??9．7 滴?3b?．42 ?W?????Cb?．67 ????
May12 鉄?Cr?4．4 ????．16 尾7H?B???"?．27 ??#B?
19 田?C2?0．3 ??ッ?．17 澱?．2 ??C"?．31 ??#B?
22 度??15．2 ??澱?．15 ?"?0．8 ?h?2?．64 ??#r?
26 ?8?r?3．7 ??c2?．22 ?R?9．6 ??CR?．49 ??#r?
June．2 ??C?16．2 ??c?0．27 認V8?2?#8?"?．50 ??3R?
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2－6）　酸化クロムペーパーと酸化クロムパウダーによる黄中回収率の比較
小田島　　　守・菅　原　和　夫・伊　藤　　　巌
放牧家畜の採食畳を推定するには，華中に含まれる指示物質として主にタロモーゲン，家畜に
授与する指示物質として酸化クロムパウダー（パウダーと略，従来用いられてきた）硫酸バリウ
ム，ポリエチレングリコール，色素類など多くの物質が検討されてきた。
このうちパウダーは，他の物質に比べて最も適した指示物質とされている。しかしこのパウダ
ーには巽中の酸化クロム含量には日内変動があることと，その変動は実験の条件設定によって変
るなど，実施にあたっては留意する必要がある。
そこで嚢中酸化クロム含量の変動を最小限にする1つの方法として，近年酸化クロムを紙にす
きこんだ酸化クロムペーパー（ペーパーと略）が開発され，豚や乳牛に用いた実験で非常によい
結果を得ていることから，従来の酸化クロムとの比較を行なった。
〔方法〕　ペーパーとパウダーの実験時期は異なるが，同一条件で行なった。
各実験には去勢雄緬羊2頭にオーチャードグラス乾草を給与し，酸化クロムの回収率は全糞採
取法により3日間行い，引続いて日内変動用の糞を3時間毎に採取した。
酸化クロムの段丘法は，紙にすきこんであるペーパーはハサミを用いて約1？鮎こ細切し5．0g，
パウダーは2．0gを夫々ゼラチンカプセルに詰めて，午前9時に投与した。
酸化クロムの分析は，亀岡・古谷らの方法によった。
〔結果〕1．供試乾草の消化率は62－63％と，4頭とも一定した値を得た。また，酸化クロ
ムの回収率は，ペーパーでは2頭とも87％，パウダーではNolで87．1，肌4で85．9％と，両酸
化クロムによる回収率差は認められなかった。またこの値は，これ迄の報告に比べて低い結果を
得た。
2．排糞畳を比較すると，ペーパー，パウダーとも全糞採取法に比較して高く115％台を示
した，また両酸化クロムによる差は認められなかった。
3．糞中酸化クロム濃度の日内変動，①日内変動の巾は，パウダーのNolが大きな変動巾を示
したが，他の緬羊は，ペーパー，パウダーとも大差は認められなかった。②酸化クロム濃度の経
時的な変動では，4頭とも同一曲線を描き，濃度の少ない時間は21－0時，多い時間は9－12時
頃であった。⑧これより1日を代表する糞の採取は2日間とも，15－18時頃が適当と思われた。
4．酸化クロムペーパーを用いることによる好結果は期待できなかったが，この原因として，
ペーパーをハサミで締切しているために，ペーパー片の大小と，不揃が考えられる。
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消化率と酸化クロムの回収率 ㈲
処　　理　　法 冽(?MH?ﾘb?ﾁ　化　率 弌??ｹzb?
酸‾化クロムパウダー ??3．0 塔x??
4 田(?b?5．9 
酸化クロムペーパー ??2．9 塔x?b?
4 田8?B?7．0 
排　糞　畳　の　比　較
処　理　法 冽)MHﾘb?r　　　　糞　　　　量　（g） 
全糞採取法 ?H?.???b?
酸化クロムパウダー ??88　（100％） 鼎CX??H?x???
4 ??????8??42（116．3％） 
酸化クロムペーパー ??72　（100％） 鼎#H??H?(???
4 ??????8??60（115．0％） 
＊…酸化クロムより算出
排泄糞中酸化クロム濃度の変動
12　　　　　18　　　　　　0　　　　　　6　　　　　12　　　　　18　　　　　　0　　　　　　6
1　　　　1　　　　1　　　　　1　　　　　～　　　　　1　　　　1　　　　1
15　　　　　　21　　　　　　3　　　　　　　9　　　　　15　　　　　　21　　　　　　3　　　　　　9
採　　　取　　　時　　　間　　0寺）
－147　－
2－7）　牛の摂取行動とくに反飼行動による食草量および章毎の推定に関する研究
小田島　　　守・太　田　　　実・伊　沢　　　健
〔目的〕　放牧家畜の採食量を推定する1方法として，乾草および放牧草の革質と採食量との
関係，また採食草の単量，革質と摂取行動（特に反舞行動）との関係から，食事量および革質を
推定する回帰式を見出す。
〔実験1〕　乾草給与一行動調査の試験
乾草の摂取量と革質の相違が牛の反舘，岨しゃく行動に及ぼす影響を究明するために，黒毛和
種2頭と2種類の乾草（早刈，晩刈）を用い，供試乾草は革質と草壇から4処理を行い，スタン
チョンにけい留した牛に給与し，筋竃テレメーターにより行動を記録した。
〔結果〕反飼時間は個体間に若干の差を認めたが乾草の摂取量と密接に開通し，その傾向は，
摂取量の増減に伴なって反節時間も増減を示した。また，岨しゃく速度も摂取量の影響をうげ，
乾草の寝取畳が減少すると岨しゃく速度も低下し，逆に摂取量の増加は岨しゃく速度も増加した。
このような傾向は，早Xij，晩刈乾草とも同一であった。次に，乾草の革質と反舞，岨しゃく行動
との関係では，2種類の乾草間に顕著な差が認められ，またこの差は，繊維質（特にCWC）の
含量差によることが認められた。
以上のことから，これらの測定値は放牧牛の食草量を推定する指標として用いることが可能と
考えられた。即ち，Y＝摂取量，A＝反動時間，B＝岨しゃく速度，C＝CWC含量とした場合，
Y＝0．007A＋0．100B－0．120C－0．575という重回帰式をえた。
〔実験2〕　乾草の硬度測定法の検討
乾草の硬度は一般に化学成分のうちリグニンやケイ酸などによる。本研究の性質上簡易な測定
法が望まれることから，分析法によらない硬度測定法として，①乾草の岨しゃく張力（牛）と革
質，（②乾草を粉砕機による粉砕速度と革質との関係について検討した。
〔結果〕　牛による乾草の阻しゃく張力は，革質によって影響をうけることがなかったが，こ
の測定方法は非常に難しく，データーの処理に多くの時間を要した。また，粉砕速度による方法
では，早刈で68．2％，晩Xijで50．2％（1分間）と，革質によって異なることが認められた。
この方法も条件設定が難しく，①，②とも現段階では分析法の代りに用いるには望ましくないと
考えられる。
ー148　－
2－8）　綬効性肥料による林内牧草の生産性
後　藤　正　和・菅　原　和　夫
牧草導入による林内草地の集約的利用を図る上で，肥料撒布など施肥労務の軽減が望まれる。
本試験は，これらを目的とした緩効性肥料の利用性を検討するために，速効性肥料の年3回施用
区（草地化成区）と緩効性肥料の年1回施用区（IB化成区）の2区を設定して，それぞれの牧
草生産性を調査した。施肥試験は，20－25年生アカマツ林内の25％強度間伐区，50％強度間伐区
において言78∴79，’80年の3カ年間実施した。草地化成区は，草地化成肥料（20－10－10）60嶋／
10aを，春季，夏季，秋季の3回，それぞれ間置に分施した。またIB化成区は，IB化成肥料
（20－15－10）60kg／10aを，春季に全量施用した。なお，IB化成肥料は，速効性窒素40：IB
態窒素60の割合で混合したので，リン酸，カリはいずれも速効性肥料である。また試験区の概要
は表－1に示すとおりである。（1）平均年間牧草収量は，50％強度間伐区では草地化成区1，497．4
kg，IB化成区1，428．7kg／10aで，25％強度間伐区でもそれぞれ1，001．1kg，858．3kg／10a
と，いずれの場合も，草地化成区とIB化成区間で年間牧草収量に差は認められなかった。
（1）また時期別収童をみると，例えば50％強度間伐区では，草地化成区の春季743．0kg，夏季
470．0鴫，秋季284．0噛／10aに対して，IB化成区はそれぞれ670．0kg，471．1kg，287．8
時／10aと，両区間の時期別収量にも有意な差は認められなかった。25％強度間伐区においても，
全く同様の結果となった。（3）したがって，緩効性肥料の利用は，速効牲肥料の年3回施用に劣
らない牧草収量を確保しながら，施肥労力の軽減上，大いに有効であると言える。また一般の牧
草地においても，同様の結果が得られており，幼令林など，かなり生産性の高い林内草地でも利
用性は高いと考えられる。
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表－1．　試　験　区　の　概　要
20－25年生林 冤ｨ???ｧ　木‾密　度 ?ｩ??ｨ?|ｨ?hﾈ?9???
1978年 ?cs僖?’80年 
（普通間伐区） ??Cv?1，578本／ha ??Cb?8．3 ??CB?
25％強度間伐区 ??C??，1．47本／ha 鼎?C2?1．3 鼎?C?
50％強度間伐区 ?H???79　本／ha 鉄(?2?2．5 鼎?C2?
1975年9月，ハンノキ，コナラなどの広葉樹が点在する閉鎖林を，林分収穫表
（地位2等級）に従って除・間伐し，OG，PR，MF，KB，WC
の5草種混播の不新通造成。
1977年11月，25％強度間伐区の一部を，さらに25％強度に間伐して，50％強度
間伐区を設定。
表－2．　緩効性肥料による林内牧草の生産性
試　験　区 倡ｹNﾈ??yﾒ?t　季 ?H?ｴr?H　季 僖??B?F．W朗 覇y???．Wkg／10a 派?vｶx???
25％強度間伐区 ??陋ｹ?ｾb?(峪?ｾb?65．5 382．2 ?C?CB???2?94．0 172．8 ????C?ゴ?C2?
50ノ％強度間伐区 ??陋ｹ?ｾb?(峪?ｾb?43．4 670．0 鼎s?C?Cs?C?284．0 287．8 ??C度?B??C#?C?
一般牧草地 （無立木地） ??陋ｹ?ｾb?(峪?ｾb?，678．3 1，291．7 ????C??3??C?740．0 670．0 ??Cs?C2??塔?Cr?
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2－9）　草地群落における確聞競争に関する研究，（3）放牧および刈取条件でのぺレ二アル
ライグラスおよびトールフェスクの品語間差異
佐　藤　健　次・伊　藤　　　巌・林　　　兼　六
ペレニアルライグラス（PRG）とトールフェスタ（TF）との競争におけるPRG2品種
（キヨサトとヤツガネ）およびTF2品種（ホクリョウとヤマナミ）の品種間差異を，XiJ取およ
び放牧条件で検討した。品種の比較は，その播種割合を小さくし，5‥1（1250：250個体／詔）
の草地で行なった（図1）。PRG2品種はky－31と，TF2品種はフレンドと混植した。基
肥は1980年9月にN＝7．0，Bq＝15．0，KO＝7．0崎／10aであり，利用初年目（1981年）
の追肥量はN＝13．0，阜05＝10．5，K20＝10．5鳴／10aとした。播種は1980年9月17日に行
なった。初年目の利用は，刈取区で4回，放牧区で7回行なった。放牧は1回につきホルスタイ
ン育成牛4頭を1－2日間行なった。利用開始時の車高および現存畳（表1）は両品種区ともに，
刈取＞放牧の大小関係である。採食利用率は約80％と高かった。同化器官重（乾物g／諸）でみ
た構成割合の推移は図2に示した。刈取および放牧区ともに，PRGではヤツがネ＞キヨサトの
差がみられ，TFでは品種間に顕著な差がなかった。この結果は同化器官で品種間を比較した表
2および表3と一致する。とくに表2の品種／ky－31をみると，ヤツがネ＞キヨサトの差は放牧
よりも刈取で顕著である。競争上優勢なPRGは品種間差異を認め，劣勢なTFはその差が大き
くなかった。
TF：PRG PRG：TF
5　：　1　　　　　5　：1
PRG品種区　　　　TF品種区
キ　ヨ　サト ?ｨ4?ｨ?8x?4R?
ヤ　ツ　ガネ ?H?7ﾘ?6???
図1．試験区の設定
表1．利用方式別の車高および現存量
PRG品種区 疋iV偃ﾘｾb?
草　高 亂??b?3．4　　　　　34．2 
（cm） 兩ｨ?g?23．9　　　　　23．1 
現存量 亂??b?，418．9　　1，750．3 
（g／詔） 兩ｨ?g?517．9　　　　591．7 
注：数値は1981年の結果である。
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刈図2．刈取区および放牧区の構成割合の季節的推移（1981年）
SS：品種の同化器官　　　　　　□：非同化器官
S：ky－31の同化器官　　　　S：フレンドの同化器官
表2．同化器官によるPRG品種の比較　　　　　　表3．同化器官によるTF品種の比較
ホクリョウ車マナミ 
刈 取 ??ｸｮﾘｪ?B?．1　　　　3．5 
同化器官割合 ??h?????CR?
品種／フレンド ???????C??
放 牧 ??ｸｮﾘｪ?B?．7　　　　3．5 
同化器官割合 ?????????
品種／フレンド ???????C??
キヨサトlヤツがネ 
刈 取 ??ｸｮﾘｪ?B?3．7　　　　146．1 
同化器官割合 ?H?H?????Sh?r?
品種／ky－31 ??????????
放 牧 ??ｸｮﾘｪ?B?6．1　　　　60．2 
同化器官割合 ??CH?????cX?r?
品種／ky－31 ??祷?????8?cR?
注）同化器官重：乾物g／壷，同化器官割合‥（品種の同化器官重／全乾物）×100（％），表2
の品種／ky－31：例えばキヨサトの同化器官重／ky－31の同化器官重を示す，表3の品種／
フレンド：例えばホクリョウの同化器官重／フレンドの同化器官重を示す。
－152－
??? ??
? ?? ?
???????????????ョ??
???????ョ?
????????????????????? ???????????????????
?
???????????
??
2－10）　反すう岨しゃく時の咳筋張力について
金　　　婚　台・太　田　　　実・林　　　業　六
反すう時岨しゃく速度（阻しゃく回数／単位反すう時間）が摂取飼料の量的増加とともに加速
されることが分った。その現象を反すう畳によって仕事の効率を変える生理的反応とする場合，
速度のほかにかむ強さの変化も考えられる。そこで演者らは，反すう暗唱しゃく力の測定のため
反すう時の攻筋張力の変化について検討を行なった。
〔方法〕　供試牛はホルスタイン育成牛1頭（480鴫）。供試乾草の特性は表1に示した。
3種の乾草を飽食とその飽食畳の半畳の2段階給与区を設け，それぞれの乾草について各々10日
間テストを行い，1－8日（飽食），9－10日（半量）給与とし，各給与区の最終日に独時間連
続あご運動を記録した。あと運動の記録は左右攻筋上に慢性連込電極を付けた咳筋筋電テレメー
タによった。咳筋張力の測定は，記録された左右咳筋EMG積分値の平均値÷岨しゃく回数から
求め，mVSeg／1岨しゃくの単位として表わした。（vsec：lvのStep入力に対し1秒後にlv
になる積分値の単位）。
〔結果〕　①1日の咳筋張力の変化を各反すう期ごとに，右側，左側を分けてみると交互に
強さが変わる事が分った。（図1，El乾草飽食区の例）②各処理間の岨しゃく速度の変化に
くらべて咳筋張カの変化はわずかであった（図2，図3）。
TableI．Characteristic of Ex erimental hay
Early cut Medium cut Late cut
OG（EI）　　OG（MI）　　OG（LI）
Cuttmg day（1982）　　　　　12　May
Grass height（m）　　　　　　　50
Crude protein　　　　　　　　　19．6
Crude fiber　（％／DM）　　　　24．6
Acid detergent fiber　　　　　26．4
Cell wall constituents　　　　　48．8
25 　　　　7June
95　　　　　　　120
11．7　　　　　　　　　7．3
33．8　　　　　　　　35．3
36．1　　　　　　　39．5
60．1　　　　　　　64．2
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度および咳筋EMG積分値の変化
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2－11）　永年放牧地におけるダニ生息密度と環境条件Ⅵ
－ダニの日周活動と放牧牛の行動－
大　竹　秀　男　・伊　藤　　　巌・林　　　兼　六
前報までの調査結果から放牧牛によるダニの捕食は永年放牧地のダニ生息密度を規制する主要
な要因の1つであることを明らかにした。そこで，本報ではダニの日周活動と放牧牛の行動（特
に採食時間帯）との関係，さらに，それらと捕食との関係について検討した。ダニの日周活動は
一定数の幼ダニを放飼しフランネル法による回収個体数から判断した。放牧牛の行動は10分間隔
で昼夜24時間季節別に調査した。その結果，春の採食時間帯は朝昼夕の3山型であった。晴天時
におけるダニの日周活動は，採食時間帯とほぼ同様に3山型を示し，朝露の消えない早朝に大き
なピークが認められた。それに対し，曇天時における活動のピークは早朝から昼近くにずれる傾
向が認められた（図1）。夏の採食時間帯は朝夕の2山型であった。ダニの日周活動は春とはぼ
同様であった（図2）。秋の採食時間帯は朝から夕まで連続的であった。ダニの日周活動は春夏
と同様に3山型を示したが，田内変動は小さくなった。また，活動のピークは夜露の現われる日
没時に認められた（図3）。以上の結果から放牧牛の採食時間帯とダニの日周活動とはほぼ一致
していることが明らかとなった。このことから，採食時間帯におけるダニの活動性の増加に伴っ
て，牧草地においては斉一な採食による捕食率の増加が，野草地においては選択採食による付着
率の増加することが推測される。
表1．　供　試　ダ　ニ　の　概　要
，回収率㈲　放飼ダニ数　　　　　　　　　　　　親ダニ　　　　　植生＊ 
最大　最小（匹／点）調査日放飼後日数　採取日　（綾，輯） 
晴 春 昼 ??C?8?????????h?#(???H?????h??????3?｢?
13．0　　2．0　　100　　　　　6／23　　　5　　　　8／飾　　　（70，110） 
晴 夏 ?8?8??(?8?????c???緝??????h????涛?3C(??
曇 ??x??C?????????????CH????h????涛?8?S?｢?
晴 秋 蜜 ?(?????x?????h???#??????l?????????#X??
84．0　28．6　　　50　　　10／24　　　2　　　　8／20　　　（90，24） 
＊　優占種はすべてオーチャードグラス
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ダニの日周活動と放牧牛の行動
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3－1）　牛の採食行動－類運動の定量化－
太　田　　　実・全　　　燭　台
〔目的〕　採食および反第時の顎運動は，岨噛数や速さについては，採食草の質や量との関連
で検討が行われてきたが，岨鴨の強さについてはまだ測定法が確立されていない。顎運動を噴筋
筋電図（EMG）でみると振幅にかなりの変動があることが観察される。そこで，採食および反
第時の咳筋EMGを定量化し，顎運動の指標とすることを試みた。
〔方法〕　ホルスタイン育成牛（体重約300時）2頭を用い，頬部（咳筋上）に小切開を加え
皮下に5×8×0．5mの銀板に金糸線をハンダ付けした電極を入れて慢性埋込電極とした。電極
の間隔は約3mとし，左右咳筋上に1対ずつ付けた。EMG記録装置は時定数を0．03，総合利得
を2，000倍とし，左右噴筋EMGを同時に誘導した。信号は一旦磁気データレコーダーに記録し，
後にそれを再生して，積分装置（三栄測器　TYPE1310）に入力し積分値を求めた。
〔結果〕1）電極の安定性；電極は手術直後から使用可能であったが，始めはl週間位で皮
膚穿入部近で渡労断線することが多かった。そこで頭緒の頬部に厚さ2mmのゴムシートを付けて
竃極を被覆保護することによって耐用期間が2－5週に延長した。
なお，一週間前後で断線した電極板は摘出してみると結合繊に完全に包埋され定着していた。
2）咳筋EMG積分値；一側咳筋だけについてみると，採食期あるいは反舞期が変わるごとに
EMG積分値のレベルが著しく変動（1．2－2．2倍）した。その原因は，左右の臼歯列のいずれ
か一側を主に岨鴨が続けられ，時々それが反転するためであることがわかった。そこで両側の噴
筋EMG積分値の平均値をとると，採食あるいは反舞時のそれぞれ安定した値を示した。
（1983年，日本畜産学会発表）
EMG　積分値の単位
OV
l Vsecとは　lVのステップ入力に対して1秒後に出力がlVになる
積分値の単位
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攻筋EMG積分値（Vsec）
1岨囁当り咳筋張力　＝
（mvsec／bhew）
岨鴫数
×1，000
1　2　3　4　5　6　7　8　9　1011121314
Fmmination periods（24hr）
Changein the EMGintegrated value of masseter（iEMGM）during
rumination．（0－－－0rightmasseter．●一一●leftn捻SSeter．m mean Of
right＋1eft masseter）
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3－2）　隔離放牧によるBLV清浄化の試み
勝野正則・太　田　　実・稲元民夫・星　　重義・二瓶　　車
東北大学附属農場では牧牛を用いた放牧による肉用牛の繁殖，育成を行っているが，昭和55年
秋，種牡牛がBLV抗体陽性であることが指摘され，56年3月，放牧経験牛の抗体を調べたとこ
ろ，205頭中75％が陽性で，陽性率は放牧回数と共に高まり（初放牧子牛40％，2回放牧育成
牛81％，3回以上放牧成牛97％），繁殖用成牛の殆ど全てがBLV感染牛であることを知った。
そこで，56年，57年には陽性牧区（陽性母牛とその子及び陰性育成牛）と陰性牧区（陰性育成
牛）に分けて放牧したところ，育成牛の陽転率は陰性牧区56年25％，57年12％と陽性牧区の約50
％に較らべ低いことを知った。また，陽性牧区にはアブ多発時期（7－9月）に殺虫剤の年休撒
布を行ったが，子牛の陽転率は56年10％，57年14％とこれをしない55年に較らべ明らかに低下し
た。
これは陰性牛の隔離放牧と昆虫類の駆除による，放牧地のBLVの清浄化の可能性を示唆して
いる。しかし，陽性牧区の風下に位置し，低地が多く通風の悪い陰性牧区の1つでは67％と高い
陽転率を示し，陰性牛の隔離放牧には地形的，微気象的条件を考願する必要があるものと思われ
た。
なお，子牛の陽転率は常に育成牛のそれより低い傾向がみられたが，アブ多発時期（7月）の
子牛の移行抗体の有無と陽転率には明らかな相関は認められず，子牛と育成牛の陽転率の相違は
移行抗体とは別の要因によるものと思われた。
これらの子牛の殆ど全て（55，56年100％，57年97％）が抗体陽性の母牛に由来するものであ
るが，55年を除き，その陽転率が10％程度であること，移行抗体に引続き陽性を持続した子牛は
3％程度で，哺乳などによる母子感染の機会は少いことが示唆された。
また，子牛の抗体陽転は7月からはじまり，その多く（60％）は10，11月にみられたが，翌年
3，4月にも陽転するもの（30％）がみられ，放牧時以外の感染があるもののようにも思われ，
その清浄化には冬期舎飼時の隔離も考慮する必要があることが示唆された。
なお，この抗体の検出はゲル内沈降反応によったが，供試抗原は家衛試高取一郎（55年，56年），
甲野雄次（57年）両博士に恵与されたもので，また血清反応の一部は両博士に依頼して行ったも
ので，ここにその好意を深謝する。
（1983年日本獣医学会発表）
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55年放牧牛のBLV抗体陽性率
検　査　数 冽ｨ?????z　性　率 
黒　毛　和　種 ??:｢?3頭 都h??2?
日　本　短　角　種 涛2?8 都8??
ホ　ル　ス　タ　イ　ン ?? ?8?2?
計 ???52 都H??
＊56年3月
放牧回数とBLV抗体陽性率＊
放　牧　回　数 ??????B?z　性　数 冽ｨ???zb?
1 都9:｢?9頭 ??Cx??
2 ?"?6 塔?C2?
3 ?r?4 塔?C?
4－12 都2?3 ???
計 ???52 都H??
＊55年放牧牛
56年牧　区　別　抗　体　陽　転率
牧　　　区 ?ﾉg?駢ｩ?zb?z　　　　　転　　　　　率 
子　　　牛 ?x???ｸﾖ?成　　　年 
六　　角1） ???b?x???8??0％（63） 田x??8??刀Qめ 
大　　　　尺 滴?#8??　（10） ?8??｢?（　3） 
丸　　　　森 ????｢?Q3） ??度??| 
蹄　耕　法 ?????| ??店??| 
計 鉄X?##X??　（73） ?h?#8??（　3） 
＊（）内は検査頭数 り　8月初～9．月末，殺虫剤牛体散布
2）　入牧時全て陽性
3）入牧せず
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57　年　牧　区　別　抗　体　陽　転　率
牧　　　　区 ?ﾉg?駢ｩ?zb?z　　　　　転　　　　　率 
子　　　牛 迄支???ｸﾒ?ｬ　　　年 
1） ?8???????2??
六　　　　角 ?X??8??4　（29） 鼎(?????8（25） 
桂　清　水 鉄(?ヨ??　（29） ?ﾂ?00（1） 
大　　　　尺 ?X????） ?????｢?| 
長　　　　原 度????| ?X?????| 
尚　武　沢 ?????| 田x?????00（l） 
計 ?h?#Sh??　（58） ???田?｢?2（27） 
＊（）内は検査頭数
1）7月初～9月末，殺虫剤年休散布　　　2）入牧せず
57年度放牧牛におけるアブ類の消長
0－桂清水 
↓ l ?ｸ??????ｫ ?ｸ???????ｫ ?ｲ?怐|六角 ↓↓↓ I 〇〇〇 
8月　　　　　　　　　　　　9月　　　　　　　　　　10月
↓　六角放牧牛　殺虫剤（ピレスロイド系）400ml／牛噴霧
各区6頭ずつ牛をつなぎ，両区同時間帯に，1頭につき5分間，捕虫網で採集
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入牧時．移行抗体の有無と陽転率
陽　　　　　　　転　　　　　　　率 
移　行　抗　体 冲ﾂ?ｳ 
55　　年 鼎X??8?#?｢?　％（l） 
56　　　年 ???X???C?｢?| 
57　　年 嶋?????x??．5　　（21） 
計 ?x?X???度??．1　　（22） 
アブ発生時（7月）．移行抗体の有無と陽転率
陽　　　　　　　　転　　　　　　　率 
移　行　抗　体 冲ﾂ?ｳ 
55　　年 ??????｢?6．7％（15） 
56　　年 ?(?X?????｢?9．0　　（21） 
57　　年 ??3?????｢?．8　　（26） 
計 ?(??????｢?9．4　　（62） 
（）内は供試数
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子牛の抗体消長の型　と　出現頻度
型 俔(?????+r?5　年 鉄h?D?57　年 佗b?
I 偖ﾈ???????ｪ ?｢?ｪ ?ｨ???????1 鳴? ???( x
Ⅱ 偖ﾈ??耳???? 釘? ?X????H??
Ⅲ 偖ﾈ??耳??爾?0 ?R?4 塔??都?CX??
IV ?ｨ??耳???? ?? ?????C?｢?
Ⅴ 亦? ?? 滴???8?h??
計 ?9 鼎?53 ???????｢?
子　牛　の　抗　体　陽　転　時　期
i 5，6月 度ﾈ?8月 俣佇?ilO月 ???12，1月 ??ﾈ?計 
55年 ?｢?ｪ ?｢?ｪ ?｢?ｪ ?｢?ｪ ?｢?0 ?? ﾂ?  釘? 
56　年 ?? ?ﾂ?| 釘? ?? 釘?
57　年 ?? ?? ??| ?? 釘?
計 ?? ?? 唐? ?? ?r?
（％） ?????i5．9） ?店??｢?i　0） ?鼎x??｢?i11．8） ?????i29．4） ??????
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4－1）　東北大学演習林におけるスギ人工林の構造と生長
西口親雄・赤間　　徹・狩野　　広
a）
昭和20年代後半より造林されたスギ人工林は17林班を中核に約350haの林分面積を保有してい
る。これらの林分の蓄積調査は昭和58年度より開始し現在も継続中である。
これまでに42林分の調査を終了し，そのうち21林分について集計を行った。
詞盃は人工林の標本調査の基準とされる0．1haを目標に可能なかきり正方形のコドラートをと
り，場所的に正方形がとれない林分については長方形あるいはコンパスによる周囲測量から調査
面積を求めた。
笹木調査は，コドラートに含まれる全立木の胸高直径を測定したのち識別ラベルを打ち，さら
に全壇径階にわたるように25－30本の個体を抽出しブルーメライスにより樹高を測定した。
樹高を測定した個体については，N短uND式（1981）H＝12＋（言半面）2・H；
樹高皿，D；胸高直径cm，a，b；定数　を適用し樹高曲線式を得て，全立木の樹高を推定した。
さらに胸高直径Dcmと樹高Hmから宮城県民有林スギ立木幹材積表の材模式により，全立木の
幹材積を求めた。材積式はつきのとおりである。
直径範囲4－10cm
log V＝1．901883log D＋0．880882log H－4．165760
両　12－40cm
log V＝1．800246log D＋1．074433log H－4．241494
両　42－50cm
log V＝1．635299log D＋1．091249log H－4．006335
なお，この一連の計算と集計はすべてパーソナルコンピューター（NEC PC－9801シリ
ーズ）を用いて行われた。
b）
表－1に各調査林分の構造を示した。また表－2ほはそれぞれの樹高曲線式を示した。
これらの調査結果を宮城県民有林ス半株林分収穫表，地位2等に比較して評価してみる。
まず，ha当たりの幹材積は各林分ともそれぞれの林齢に対応して多く，生長はすこぶる良好で
あるといえる。
とくに沢に沿って植栽された釜の沢周辺の林分は直径・樹高ともに標準をはるかに上回る生長
がみられる。
－164－
ムジナ森斜面に昭和30年前後に植栽された林分は，立地条件において土居がうすい岩盤である
ことから平均直径・樹高ともに標準をやや下回る。しかし高い立木密度が現存量をカバーして標
準を上回る蓄積となっている。
農耕地周辺に帯状に植栽された防風林は，立木密度が著しく高く，平均樹高においていずれも
頭打ち現象がみられ，他林分と比較して特異的であるが，これは植栽時に防風効果をねらって密
植した結果であり，樹高生長については風の影響が第一要因としてあげられる。
いずれの林分も間代・枝打ち適期の範囲にあるが，以上の諸結果をふまえて，スギ人工林にと
っての生育場所条件や利用目的に沿った場所別の保育形式を導入すべく計画の立案中であり，当
演習林のスギ林はそうした多様な利用に耐える規模と活力をそなえているといえる。
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表－2．各調査林分の樹高曲線式
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4－2）　野生鳥類の標識調査
西　口　親　雄　・　赤　間　　　徹
a）
東北大学演習林では，昭和55年度より環境庁委託による鳥類標識研究を行っており，同年に同
庁鳥類観測ステーションの指定を受けた。
本研究は，野生鳥類を捕獲して標識番号が記入された足輪を装着したのち再び放鳥して，回収
の情報から渡りの経路と生活に関する基礎資料を得るものである。
なお，捕獲に際しては鳥獣保護及狩猟に関する法律，第12条第1項に従った。
b）
調査は，1980年4月29日～1982年11月3日の間に行った。
アオジ・カシラダカ・ホオジロなどEmberiza　属の標識に主眼をおいたので，捕獲網の設置
（環境庁鳥獣捕獲許可！こよる）は，各年10月下旬から11月上旬のそれらの渡りの時期に集中した。
主な調査場所は3号圃場周辺のススキ原である。
C）
調査期間中に標識をされた鳥類は，15種，332羽で内生個姓が再論獲放鳥である。
標識鳥類中もっとも多い種はカシラグカの140羽，ついでホオジロの77羽，再捕3羽であり，
これらとアオジ・ノジコ・ホオアカを加えたEmberiza属が全体の84．3％を占める。
いわゆる秋烏の捕獲・放鳥のパターンをみると，アオジが10月中旬にはじまり，10月下旬にピ
ークに達するのほ対して，カシラグカは10月下旬にはじまり11月上旬にピークとなり，両種の当
地への渡来には10日程度のずれが確認される。
このことば　カシラダカは大部分が，サハリン北部やシベリアで繁殖南下するのに対して，10
月中旬の早い渡来をするアオジは，東北北部や北海道など国内繁殖をした個体が大陸産のものよ
り早い時期に南下することによると思われる。
ホオジロは，当地でも多く繁殖し，周年生息するが，10月下旬から11月にかけて捕獲される個
体は，換羽が完成して渡りの体制が整ったものであり，当地より北部で繁殖し南下中のものと思
われる個体が多い。
同様のことは，11月に入ってからの遅い放鳥がされるノジコ・ホオアカの一部についても言え
る。
放鳥の際に行ったホオジロ・アオジ・カシラグカの一部の客体部計測結果は表－2に示した。
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表－1．標識・放鳥された種および個体数
1980　　　　　1981　　　　　1982
4・29－11・7　　10・13－11・1　3・9－11・3
Emberiza spodocephala　　アオジ　　　　　　　37　　　　　　　7
Emberiza rustica　　　　　　　カシラダカ
Emberiza cioides　　　　　　　ホオジロ
Emberiza sulphurata　　　　ノジコ
Emberiza fucata　　　　　　　ホオアカ
Passer montanus　　　　　　　スズメ
Uragus sibiricus　　　　　　べニマシコ
Parus major　　　　　　　　　シジュウカラ
Sitta europaea　　　　　　　ゴジュウカラ
Phoenicurus auroreus　　　　ジョウピタキ
Lanius bucephalus　　　　　モ　ズ
Cettia diphone　　　　　　　　ウグイス
Carduelis sinica　　　　　　　カワラヒワ
Cyanopica cyana　　　　　　オナガ
Podiceps ruficollis　　　　　カイツブリ
19　　　　　　　33
17（2）　　　　31（1）
4　　　　　　　　1
1
100（2）　　　　77（1）　　　151（1）
（）：Recapture
表－　2．　馬体各部の計測値
休部 柯R?ヲｷ（mm） 儖i+x?ﾖﾘ??穀ｮ長（mD 僭倆B?ﾌ重（g） W鴫ht 
種 披?ing 彦?ﾂ?fIbrsus 
ホオジロ アオジ カシラグカ ?B?b??74．8土3．15 69．7土2．83 76．3土3．11 都X?h贊(???H?y7??cB??CH贊(?C2?9．6土0．73 20．0士1．50 18．5土1．02 ??Ci7??S"??CY7??S???x??CCr?3．2土1．24 20．6±0．95 19．4±1．61 
N土S．D
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????、???
???
??
）?????????
k9／l訪
。0 ．8’一 ．4 0 板?? ? ? 
1　　2　　　計　　　　　1　　2　　　計
B－I B一皿　a B一皿　b
図1．各処理区の乾物重畳
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